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はじ
め
に
徳
島
県
小
松
島
市
の
古
刹
、
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
（
以
下
「
地
蔵
寺
」
と
呼
ぶ
）
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
塔
頭
（
寺
家
）
六
寺
院
、
末
寺
九
寺
院
を
率
い
る
大
寺
で
あ
（
注
1
）
っ
た
。
日
常
的
に
行
わ
れ
る
檀
家
の
葬
式
・
法
要
や
、
年
中
行
事
の
開
催
と
い
っ
た
、
寺
院
と
し
て
の
業
務
を
こ
な
す
ほ
か
に
、江
戸
幕
府
に
よ
る
寺
院
統
制
政
策
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
、本
末
制
度
の
下
で
、
寺
社
奉
行
・
郡
代
か
ら
の
様
々
な
通
達
を
受
け
取
り
、
寺
家
・
末
寺
へ
の
連
絡
を
行
う
と
と
も
に
、
寺
家
・
末
寺
か
ら
の
願
い
出
を
と
り
ま
と
め
て
届
け
出
る
な
ど
、
本
寺
と
し
て
の
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
地
蔵
寺
に
伝
え
ら
れ
る
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
は
、
寺
社
奉
行
・
郡
代
か
ら
受
け
取
っ
た
通
達
文
書
や
、
寺
家
・
末
寺
の
願
い
出
を
と
り
ま
と
め
て
届
け
出
た
上
申
文
書
を
控
え
記
録
し
た
、一
般
に
御
用
留
と
呼
ば
れ
る
文
献
で
あ
り
、地
蔵
寺
の
本
寺
と
し
て
の
業
務
記
録
で
あ
る
。
本
書
は
、
縦
二
三
・
九
糎
、
横
三
三
・
八
糎
の
半
紙
一
三
二
紙（
但
し
、
第
一
三
二
紙
は
白
紙
）
に
共
紙
表
紙
を
付
し
た
仮
綴
本
で
、
表
紙
中
央
縦
長
に
、「
御
触
御
配
書
諸
願
控
」
と
外
題
が
直
書
さ
れ
、
表
紙
右
上
に
「
文
政
十
二
丑
六
月
ヨ
リ
弘
化
四
未
三
月
迄
」、
左
下
に
「
現
住
宥
義
代
中
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
ま
た
、
外
題
左
傍
に
は
、
小
ぶ
り
の
細
い
文
字
で
「
但
集
議
觸
ハ
別
帳
有
之
」
と
あ
る
。
本
文
と
な
る
各
文
書
は
、
半
紙
一
紙
の
オ
モ
テ
面
に
、
一
通
の
文
書
を
書
写
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
、
短
い
文
書
の
場
合
に
は
、
一
紙
に
二
通
を
書
写
す
る
場
合
が
あ
り
、
長
い
文
書
の
場
合
に
は
二
紙
以
上
に
わ
た
る
場
合
が
（
注
2
）
あ
る
。
本
書
に
書
写
さ
れ
た
文
書
は
、
表
紙
墨
書
に
あ
る
よ
う
に
、
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
六
月
か
ら
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
三
月
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
ほ
ぼ
年
代
を
追
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
で
あ
る
宥
義
は
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
、
日
和
佐
村
（
美
波
町
日
和
佐
）
の
薬
王
寺
住
職
と
な
っ
た
際
、
日
和
佐
村
役
場
に
提
出
し
た
文
書
（
本
書
第
一
一
〇
紙
）
に
、
自
ら
の
履
歴
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
拙
僧
出
産
は
、
板
野
郡
立
岩
村
御
蔵
百
姓
勘
蔵
四
男
ニ
而
、
／
十
一
才

、
同
郡
段
關
村
真
福
寺
宥
仁
弟
子
ニ
罷
成
、
文
／
政
十
二
丑
年
、
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
ヘ
寺
務
仕
、
今
般
當
／
寺
住
職
被
仰
付
候
。
ま
た
こ
の
時
（
天
保
十
四
年
）、
薬
王
寺
と
と
も
に
地
蔵
寺
を
兼
帯
す
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
宥
義
が
地
蔵
寺
を
弟
子
の
宥
宝
（
当
時
日
開
野
村
吉
祥
寺
住
職
）
に
譲
る
こ
と
を
願
出
た
の
は
弘
化
四
年
三
月
で
（
注
3
）
あ
る
（
本
書
一
三
一
紙
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
に
記
録
さ
れ
た
文
書
は
、
宥
義
が
第
十
九
世
住
職
と
し
て
、
地
蔵
寺
に
止
住
し
て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
藏
寺
蔵
『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
去
帳
』（
箱
外
別
置
1
）
で
は
、
宥
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
明
治
二
己
巳
歳
九
月
二
十
三
日
示
寂
板
野
郡
撫
養
立
岩
之
産
也
段
關
眞
福
寺
ヨ
リ
當
院
江
轉
住
後
日
和
佐
村
藥
王
寺
江
轉
住
行
年
七
拾
有
三
示
寂
こ
れ
に
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
七
十
三
才
で
示
寂
し
た
と
あ
る
が
、
宥
義
自
身
が
書
写
し
た
『
大
日
經
教
主
本
地
加
持
分
別
』（
55
箱
3
）
の
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
自
身
の
年
齢
を
記
し
て
い
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
―
―
解
説
と
翻
刻
本
文
―
―
原
卓
志
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
国
伝
山
地
蔵
寺
、
寺
家
（
塔
頭
寺
院
）、
末
寺
、
御
用
留
、
歴
史
資
料
）
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于
時
文
化
十
五
之
春
於
二
備
中
倉
敷
觀
龍
寺
一
請
二
學
靈
師
一
而
講
二
住
心
品
一
時
借
シ
テ
二
彼
師
秘
藏
ノ
書
一
而
／
爲
二
令
法
久
住
法
恩
謝
德
疑
惑
□
然
一
書
二
写
之
一
了
／
阿
州
板
野
郡
撫
養
段
関
真
福
寺
資
賢
道
宥
義
生
年
廿
一
歳
ま
た
、『
諸
儀
軌
口
授
第
五
』（
56
箱
14
（
3
））
の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
嘉
永
七
年
歳
次
甲
寅
二
月
上
浣（
マ
マ
）
騰
寫
畢
／
阿
陽
藥
王
寺
前
務
宥
義
得
壽
五
十
七
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
宥
義
の
年
齢
が
記
載
さ
れ
た
奥
書
に
従
え
ば
、
示
寂
し
た
明
治
二
年
に
お
け
る
宥
義
の
年
齢
は
七
十
二
才
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宥
義
の
履
歴
を
再
述
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
宥
義
は
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
現
在
の
鳴
門
市
撫
養
町
立
岩
の
御
蔵
百
姓
（
藩
直
轄
の
百
姓
）
勘
蔵
の
四
男
と
し
て
産
ま
れ
、
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
十
一
才
で
鳴
門
市
大
津
町
段
関
の
真
福
寺
に
入
寺
し
、
宥
（
注
4
）
仁
の
弟
子
と
な
る
。
そ
の
後
、
真
福
寺
（
注
5
）
住
職
を
経
て
、
文
政
十
二
年
三
月
に
三
十
二
才
で
地
蔵
寺
住
職
に
転
住
す
る
。
天
保
十
四
年
に
日
和
佐
村
薬
王
寺
住
職
と
な
る
の
は
四
十
六
才
、
宥
宝
に
地
蔵
寺
住
職
を
譲
っ
た
の
は
弘
化
四
年
、
五
十
才
の
時
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
に
収
録
さ
れ
る
文
書
の
内
容
を
簡
単
に
解
説
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
本
書
の
資
料
的
な
価
値
に
つ
い
て
述
べ
、
あ
わ
せ
て
全
文
を
翻
刻
す
る
。
一
寺
院
の
住
職
交
替
本
書
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
の
第
一
紙
・
第
二
紙
は
、
い
ず
れ
も
文
政
十
二
年
六
月
付
の
文
書
で
あ
り
、
地
蔵
寺
住
職
に
就
任
し
た
宥
義
の
最
初
期
の
仕
事
と
し
て
提
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
第
一
紙
は
、
地
藏
寺
の
印
章
に
つ
い
て
の
届
け
出
文
書
で
、
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
地
蔵
寺
印
が
破
損
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
作
り
直
し
た
印
影
を
届
け
出
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
紙
は
、
板
野
郡
段
関
村
真
福
寺
と
、
同
郡
大
代
村
勝
福
寺
の
住
職
に
つ
い
て
の
願
い
出
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
か
ら
は
、
宥
義
が
そ
れ
ま
で
住
職
し
て
い
た
真
福
寺
と
、
兼
帯
し
て
い
た
勝
福
寺
住
職
を
、
文
政
十
二
年
三
月
に
地
蔵
寺
住
職
と
な
っ
た
後
も
、
と
も
に
兼
帯
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
地
蔵
寺
と
真
福
寺
・
勝
福
寺
と
の
距
離
が
遠
い
こ
と
か
ら
、
真
福
寺
の
後
住
職
を
真
福
寺
弟
子
の
賢
明
房
に
、
勝
福
寺
の
後
住
職
を
地
蔵
寺
弟
子
の
恵
（
注
6
）
日
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
も
の
で
（
注
7
）
あ
る
。
末
寺
の
住
職
交
替
に
つ
い
て
、
本
寺
か
ら
上
申
し
た
文
書
（
添
状
）
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
七
紙
…
…
末
寺
田
浦
村
福
成
寺
住
職
、
多
病
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
寛
明
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
文
政
十
三
年
）。
二
〇
紙
…
末
寺
飯
谷
村
醍
醐
寺
住
職
、
段
関
村
真
福
寺
へ
転
住
の
後
も
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
支
え
に
よ
っ
て
、
醍
醐
寺
を
日
開
野
村
円
福
寺
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
二
年
）。
二
三
紙
…
末
寺
田
浦
村
福
成
寺
住
職
、
名
東
郡
高
崎
村
光
徳
寺
を
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
支
え
に
よ
っ
て
、福
成
寺
を
福
成
寺
弟
子
仁
山
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う（
天
保
三
年
）。
二
五
紙
…
末
寺
西
須
賀
村
正
福
寺
住
職
病
死
。
後
住
職
を
小
松
島
浦
真
福
寺
智
良
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
三
年
）。
三
一
紙
…
末
寺
勝
浦
郡
江
田
村
宝
聚
寺
住
職
病
死
。
後
住
職
を
那
賀
郡
中
嶋
浦
宝
満
寺
弟
子
澄
恵
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
三
年
）。
三
六
紙
…
末
寺
日
開
野
村
円
福
寺
は
、
飯
谷
村
醍
醐
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
支
の
た
め
、
円
福
寺
を
醍
醐
寺
弟
子
大
本
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
四
年
）。
四
四
紙
…
末
寺
大
松
村
持
福
寺
住
職
、
病
身
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
同
院
弟
子
宥
善
房
へ
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
六
年
）。
四
五
紙
…
末
寺
江
田
村
宝
聚
寺
住
職
、
那
賀
郡
中
島
村
宝
満
寺
を
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
支
の
た
め
、
宝
聚
寺
を
同
院
弟
子
泰
隆
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
六
年
）。
四
七
紙
…
末
寺
中
郷
村
宝
蔵
寺
は
、
板
野
郡
貞
方
村
弥
勒
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
支
の
た
め
、宝
蔵
寺
を
弥
勒
寺
弟
子
の
令
道
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う（
天
保
六
年
）。
四
八
紙
…
末
寺
中
田
村
桂
林
寺
は
、
福
島
本
福
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
支
の
た
め
、
桂
林
寺
を
本
福
寺
弟
子
玄
澄
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う（
天
保
六
年
）。
四
九
紙
…
末
寺
日
開
野
村
円
福
寺
住
職
、
病
気
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
飯
谷
村
醍
醐
寺
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
六
年
）。
五
〇
紙
…
末
寺
西
須
賀
村
正
福
寺
住
職
、
病
気
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
小
松
島
浦
薬
師
寺
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
六
年
）。
五
八
紙
…
末
寺
日
開
野
村
円
福
寺
は
、飯
谷
村
醍
醐
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、寺
役
差
支
の
た
め
、円
福
寺
を
醍
醐
寺
弟
子
黙
淨
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う（
天
保
七
年
）。
六
三
紙
…
末
寺
西
須
賀
村
正
福
寺
は
、
小
松
嶋
浦
薬
師
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、
寺
役
差
原 卓 志
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支
の
た
め
、正
福
寺
を
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
了
瑞
房
ヘ
附
属
す
る
こ
と
を
願
う（
天
保
八
年
）。
六
八
紙
…
末
寺
本
庄
村
田
林
寺
住
職
、
病
身
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
宮
井
村
如
意
輪
寺
弟
子
真
勝
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
八
年
）。
八
五
紙
…
末
寺
大
松
村
持
福
寺
住
職
、
病
気
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
持
福
寺
隠
居
密
賢
へ
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
十
二
年
）。
九
四
紙
…
末
寺
西
須
賀
村
正
福
寺
住
職
、
病
気
に
て
隠
居
。
後
住
職
を
佐
古
福
蔵
寺
先
住
弟
子
宜
運
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
天
保
十
四
年
）。
一
二
一
紙
…
末
寺
飯
谷
村
醍
醐
寺
住
職
病
死
。
後
住
職
を
板
野
郡
段
関
村
真
福
寺
住
職
が
兼
住
す
る
こ
と
を
願
う
（
弘
化
二
年
）。
一
二
四
紙
…
末
寺
江
田
村
寶
聚
寺
は
、
福
島
本
福
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、
法
弟
義
海
房
が
三
十
才
に
な
っ
た
故
、
こ
れ
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
弘
化
三
年
）。
一
二
五
紙
…
末
寺
中
田
村
桂
林
寺
は
、
田
野
村
恩
山
寺
住
職
が
兼
帯
す
る
も
、
弟
子
律
賢
房
が
三
十
才
に
な
っ
た
故
、
こ
れ
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
弘
化
三
年
）。
一
二
八
紙
…
地
蔵
寺
住
職
宥
義
兼
帯
の
日
開
野
村
吉
祥
寺
を
日
開
野
村
円
福
寺
住
職
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
弘
化
四
年
正
月
）。
一
三
一
紙
…
薬
王
寺
住
職
宥
義
、
兼
帯
す
る
地
蔵
寺
を
弟
子
日
開
野
村
吉
祥
寺
住
職
宥
宝
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
う
（
弘
化
四
年
三
月
）。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
頻
繁
に
各
寺
院
の
住
職
の
交
替
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
、
交
替
の
事
情
を
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
資
料
が
含
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
八
五
紙
は
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
大
松
村
の
持
福
寺
住
職
の
交
替
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
馬
で
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
持
福
寺
現
住
職
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
結
局
こ
の
文
書
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
第
八
六
紙
に
は
、
持
福
寺
住
職
が
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
寺
で
あ
る
地
蔵
寺
に
対
し
て
、
後
住
職
を
選
ん
で
報
告
せ
よ
と
い
う
郡
代
所
か
ら
の
通
達
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
達
に
対
し
て
、
地
蔵
寺
か
ら
は
、
持
福
寺
隠
居
の
密
賢
、
江
田
村
宝
聚
寺
の
泰
澄
、
小
松
島
浦
真
福
寺
の
純
瑞
の
三
人
を
候
補
者
と
し
て
報
告
し
て
い
る
（
第
八
六
紙
・
第
八
七
紙
）。
最
終
的
に
誰
が
後
住
職
と
な
っ
た
の
か
は
記
録
さ
れ
な
い
が
、
現
住
職
行
方
不
明
と
い
う
予
想
外
の
事
件
に
周
章
て
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
第
三
一
紙
は
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
十
二
月
に
、
末
寺
で
あ
る
江
田
村
の
宝
聚
寺
住
職
が
病
死
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
後
住
職
を
那
賀
郡
中
島
浦
の
宝
満
寺
弟
子
澄
恵
房
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
っ
て
届
け
ら
れ
た
添
状
で
あ
る
。
こ
の
文
書
も
第
二
九
紙
・
第
三
〇
紙
と
あ
わ
せ
て
読
む
と
興
味
深
い
。
第
二
九
紙
で
は
、
宝
聚
寺
の
後
住
職
に
つ
い
て
の
届
け
を
、
地
蔵
寺
の
添
状
と
共
に
役
所
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
役
所
で
は
地
蔵
寺
の
添
状
は
必
要
な
い
と
し
て
戻
さ
れ
た
と
い
う
一
件
を
述
べ
た
後
、
役
所
に
対
し
て
、
本
寺
の
添
状
を
必
要
と
し
な
い
の
は
古
例
に
反
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
本
寺
・
末
寺
の
関
係
が
成
り
立
た
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
第
三
〇
紙
で
は
、
宝
聚
寺
と
同
寺
檀
家
頭
に
対
し
て
、
先
に
役
所
か
ら
地
蔵
寺
の
添
状
は
不
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
奉
行
か
ら
添
状
が
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
と
い
う
お
尋
ね
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
度
添
状
を
提
出
せ
よ
と
の
通
達
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
提
出
さ
れ
た
の
が
第
三
一
紙
の
添
状
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
や
り
と
り
か
ら
は
、
本
寺
・
末
寺
の
関
係
を
厳
格
に
保
つ
た
め
に
、
毅
然
と
し
て
意
見
を
具
申
す
る
宥
義
の
態
度
が
垣
間
見
え
る
。
右
に
見
た
よ
う
な
住
職
交
替
に
関
す
る
事
情
の
他
に
、
本
書
に
記
録
さ
れ
る
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
地
方
寺
院
の
住
職
に
つ
い
て
、
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
歴
史
資
料
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
地
蔵
寺
末
寺
で
あ
る
福
成
寺
・
円
通
寺
・
正
福
寺
の
三
ヶ
寺
の
住
職
交
替
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
田
浦
村
の
福
成
寺
の
住
職
に
つ
い
て
、『
勝
浦
郡
（
注
8
）
志
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
九
代
阿
闍
梨
顕
巌
（
文
化
二
年
寂
）
十
代
阿
闍
梨
白
龍
（
天
保
十
年
寂
）
十
一
代
伝
燈
大
阿
闍
梨
大
瓊
（
慶
応
三
年
寂
）
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
の
第
七
紙
、
第
二
三
紙
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
交
替
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
九
代
の
阿
闍
梨
顕
巌
・
文
化
二
年
寂
）
文
政
十
三
年
福
成
寺
住
職
隠
居
、
後
住
職
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
寛
明
房
に
附
属
（
第
七
紙
）。
天
保
三
年
名
東
郡
高
崎
村
光
徳
寺
を
兼
帯
。
福
成
寺
弟
子
仁
山
房
に
附
属
（
第
二
三
紙
）。
天
保
五
（
一
八
三
五
）
年
に
作
成
書
写
さ
れ
た
地
蔵
寺
蔵
『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
で
は
、
大
瓊
が
住
職
と
し
て
福
成
寺
の
来
歴
等
を
地
蔵
寺
に
報
告
し
て
（
注
9
）
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
第
二
三
紙
の
福
成
寺
弟
子
仁
山
房
が
こ
の
大
瓊
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
白
龍
が
第
七
紙
の
文
政
十
三（
一
八
三
〇
）年
に
隠
居
し
た
住
職
に
当
た
る
の
か
、
そ
の
後
住
職
と
な
っ
た
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
寛
明
に
当
た
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
国伝山地蔵寺蔵『御触御配書諸願控』 ――解説と翻刻本文――
―２５０―
も
『
勝
浦
郡
志
』
に
記
載
さ
れ
る
他
に
、
も
う
一
人
の
住
職
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
日
開
野
村
の
円
福
寺
の
住
職
に
つ
い
て
は
、『
勝
浦
郡
志
』
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。七
代
阿
闍
梨
宥
峯
（
安
永
七
年
寂
）
八
代
阿
闍
梨
宥
清
（
文
化
四
年
寂
）
九
代
阿
闍
梨
宥
寂
（
天
保
十
一
年
寂
）
ま
た
、
醍
醐
寺
の
住
職
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
。
阿
闍
梨
等
瑞
（
文
政
五
年
寂
）
権
大
僧
都
常
寂
（
弘
化
二
年
寂
）
権
大
僧
都
遊
法
（
嘉
永
元
年
寂
）
一
方
、
本
書
の
記
録
に
よ
っ
て
天
保
年
間
の
円
福
寺
の
住
職
交
替
を
跡
づ
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
天
保
二
年
円
福
寺
か
ら
醍
醐
寺
を
兼
帯
（
第
二
〇
紙
・
参
照
第
一
三
紙
）。
天
保
四
年
円
福
寺
を
醍
醐
寺
弟
子
大
本
房
に
附
属
（
第
三
六
紙
）。
天
保
六
年
円
福
寺
住
職
病
気
で
隠
居
。
醍
醐
寺
に
附
属
（
第
四
九
紙
）。
天
保
七
年
醍
醐
寺
弟
子
黙
淨
房
に
附
属
（
第
五
八
紙
）。
『
勝
浦
郡
志
』
に
あ
る
円
福
寺
七
代
阿
闍
梨
宥
峯
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
三
月
に
大
阿
闍
梨
淨
光
（
正
興
庵
第
三
世
、
当
時
は
正
興
庵
を
辞
し
、
藤
樹
寺
住
職
）
が
地
蔵
寺
で
開
壇
し
た
伝
法
灌
頂
に
お
い
て
安
祥
寺
流
を
受
け
て
（
注
10
）
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
に
中
院
流
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
俊
源
房
宥
清
が
、
八
代
の
宥
清
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
宥
清
は
、
そ
の
後
の
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
十
一
月
に
、
地
蔵
寺
住
職
宥
金
が
大
阿
闍
梨
と
し
て
開
壇
し
た
伝
法
灌
頂
で
、
円
福
寺
主
と
し
て
安
祥
寺
流
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
宥
清
が
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
に
示
寂
し
て
か
ら
、
第
三
六
紙
に
記
録
さ
れ
る
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
の
醍
醐
寺
弟
子
大
本
房
ま
で
の
住
職
が
明
確
で
は
な
い
。
第
二
〇
紙
に
よ
る
と
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
に
醍
醐
寺
住
職
が
段
関
村
真
福
寺
へ
転
住
し
、醍
醐
寺
を
兼
帯
す
る
こ
と
に
な
っ
た（
第
一
三
紙
参
照
）
が
、
天
保
二
年
に
は
醍
醐
寺
を
円
福
寺
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
天
保
元
年
に
真
福
寺
へ
転
住
し
た
住
職
は
、
天
保
二
年
正
月
に
百
光
（
正
興
庵
十
二
世
）
か
ら
経
軌
の
伝
授
を
受
け
た
「
真
福
寺
遊
法
」
で
あ
る
と
考
え
ら
（
注
11
）
れ
る
。『
勝
浦
郡
志
』
に
記
録
さ
れ
る
権
大
僧
都
遊
法
が
こ
れ
に
当
た
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
し
た
い
。
遊
法
は
そ
の
後
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
三
月
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
四
月
の
二
度
、
宥
義
を
大
阿
闍
梨
と
す
る
伝
法
灌
頂
に
お
い
て
、
段
関
真
福
寺
住
職
と
し
て
資
助
師
を
勤
め
て
（
注
12
）
い
る
。
そ
の
遊
法
が
、
醍
醐
寺
を
円
福
寺
に
附
属
さ
せ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
円
福
寺
住
職
が
醍
醐
寺
を
兼
帯
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
第
三
六
紙
で
は
、
円
福
寺
が
醍
醐
寺
の
住
職
に
よ
っ
て
兼
帯
さ
れ
て
い
る
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
判
然
と
せ
ず
、
問
題
は
残
る
の
で
あ
る
が
、
第
三
六
紙
に
あ
る
醍
醐
寺
住
職
は
、『
勝
浦
郡
志
』
に
記
録
さ
れ
る
権
大
僧
都
常
寂
で
あ
ろ
う
。
常
寂
は
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
十
一
月
の
伝
法
灌
頂（
安
祥
寺
流
）受
者
の
中
に「
飯
谷
醍
醐
寺
資
常
寂
皎
堂
房
」と
し
て
記
録
さ
れ
て
（
注
13
）
い
る
。
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
は
醍
醐
寺
の
来
歴
等
を
地
蔵
寺
に
報
告
し
て
（
注
14
）
お
り
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
三
月
と
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
四
月
の
伝
法
灌
頂
で
は
資
助
師
と
し
て
記
録
さ
れ
て
（
注
15
）
い
る
。
ま
た
、
天
保
四
年
に
円
福
寺
住
職
を
附
属
さ
れ
た
醍
醐
寺
弟
子
大
本
房
は
、
天
保
五
年
に
円
福
寺
の
来
歴
等
を
地
蔵
寺
に
報
告
し
た
継
旻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
継
旻
は
そ
の
報
告
書
中
に
、
自
ら
を
中
興
開
基
の
快
伝
か
ら
十
一
代
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
保
六
年
三
月
の
伝
法
灌
頂
で
は
資
助
師
の
一
人
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
八
紙
に
あ
る
よ
う
に
、
天
保
六
年
十
二
月
に
は
、
病
気
の
た
め
に
隠
居
を
申
し
出
、
再
び
醍
醐
寺
住
職
常
寂
が
円
福
寺
を
兼
帯
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
五
八
紙
は
、
円
福
寺
を
醍
醐
寺
弟
子
黙
淨
房
に
附
属
す
る
願
い
で
あ
る
。
こ
の
黙
淨
房
は
天
保
六
年
三
月
の
伝
法
灌
頂
（
安
祥
寺
流
伝
法
許
可
）
受
者
と
し
て
記
録
さ
れ
た
「
国
伝
山
資
唯
仁
黙
淨
房
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
保
十
四
年
十
月
に
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
で
は
資
助
師
と
し
て
記
録
さ
れ
て
（
注
16
）
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
円
福
寺
住
職
の
交
替
は
複
雑
で
あ
る
が
、
本
書
は
、『
勝
浦
郡
志
』
に
は
記
録
さ
れ
な
い
大
本
房
継
旻
、
黙
淨
房
唯
仁
、
そ
し
て
円
福
寺
を
兼
帯
し
て
い
た
醍
醐
寺
住
職
、
皎
堂
房
常
寂
の
存
在
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
西
須
賀
村
の
正
福
寺
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
正
福
寺
の
住
職
は
、「
徳
島
市
勝
占
町
半
谷
真
言
宗
天
霊
山
正
福
寺
累
世
統
」（
以
下
「
累
世
統
」
と
呼
ぶ
）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
（
注
17
）
あ
る
。
十
四
世
阿
闍
梨
長
測（
在
住
二
十
五
年
、
福
蔵
寺
長
道
上
人
資
、
天
保
三
年
九
月
二
日
寂
）
十
五
世
阿
闍
梨
隆
禪
（
福
藏
寺
隆
道
上
人
資
、
弘
化
年
中
に
正
福
寺
を
中
山
か
ら
半
谷
へ
遷
す
。
嘉
永
四
年
九
月
十
日
寂
）
本
書
に
記
録
さ
れ
た
正
福
寺
の
住
職
交
替
に
関
す
る
文
書
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
天
保
三
年
住
職
病
死
。
小
松
島
浦
真
福
寺
智
良
房
に
附
属
（
第
二
五
紙
）。
天
保
六
年
住
職
病
気
で
隠
居
、
小
松
島
浦
薬
師
寺
に
附
属
（
第
五
〇
紙
）。
原 卓 志
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天
保
八
年
薬
師
寺
兼
帯
か
ら
、
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
了
瑞
房
に
附
属
（
第
六
三
紙
）。
天
保
十
四
年
住
職
病
気
で
隠
居
、佐
古
福
蔵
寺
先
住
弟
子
宜
運
房
に
附
属（
第
九
四
紙
）。
こ
れ
を
「
累
世
統
」
に
記
録
さ
れ
た
住
職
に
当
て
は
め
る
と
、
第
二
五
紙
に
記
録
さ
れ
る
正
福
寺
住
職
の
病
死
は
、
十
四
世
阿
闍
梨
長
測
の
示
寂
に
当
た
る
。
ま
た
、
第
九
四
紙
に
記
録
さ
れ
る
佐
古
福
蔵
寺
先
住
弟
子
宜
運
房
は
、
十
五
世
阿
闍
梨
隆
禪
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
た
場
合
、「
累
世
統
」
に
記
録
さ
れ
な
い
、
小
松
島
浦
真
福
寺
智
良
房
、
小
松
島
浦
薬
師
寺
、
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
了
瑞
房
の
三
人
の
住
職
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
ず
、
第
二
五
紙
の
小
松
島
浦
真
福
寺
智
良
房
は
霊
信
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
正
福
寺
の
来
歴
等
を
地
蔵
寺
に
報
告
し
た
僧
が
霊
信
と
署
名
し
、
中
興
開
基
を
快
山
と
し
て
自
身
ま
で
十
二
代
と
し
て
（
注
18
）
い
る
。
ま
た
、「
累
世
統
」
に
は
、
十
四
世
阿
闍
梨
長
測
の
墓
を
遺
弟
霊
信
が
建
て
た
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
智
良
房
が
霊
信
で
あ
る
と
す
る
と
、
第
五
〇
紙
の
記
録
の
よ
う
に
、
霊
信
は
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
十
二
月
に
病
気
を
理
由
に
隠
居
を
願
い
出
、
後
住
職
を
小
松
島
浦
の
薬
師
寺
に
附
属
す
る
。
こ
の
時
の
薬
師
寺
住
職
が
覚
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
保
五
年
の
薬
師
寺
来
歴
が
覚
道
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
（
注
19
）
い
る
こ
と
、
天
保
六
年
三
月
の
伝
法
灌
頂
に
お
い
て
、「
薬
師
寺
覚
道
阿
闍
梨
」
が
資
助
師
と
し
て
記
録
さ
れ
て
（
注
20
）
い
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
正
福
寺
に
は
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
板
の
『
業
報
差
別
経
要
解
巻
上
・
中
・
下
』
三
冊
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
三
冊
の
前
表
紙
に
は
「
小
松
島
／
薬
師
寺
」
と
墨
書
が
あ
る
ほ
か
、
巻
上
・
中
の
表
紙
見
返
し
に
は
「
天
霊
山
／
正
福
寺
」
の
墨
書
が
あ
る
。
さ
ら
に
巻
下
後
表
紙
見
返
し
に
は
「
天
保
七
丙
申
正
月
廿
一
日
以
重
本
相
替
／
贈
正
福
寺
宝
庫
為
令
法
久
住
／
十
四
世
覚
道
代
」
と
墨
書
さ
れ
、
こ
の
本
が
薬
師
寺
か
ら
正
福
寺
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
重
複
本
で
あ
っ
た
（
薬
師
寺
に
二
セ
ッ
ト
あ
っ
た
）本
書
が
、な
ぜ
他
の
寺
院
で
は
な
く
正
福
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
説
明
で
き
な
か
（
注
21
）
っ
た
が
、
覚
道
が
こ
の
時
期
に
正
福
寺
を
兼
帯
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
正
福
寺
に
寄
贈
さ
れ
た
理
由
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
天
保
期
に
お
け
る
正
福
寺
住
職
の
う
ち
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
誰
で
あ
る
の
か
が
特
定
さ
れ
た
が
、
第
六
三
紙
に
記
録
さ
れ
る
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
了
瑞
房
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
未
だ
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
。
二
住
職
の
年
齢
制
限
前
節
に
掲
げ
た
、
住
職
交
替
に
お
け
る
後
住
職
の
添
状
の
中
身
を
見
る
と
、
第
一
二
四
紙
に
は
「
今
般
法
弟
義
海
房
、
今
年
三
十
才
ニ
罷
成
候
ニ
付
」、
第
一
二
五
紙
に
も
「
弟
子
律
賢
房
儀
、
今
年
三
十
才
ニ
罷
成
ニ
付
」
と
、
後
住
職
候
補
の
年
齢
に
触
れ
た
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
添
状
に
は
、
第
三
一
紙
に
「
惣
而
遺
状
之
添
簡
ニ
ハ
、
右
何
房
儀
寺
役
丈
夫
ニ
相
勤
リ
候
故
、
無
相
違
被
爲
仰
付
可
被
下
候
等
之
文
段
入
レ
來
候
得
共
、
後
住
之
仁
躰
如
何
之
僧
ニ
候
哉
存
不
申
候
故
、
右
之
通
ニ
認
遣
候
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
該
僧
を
見
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
寺
役
を
着
実
に
こ
な
せ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
檀
家
等
の
了
承
を
得
て
い
る
こ
と
を
記
す
ば
か
り
で
、
年
齢
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
年
齢
に
触
れ
た
第
一
二
四
紙
・
第
一
二
五
紙
と
も
に
、
初
め
て
住
職
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
若
い
僧
侶
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
記
録
、
た
と
え
ば
第
二
紙
で
は
「
同
院
（
真
福
寺
）
弟
子
賢
明
房
」「
當
院
（
地
蔵
寺
）
弟
子
恵
日
房
」、
第
七
紙
で
は
「
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
寛
明
房
」
へ
の
附
属
を
願
い
出
て
い
る
が
、
年
齢
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
添
状
の
記
述
内
容
の
変
化
は
、
第
一
〇
〇
紙
か
ら
第
一
〇
六
紙
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
た
、
住
職
年
齢
に
関
す
る
や
り
と
り
が
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
五
月
の
、
板
野
郡
住
吉
村
の
福
成
寺
に
お
け
る
住
職
交
替
の
一
件
が
発
端
と
な
っ
た
。
住
吉
村
福
成
寺
は
、
同
郡
徳
命
村
千
光
寺
の
住
職
が
兼
帯
し
て
い
た
が
、
寺
役
に
不
都
合
な
た
め
、
福
成
寺
を
千
光
寺
弟
子
の
智
融
に
附
属
し
た
い
と
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
智
融
の
住
職
就
任
に
は
一
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
十
二
才
と
い
う
智
融
の
年
齢
で
あ
っ
た
。
実
は
、
そ
れ
以
前
の
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
九
月
に
、
諸
寺
院
の
住
僧
に
よ
る
不
適
切
な
事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
僧
侶
の
規
律
を
引
き
締
め
る
た
め
の
通
達
が
発
布
さ
れ
た
の
で
（
注
22
）
あ
る
（
第
一
〇
五
紙
・
第
一
〇
六
紙
）。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
住
職
就
任
に
関
す
る
条
目
が
あ
っ
た
。
諸
寺
院
住
職
之
儀
、
公
儀
御
掟
之
通
、
一
宗
之
法
式
存
知
候
上
ニ
而
も
年
三
十
才
未
満
之
僧
は
、
願
出
候
共
、
不
承
届
候
事
。
但
智
徳
才
学
抽
候
僧
ハ
、
右
年
齢
ニ
不
拘
、
本
寺
結
衆

別
段
書
付
ヲ
以
願
出
候
得
は
、
品
ニ
よ
り
評
議
可
有
之
事
。
さ
ら
に
、「
兼
而
承
知
印
有
之
遺
状
之
僧
、
別
紙
御
書
付
年
齢
ニ
相
備
り
不
申
分
ハ
、
都
而
認
替
候
而
封
印
取
ニ
可
出
候
事
」
と
い
う
附
則
も
あ
（
注
23
）
っ
た
。
千
光
寺
住
職
は
、
こ
の
通
達
・
条
目
に
従
っ
て
、
智
融
が
二
十
二
才
と
い
う
若
さ
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
戒
律
堅
固
ニ
仕
、
法
用
佛
学
等
、
抽
相
勤
、
諸
事
志
厚
中
歳
已
上
之
身
持
心
得
」
で
あ
る
こ
と
、
結
衆
寺
院
の
同
意
も
得
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
福
成
寺
檀
家
か
ら
も
智
融
に
住
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
よ
う
願
い
が
出
さ
れ
、
本
寺
の
持
明
院
の
添
状
も
付
さ
れ
た
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の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
条
目
の
但
し
書
き
「
智
徳
才
学
抽
候
僧
ハ
、
右
年
齢
ニ
不
拘
、
本
寺
結
衆

別
段
書
付
ヲ
以
願
出
候
得
は
、
品
ニ
よ
り
評
議
可
有
之
事
」
に
依
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
は
容
易
に
は
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
郡
代
か
ら
こ
の
件
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
地
蔵
寺
は
、
鶴
林
寺
と
協
議
し
て
、
智
融
が
千
光
寺
等
の
申
し
出
通
り
の
人
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
認
め
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
優
秀
な
人
物
で
あ
れ
ば
、
年
齢
に
拘
わ
ら
ず
住
職
に
な
れ
る
と
な
れ
ば
、
後
進
の
励
み
に
も
な
る
と
、
千
光
寺
に
極
め
て
好
意
的
な
意
見
を
具
申
し
て
い
る
。
し
か
し
、
郡
代
所
か
ら
同
様
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
、
矢
武
村
の
荘
厳
院
の
意
見
は
厳
し
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
将
来
修
練
を
積
め
ば
、
相
応
の
僧
侶
に
成
長
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
つ
つ
も
、
今
の
智
融
は
住
職
を
務
め
る
に
は
若
輩
・
未
熟
で
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
智
融
の
人
と
な
り
と
を
直
接
に
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
地
蔵
寺
・
鶴
林
寺
は
、
直
接
に
知
っ
て
い
る
荘
厳
院
の
智
融
に
対
す
る
評
価
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
再
度
意
見
を
求
め
ら
れ
た
地
蔵
寺
・
鶴
林
寺
は
、
荘
厳
院
の
意
見
を
是
と
し
、
三
十
才
と
い
う
年
齢
制
限
を
守
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
年
齢
制
限
を
満
た
す
弟
子
僧
が
少
な
い
た
め
に
、
複
数
寺
院
を
兼
帯
す
る
住
職
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
る
弊
害
も
生
じ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
述
べ
て
、
年
齢
二
十
才
以
上
で
、
修
行
や
寺
役
に
精
を
出
し
、
将
来
相
応
の
僧
侶
と
な
る
見
込
み
の
あ
る
者
に
は
、
住
職
を
認
め
て
ほ
し
い
と
意
見
し
て
い
る
。
鶴
林
寺
住
職
と
協
議
し
て
の
意
見
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
宥
義
は
、
自
分
が
段
関
村
の
真
福
寺
住
職
に
な
っ
た
時
の
年
齢
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。鶴
林
寺
・
地
蔵
寺
の
意
見
は
、様
々
な
問
題
を
抱
え
た
現
状
を
見
据
え
て
、
取
り
得
る
最
善
の
方
法
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
に
よ
っ
て
、
住
職
の
年
齢
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
第
一
二
四
紙
、
第
一
二
五
紙
の
年
齢
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
後
も
か
か
る
年
齢
制
限
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
三
寺
院
周
辺
で
起
き
た
事
件
本
書
に
は
、
寺
院
周
辺
で
起
き
た
様
々
な
事
件
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
た
興
味
深
い
文
書
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
〈
大
塩
平
八
郎
の
乱
〉
第
六
二
紙
に
記
録
さ
れ
る
の
は
、
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
二
月
十
九
日
に
起
き
た
大
塩
平
八
郎
の
乱
に
関
す
る
触
書
で
、
首
謀
者
の
大
塩
平
八
郎
、
そ
の
養
子
で
あ
る
大
塩
格
之
助
、
門
弟
の
庄
司
儀
左
衛
門
が
僧
形
と
な
っ
て
逃
走
中
で
あ
る
と
い
う
手
配
書
で
あ
る
。
遠
く
大
坂
で
起
き
た
事
件
で
は
あ
る
が
、
事
件
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
首
謀
者
を
捕
ら
え
る
た
め
に
広
域
に
手
配
さ
れ
、
徳
島
で
も
、
大
坂
町
奉
行
の
通
達
に
応
じ
て
首
謀
者
の
探
索
が
命
じ
ら
れ
た
と
（
注
24
）
い
う
。
本
書
は
、
徳
島
に
お
け
る
大
塩
一
派
の
探
索
の
様
子
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
〈
天
保
の
飢
饉
〉
右
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
は
、
幕
政
・
町
政
へ
の
怒
り
・
批
判
が
、
そ
の
蜂
起
の
背
景
に
あ
る
が
、
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
か
ら
同
七
（
一
八
三
六
）
年
ま
で
続
い
た
天
保
の
大
飢
饉
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
の
時
、
徳
島
で
も
不
作
が
続
い
た
よ
う
で
あ
り
、
天
保
七
年
四
月
に
は
藩
内
の
真
言
宗
寺
院
に
対
し
、
武
運
長
久
・
五
穀
豊
熟
の
た
め
の
祈
祷
（
五
大
虚
空
蔵
法
）
を
行
う
よ
う
に
通
達
さ
れ
て
い
る
（
第
五
五
紙
）。
こ
れ
を
受
け
て
、
地
蔵
寺
結
衆
寺
院
は
、
地
蔵
寺
に
て
五
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
五
大
虚
空
蔵
法
五
十
万
遍
の
修
行
を
計
画
し
、
周
辺
の
村
役
人
に
参
詣
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
（
第
五
六
紙
）。
ま
た
、
そ
の
祈
祷
に
使
用
さ
れ
た
札
の
書
き
様
、
行
わ
れ
た
修
法
・
真
言
の
種
類
と
遍
数
を
記
し
た
巻
数
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
（
第
五
七
紙
）。
五
穀
豊
熟
の
祈
祷
は
、
翌
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
に
も
行
う
よ
う
通
達
が
出
さ
れ
（
第
六
一
紙
）、
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
日
間
の
祈
祷
が
行
わ
れ
た
（
第
六
二
紙
）。
〈
捨
て
子
事
件
〉
こ
の
よ
う
な
不
作
続
き
の
時
代
で
、
庶
民
の
生
活
も
困
窮
し
て
い
た
か
（
注
25
）
ら
か
、
天
保
八
年
三
月
二
十
二
日
に
は
、
地
蔵
寺
寺
家
の
般
若
寺
境
内
に
五
才
程
度
の
女
児
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
（
第
六
五
紙
）。
こ
の
頃
、
捨
子
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
郡
代
所
へ
届
け
出
る
と
と
も
に
、
処
置
が
決
ま
る
ま
で
は
拾
っ
た
者
が
養
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
般
若
寺
で
は
、
と
り
あ
え
ず
女
児
を
隣
家
に
預
け
置
き
、
二
十
四
日
付
け
で
郡
代
所
に
届
け
出
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
地
蔵
寺
住
職
で
あ
る
宥
義
は
法
用
で
、
長
州
の
豊
浦
山
神
上
寺
に
出
か
け
て
お
り
、
留
主
で
あ
っ
た
（
第
六
四
紙
）。
し
た
が
っ
て
、
留
守
を
受
け
持
っ
て
い
た
観
音
寺
住
職
と
般
若
寺
住
職
が
、
第
六
五
紙
に
あ
る
処
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
長
州
に
向
か
っ
て
い
た
宥
義
は
、
途
中
丸
亀
で
体
調
を
崩
し
て
（
風
邪
と
い
う
）、
引
き
返
し
、
二
十
七
日
に
は
小
松
島
近
く
の
旅
宿
に
帰
り
着
い
た
（
第
六
五
紙
）。
こ
う
し
て
、
地
蔵
寺
に
帰
着
し
た
宥
義
を
待
っ
て
い
た
の
が
、
こ
の
捨
子
事
件
で
あ
っ
た
。
今
は
隣
家
に
預
け
て
養
育
を
頼
ん
で
は
い
る
が
、
い
つ
ま
で
も
隣
家
の
好
意
に
甘
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
養
育
す
る
に
は
費
用
が
か
か
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
般
若
寺
の
場
合
は
、
住
原 卓 志
―２５３―
職
一
人
が
暮
ら
し
か
ね
る
よ
う
な
貧
乏
寺
院
で
あ
り
、
養
育
の
た
め
の
費
用
を
隣
家
に
渡
す
力
も
無
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
般
若
寺
に
引
き
取
っ
て
養
育
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
女
児
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
寺
内
で
養
育
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
女
児
の
処
置
に
窮
し
た
宥
義
は
、
郡
代
所
に
指
図
を
仰
ぐ
の
で
あ
っ
た
（
第
六
六
紙
）。
こ
の
文
書
か
ら
は
、
女
児
に
対
す
る
憐
愍
の
気
持
ち
と
、
般
若
寺
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
事
情
と
の
間
で
困
惑
す
る
宥
義
の
思
い
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
〈
住
職
追
放
事
件
〉
第
九
〇
紙
に
は
、
地
蔵
寺
住
職
と
し
て
の
宥
義
が
遭
遇
し
た
中
で
、
最
大
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
十
二
月
に
、
地
蔵
寺
寺
家
で
あ
る
宝
生
寺
・
観
音
寺
・
般
若
寺
・
真
福
寺
の
四
ヶ
寺
の
住
職
が
追
放
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
あ
（
注
26
）
っ
た
。
宝
生
寺
住
職
は
、
平
素
か
ら
ご
禁
制
の
博
打
に
手
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
女
犯
の
罪
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
観
音
寺
以
下
の
三
ヶ
寺
の
住
職
は
平
素
か
ら
大
酒
を
飲
み
、
女
犯
の
罪
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
僧
侶
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
所
行
で
あ
り
、
極
め
て
不
届
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
果
、
宝
生
寺
住
職
は
、
勝
浦
・
名
東
・
那
賀
三
郡
、
お
よ
び
御
山
下
（
徳
島
城
下
）、
洲
本
（
淡
路
）
で
の
住
居
指
構
（
居
住
不
可
）、
観
音
寺
以
下
の
三
ヶ
寺
住
職
は
、
勝
浦
一
郡
、
お
よ
び
御
山
下
、
洲
本
で
の
住
居
指
構
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
住
職
を
失
う
こ
と
に
な
る
四
ヶ
寺
の
寺
役
に
つ
い
て
は
、
差
し
支
え
が
な
い
よ
う
に
、す
な
わ
ち
、四
ヶ
寺
の
寺
役
は
す
べ
て
地
蔵
寺
で
面
倒
を
み
よ
と
通
達
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
日
に
田
野
村
恩
山
寺
の
住
職
も
、
不
心
得
不
届
き
と
い
う
こ
と
で
、
勝
浦
一
郡
、
御
山
下
、
洲
本
の
住
居
指
構
と
な
り
、
恩
山
寺
寺
役
も
地
蔵
寺
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
末
寺
で
あ
る
中
郷
村
の
宝
蔵
寺
住
職
も
不
届
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
住
職
を
追
わ
（
注
27
）
れ
た
（
第
九
二
紙
）。
こ
れ
ら
住
職
の
所
行
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
覚
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
寺
家
六
寺
院
の
内
か
ら
四
ヶ
寺
、
そ
し
て
末
寺
一
ヶ
寺
の
住
職
を
追
放
さ
れ
た
宥
義
の
気
持
ち
は
如
何
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
無
住
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
寺
家
四
ヶ
寺
に
後
住
職
が
置
か
れ
た
の
が
何
時
な
の
か
、
本
書
に
は
明
確
な
記
録
は
見
ら
れ
な
い
が
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
二
月
に
宥
義
が
京
都
の
本
山
（
大
覚
寺
）
へ
法
用
の
た
め
に
出
か
け
る
に
際
し
て
、
留
主
を
日
開
野
村
の
円
福
寺
と
寺
家
の
般
若
寺
に
申
し
付
け
る
こ
と
を
願
い
出
た
第
九
九
紙
の
記
録
や
、
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
二
月
に
寺
家
の
宝
生
寺
が
四
国
巡
拝
に
出
か
け
る
こ
と
を
願
い
出
た
第
一
一
三
紙
の
記
録
を
も
と
に
推
測
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
宝
蔵
寺
・
恩
山
寺
に
住
職
を
置
く
こ
と
が
許
さ
れ
た
（
第
九
二
紙
・
第
九
三
紙
）
天
保
十
四
年
正
月
か
ら
二
月
頃
に
、
こ
れ
ら
寺
家
に
も
後
住
職
が
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
地
蔵
寺
盗
難
事
件
〉
第
一
二
九
紙
・
第
一
三
〇
紙
に
記
録
さ
れ
た
盗
難
事
件
は
、
宥
義
が
日
和
佐
村
の
薬
王
寺
住
職
と
な
り
、
地
蔵
寺
を
兼
帯
し
て
い
た
弘
化
四（
一
八
四
七
）年
一
月
に
起
き
た
事
件
で
あ
る
。
薬
王
寺
で
越
年
す
る
た
め
に
地
蔵
寺
を
留
主
に
し
て
い
る
内
に
盗
賊
が
侵
入
し
、
衲
衣
を
盗
ま
れ
る
と
い
う
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。被
害
の
届
け
出
と
、別
紙
の
品
書
と
の
間
で
、
盗
ま
れ
た
衲
衣
の
数
と
、
購
入
時
の
価
格
に
相
違
が
見
ら
れ
る
点
に
疑
問
が
残
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
高
価
な
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
に
地
蔵
寺
住
職
を
宥
義
の
弟
子
で
あ
る
宥
宝
に
附
属
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
（
第
一
三
一
紙
）
の
は
、
こ
の
盗
難
事
件
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
四
寺
院
の
催
し
本
書
に
は
、
地
蔵
寺
お
よ
び
そ
の
周
辺
寺
院
に
お
け
る
様
々
な
催
し
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
記
録
も
多
い
。
〈
本
尊
開
帳
〉
ま
ず
、
本
尊
の
開
帳
に
つ
い
て
許
可
を
求
め
る
文
書
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
八
紙
…
…
寺
家
般
若
寺
、
本
尊
開
帳
（
文
政
十
三
年
）。
四
六
紙
…
寺
家
観
音
寺
、
寺
内
鎮
守
開
帳
（
天
保
六
年
）。
八
一
紙
…
宮
井
村
如
意
輪
寺
本
尊
、
地
蔵
寺
本
尊
開
帳
（
天
保
十
一
年
願
、
天
保
十
二
年
開
帳
）。
八
二
紙
…
寺
家
般
若
寺
、
本
尊
開
帳
（
天
保
十
二
年
）。
一
二
二
紙
…
寺
家
観
音
寺
、
本
尊
開
帳
（
弘
化
二
年
）。
こ
の
う
ち
第
八
紙
に
願
い
出
た
般
若
寺
本
尊
開
帳
で
は
、
第
一
〇
紙
で
、
子
供
曲
持
を
興
行
し
た
い
と
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
六
紙
で
も
、
観
音
寺
内
の
鎮
守
開
帳
に
お
い
て
、
足
芸
の
者
を
呼
び
寄
せ
て
興
行
さ
せ
る
許
可
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
八
一
紙
・
第
八
二
紙
・
第
一
二
二
紙
で
は
、
こ
の
よ
う
な
興
行
の
許
可
を
求
め
て
い
な
い
。
本
書
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
興
行
は
、
人
集
め
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
尊
の
開
帳
と
は
異
な
る
が
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
十
月
に
提
出
さ
れ
た
第
七
八
紙
で
は
、
寺
家
の
阿
弥
陀
寺
の
破
壊
が
進
み
、
本
尊
を
安
置
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
再
建
の
た
め
の
寄
進
を
募
る
た
め
に
、
淡
路
座
人
形
芝
居
を
興
行
し
た
い
と
願
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い
出
て
い
る
。
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
の
第
一
一
四
紙
は
、
差
し
障
り
が
あ
っ
て
最
終
的
に
は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
寺
家
の
般
若
寺
の
破
壊
が
進
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
天
保
十
四（
一
八
四
三
）年
の
洪
水
で
居
住
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
、寄
進
を
募
る
た
め
に
、
那
賀
郡
坂
野
村
の
帛
人
形（
芝
居
）興
行
の
許
可
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寺
院
で
行
わ
れ
る
興
行
は
、
興
行
に
よ
っ
て
見
物
人
を
集
め
、
集
ま
っ
た
見
物
人
に
寄
進
を
募
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
本
尊
の
開
帳
は
、
参
詣
人
に
結
縁
を
勧
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
参
詣
人
か
ら
喜
捨
・
寄
進
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
家
般
若
寺
・
観
音
寺
で
は
、
そ
の
開
帳
に
合
わ
せ
て
興
行
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
は
、
般
若
寺
・
観
音
寺
の
よ
う
な
寺
家
は
、
擁
す
る
檀
家
の
数
が
少
な
く
、
本
尊
開
帳
だ
け
で
は
、
満
足
で
き
る
よ
う
な
数
の
参
詣
人
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
参
詣
人
が
少
な
い
と
、
所
期
の
寄
進
を
募
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
あ
る
。
第
一
〇
紙
、
第
四
六
紙
で
、
そ
れ
ぞ
れ
興
行
目
的
を
「
右
爲
賑
」「
爲
右
賑
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
興
行
を
求
め
な
い
第
七
九
紙
の
本
尊
開
帳
は
、
地
蔵
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
た
如
意
輪
寺
の
本
尊
と
地
蔵
寺
の
本
尊
を
合
わ
せ
て
、
地
蔵
寺
に
て
開
帳
す
る
と
い
う
願
い
で
あ
り
、
第
八
二
紙
で
は
、
如
意
輪
寺
本
尊
と
寺
家
般
若
寺
本
尊
の
同
時
開
帳
を
願
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
二
二
紙
で
は
、
地
蔵
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
観
音
菩
薩
（
こ
れ
も
如
意
輪
寺
の
本
尊
を
預
か
っ
て
い
た
も
の
か
）
と
、
寺
家
観
音
寺
本
尊
を
同
時
開
帳
す
る
許
可
を
求
め
る
。
つ
ま
り
、
興
行
を
伴
わ
な
い
開
帳
は
、
本
寺
地
蔵
寺
で
行
わ
れ
る
開
帳
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
寺
家
本
尊
の
同
時
開
帳
と
な
っ
て
い
る
。
本
寺
で
あ
る
地
蔵
寺
は
多
く
の
檀
家
を
擁
し
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
経
済
的
な
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
芝
居
見
物
の
人
々
を
集
め
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
檀
家
数
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
参
詣
人
の
数
も
多
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
八
二
紙
・
第
一
二
二
紙
の
同
時
開
帳
は
、
寺
家
般
若
寺
・
観
音
寺
が
地
蔵
寺
に
近
接
し
た
場
所
に
あ
（
注
28
）
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
蔵
寺
に
集
ま
っ
た
参
詣
人
を
自
院
へ
と
引
き
込
も
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
〈
法
会
・
追
善
供
養
等
〉
真
言
宗
寺
院
が
営
む
、
修
正
会
・
節
分
会
・
常
楽
会
・
仏
生
会
な
ど
と
い
っ
た
年
中
行
事
に
つ
い
て
、
本
書
に
は
記
録
さ
れ
な
い
。
年
中
行
事
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
郡
代
所
ヘ
の
願
い
出
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
第
三
九
紙
に
、
五
日
三
時
の
大
法
会
の
記
録
が
あ
る
。
大
法
会
が
多
く
の
参
詣
人
を
集
め
て
盛
大
に
、
か
つ
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
で
あ
る
が
、
本
記
録
の
内
容
は
、
五
日
三
時
の
大
法
会
開
催
許
可
を
求
め
た
も
の
で
は
な
く
、大
法
会
の
最
中
に
悪
口
・
乱
暴
す
る
者
が
お
り
、極
め
て
迷
惑
し
て
い
る
た
め
、
取
り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
も
毎
年
、
法
会
の
場
で
悪
口
を
吐
い
た
り
、
土
足
の
ま
ま
で
上
が
り
込
ん
だ
り
す
る
不
心
得
者
が
あ
っ
た
が
、
静
め
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
者
に
喧
嘩
を
仕
掛
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
心
外
で
は
あ
る
が
我
慢
し
て
い
た
。
そ
ん
な
僧
家
の
柔
弱
に
つ
け
込
ん
で
、
ま
す
ま
す
法
会
を
軽
ん
ず
る
者
が
増
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
昨
晩
は
、
静
か
に
聴
聞
す
る
よ
う
に
言
い
聞
か
せ
た
世
話
人
を
、
ひ
ど
く
打
擲
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。地
蔵
寺
と
し
て
も
、こ
の
ま
ま
放
置
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
訴
え
出
た
の
で
あ
る
。
静
粛
に
聴
聞
し
よ
う
と
す
る
参
詣
人
と
、
法
会
を
軽
ん
じ
て
僧
侶
に
悪
口
を
浴
び
せ
、
乱
暴
狼
藉
を
働
く
無
軌
道
な
若
者
の
存
在
。
で
き
る
だ
け
穏
便
に
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
僧
家
と
、
そ
の
態
度
に
つ
け
上
が
っ
て
、
ま
す
ま
す
無
軌
道
ぶ
り
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
若
者
た
ち
。
つ
い
に
、
暴
力
沙
汰
が
起
こ
っ
て
け
が
人
が
出
る
始
末
。
事
こ
こ
に
至
っ
て
、
郡
代
所
へ
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
顛
末
は
、
現
代
で
も
そ
の
ま
ま
起
き
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
静
か
に
聴
聞
し
よ
う
と
法
会
に
参
詣
し
て
い
た
人
々
の
、
迷
惑
そ
う
な
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
、
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。
檀
家
の
葬
式
や
、
回
忌
供
養
等
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
な
寺
院
の
役
目
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
年
中
行
事
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
を
執
り
行
う
こ
と
を
一
々
届
け
出
る
必
要
は
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
第
七
四
紙
、
第
七
六
紙
に
記
録
さ
れ
た
追
善
供
養
の
た
め
の
流
水
灌
頂
執
行
願
い
は
注
目
さ
れ
る
。
第
七
四
紙
は
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
八
月
に
寺
家
宝
生
寺
の
檀
那
で
あ
る
播
磨
屋
弥
兵
衛
が
、
追
善
供
養
の
た
め
に
流
水
灌
頂
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
第
七
六
紙
は
、
翌
天
保
十
一
年
八
月
に
、
地
蔵
寺
檀
家
の
井
上
甚
右
衛
門
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
、
播
磨
屋
弥
兵
衛
・
井
上
甚
右
衛
門
は
、
藍
取
引
で
財
を
な
し
た
小
松
島
浦
屈
指
の
豪
商
で
あ
（
注
29
）
っ
た
。
流
水
灌
頂
は
、
流
水
の
上
に
卒
塔
婆
を
建
て
、
そ
こ
に
旛
を
作
っ
て
懸
け
、
読
経
・
修
法
を
行
う
も
の
で
、
読
経
・
修
法
が
終
わ
っ
て
、
旛
を
流
水
に
流
す
と
い
う
、
か
な
り
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
七
四
紙
で
は
、川
筋
に
小
屋
掛
け
し
て
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、そ
れ
に
つ
い
て
は
鳥
見
役
・
浦
方
の
許
可
を
得
る
な
ど
の
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
流
水
灌
頂
を
執
り
行
う
た
め
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
播
磨
屋
弥
兵
衛
・
井
上
甚
右
衛
門
の
よ
う
な
豪
商
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
わ
ず
か
二
紙
に
記
録
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
当
時
の
豪
商
と
、
地
蔵
寺
・
宝
生
寺
と
の
関
原 卓 志
―２５５―
係
を
窺
わ
せ
る
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
本
書
を
読
解
し
つ
つ
気
づ
い
た
点
、
興
味
を
引
か
れ
た
記
録
を
も
と
に
し
て
、
内
容
の
幾
つ
か
を
紹
介
し
、
本
書
の
有
す
る
地
域
の
歴
史
資
料
と
し
て
の
価
値
を
述
べ
て
き
た
。
本
書
は
、
宥
義
が
国
伝
山
地
蔵
寺
住
職
で
あ
っ
た
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
か
ら
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
ま
で
の
、
わ
ず
か
十
九
年
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
中
に
も
、
少
な
か
ら
ず
抜
け
落
ち
た
（
控
え
落
と
し
た
）
と
考
え
ら
れ
る
記
録
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
時
を
追
っ
て
、
丁
寧
に
記
録
さ
れ
た
本
書
は
、
す
で
に
地
蔵
寺
に
併
合
さ
れ
て
し
ま
い
、
現
存
し
な
い
地
蔵
寺
寺
家
や
、
現
存
し
つ
つ
も
、
古
い
時
代
の
資
料
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
地
蔵
寺
末
寺
の
天
保
年
間
の
有
様
を
明
ら
か
に
し
、
当
時
の
僧
侶
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
な
地
域
の
ど
の
よ
う
な
寺
院
・
僧
侶
と
交
流
し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
人
々
が
、
地
域
の
寺
院
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
を
窺
い
見
る
う
え
で
、
興
味
深
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴
重
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
周
辺
諸
資
料
と
あ
わ
せ
て
、
本
書
を
詳
細
に
読
み
込
む
こ
と
で
、
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
の
歴
史
研
究
に
い
さ
さ
か
で
も
資
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
以
下
に
本
書
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。
注
（
1
）『
阿
波
志
（
勝
浦
郡
）』（
徳
島
県
立
図
書
館
呉
郷
文
庫
）
に
「
在
小
松
島
。
采
地
二
石
八
斗
余
。
天
正
七
年
十
二
月
、
吉
成
長
久
、
高
市
正
見
連
署
、
捨
地
八
百
歩
。
元
和
二
年
十
月
、
命
山
内
松
軒
、
寺
澤
六
右
衛
門
、
爲
除
地
。
寛
永
十
七
年
九
月
、
亦
命
釋
宥
傳
如
故
。
又
有
觀
音
寺
、
阿
彌
陀
寺
、
寶
性
寺
、
眞
福
寺
、
藥
師
寺
、
般
若
寺
。
六
宇
並
隷
地
藏
寺
」
と
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
蔵
寺
を
含
め
、
寺
家
・
末
寺
に
つ
い
て
の
来
歴
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
―
解
説
と
翻
刻
本
文
―
」（
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
第
三
十
一
巻
、
平
成
二
十
八
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
右
拙
稿
の
一
七
六
頁
上
段
一
一
行
目
「
長
剛
」、
同
頁
上
段
一
四
行
目
「
長
剛
」、
一
七
八
頁
下
段
一
七
行
目
「
長
剛
」
は
、
い
ず
れ
も
「
長
測
」
の
誤
り
。
（
2
）
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
文
獻
目
錄
〔
索
引
〕』（
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
参
照
。
但
し
、
丁
数
を
一
三
一
丁
と
す
る
の
は
、
一
三
二
丁
の
誤
り
。
（
3
）
地
蔵
寺
蔵
『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
去
帳
』（
箱
外
別
置
1
）
の
第
二
十
代
宥
宝
に
関
す
る
記
述
に
は
「
日
開
野
円
福
寺
並
ニ
中
郷
寶
藏
寺
兼
務
、
亦
後
ニ
弘
化
四
年
吉
祥
寺
兼
住
、
同
年
三
月
師
命
ニ
因
テ
本
寺
ヘ
住
ス
」
と
あ
る
。
（
4
）
宥
仁
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
十
一
月
、
地
蔵
寺
住
職
宥
金
を
大
阿
闍
梨
と
し
て
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
で
安
祥
寺
流
を
受
け
た
「
国
伝
山
資
真
鏡
房
宥
仁
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る
（
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
「
国
伝
山
地
蔵
寺
に
お
け
る
「
伝
法
灌
頂
」
に
つ
い
て
」
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
第
三
十
巻
、
平
成
二
十
七
年
）
参
照
）。
そ
し
て
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
十
一
月
に
、
同
じ
く
宥
金
を
大
阿
闍
梨
と
し
て
国
伝
山
地
蔵
寺
で
開
壇
さ
れ
た
伝
法
灌
頂
で
は
、「
段
関
真
福
寺
主
宥
仁
阿
闍
梨
」
と
し
て
資
助
師
を
勤
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
文
化
九
年
の
伝
法
灌
頂
で
、
宥
義
（
十
五
才
）
は
「
板
野
郡
段
関
村
真
福
寺
資
賢
道
宥
義
」
と
し
て
、
安
祥
寺
流
の
許
可
伝
法
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
四
月
に
開
か
れ
た
伝
法
灌
頂
で
は
、
十
八
才
の
宥
義
が
資
助
師
の
一
人
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
5
）宥
義
が
段
関
村
の
真
福
寺
住
職
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。し
か
し
、
本
書
第
二
紙
に
、
地
蔵
寺
住
職
と
な
る
以
前
に
、
真
福
寺
の
住
職
を
努
め
る
と
と
も
に
、
大
代
村
（
鳴
門
市
大
津
町
大
代
）
の
勝
福
寺
を
兼
帯
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
宥
義
の
書
写
し
た
『
百
法
問
答
抄
指
瑕
』（
44
箱
2
）
の
奥
書
に
は
「
䕄
文
政
二
卯
夏
於
高
野
山
正
智
院
會
下
写
レ
之
／
撫
養
真
福
寺
資
賢
道
宥
義
廿
二
才
」、
ま
た
『
菩
提
心
論
略
記
』（
60
箱
7
）
の
奥
書
に
は
「
文
政
二
卯
九
月
二
日
於
二
高
野
山
教
覺
院
一
淵
上
人
ノ
本
写
了
／
阿
州
撫
養
真
福
寺
資
宥
義
賢
道
廿
二
歳
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
宥
義
が
購
入
し
た
『
百
法
問
答
鈔
要
解
』（
7
箱
10
（
1
））
の
墨
書
に
は
「
文
政
二
卯
夏
求
焉
／
撫
養
段
関
真
福
寺
賢
道
宥
義
」、
ま
た
『
百
法
問
答
抄
私
考
』（
7
箱
15
（
1
））
の
墨
書
に
は
「
文
政
三
辰
二
月
於
南
山
求
之
／
撫
養
段
関
真
福
寺
賢
道
宥
義
」
と
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
自
ら
を
称
す
る
の
に
「
真
福
寺
資
」
か
ら
「
真
福
寺
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
か
ら
文
政
三
年
の
頃
（
宥
義
二
十
二
才
か
ら
二
十
三
才
）
に
真
福
寺
住
職
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
国
伝
山
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
國
傳
山
寶
珠
院
地
藏
寺
文
獻
目
錄
〔
上
冊
〕』（
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
国伝山地蔵寺蔵『御触御配書諸願控』 ――解説と翻刻本文――
―２５６―
平
川
恵
実
子
編
、
平
成
二
十
五
年
）、『
同
〔
下
冊
〕』（
同
、
平
成
二
十
六
年
）、『
同
〔
索
引
〕』（
同
、
平
成
二
十
七
年
）
を
参
照
。
（
6
）
恵
日
房
、
本
名
は
常
明
。
正
興
寺
蔵
『
灌
頂
授
法
暦
名
』（
吉
田
寛
如
編
著
『
正
興
寺
』
正
興
寺
開
創
二
百
五
十
周
年
記
念
会
、
昭
和
四
十
九
年
）
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
三
月
五
日
六
日
に
菩
提
華
（
正
興
庵
八
世
）
か
ら
胎
蔵
界
受
明
灌
頂
を
受
け
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
十
一
月
十
五
日
に
は
安
祥
寺
流
の
傳
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
但
し
、
文
政
二
年
の
灌
頂
は
菩
提
華
が
病
気
と
な
っ
た
た
め
に
、
大
阿
闍
梨
を
童
学
寺
の
黙
雅
（
の
ち
正
興
庵
九
世
）
に
交
替
し
て
行
わ
れ
た
（
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』、
拙
稿
注
4
文
献
）。
（
7
）
第
二
紙
の
文
書
は
、
宥
義
自
身
が
兼
帯
す
る
寺
院
（
荘
厳
院
末
寺
）
の
後
住
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
寺
住
職
と
し
て
の
仕
事
で
は
な
い
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
願
い
出
に
つ
い
て
は
、
真
福
寺
・
勝
福
寺
の
本
寺
で
あ
る
板
野
郡
矢
武
村
の
荘
厳
院
地
蔵
寺
か
ら
の
添
状
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
8
）『
勝
浦
郡
志
』
勝
浦
郡
教
育
委
員
会
編
、
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
七
年
再
版
。
（
9
）
拙
稿
注
1
文
献
参
照
。
な
お
、『
勝
浦
郡
志
』
で
は
大
瓊
を
第
十
一
代
と
す
る
が
、『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
の
福
成
寺
の
項
で
は
、
中
興
の
宥
清
か
ら
大
瓊
ま
で
を
十
三
代
と
し
て
い
る
。
（
10
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
注
4
文
献
）
参
照
。
（
11
）
正
興
寺
蔵
『
灌
頂
授
法
暦
名
』（
吉
田
寛
如
編
著
『
正
興
寺
』
正
興
寺
開
創
二
百
五
十
周
年
記
念
会
、
昭
和
四
十
九
年
）
参
照
。
（
12
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
注
4
文
献
）
参
照
。
（
13
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
注
4
文
献
）
参
照
。
（
14
）
拙
稿
注
1
文
献
参
照
。
（
15
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
注
4
文
献
）
参
照
。
（
16
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
注
4
文
献
）
参
照
。
（
17
）「
徳
島
市
勝
占
町
半
谷
真
言
宗
天
霊
山
正
福
寺
累
世
統
」
は
、
久
次
米
英
夫
氏
の
調
査
に
よ
る
未
発
表
資
料
。
拙
稿
「
正
福
寺
蔵
『
法
華
會
義
』
角
筆
点
に
つ
い
て
」（
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
第
十
四
巻
、
平
成
十
一
年
）
参
照
。
（
18
）
拙
稿
注
1
文
献
参
照
。
（
19
）
拙
稿
注
1
文
献
参
照
。
（
20
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
傳
法
灌
頂
道
場
清
軌
』（
拙
稿
注
4
文
献
）
参
照
。
（
21
）
拙
稿
注
17
文
献
参
照
。
な
お
、
国
伝
山
地
蔵
寺
に
は
、
表
紙
に
「
小
松
嶌
／
薬
師
寺
」
と
墨
書
さ
れ
た
『
業
報
差
別
経
要
解
巻
上
・
中
・
下
』
三
冊
が
現
蔵
さ
れ
て
い
る
（
1
箱
17
）。
こ
れ
は
、
当
時
の
薬
師
寺
が
所
蔵
し
て
い
た
二
セ
ッ
ト
の
『
業
報
差
別
経
要
解
』
の
う
ち
の
一
セ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
22
）
こ
の
通
達
は
、「
名
東
郡
後
藤
種
太
郎
氏
書
蔵
御
触
状
之
写
中
抄
出
」
と
し
て
『
御
大
典
記
念
阿
波
藩
民
政
資
料
（
上
巻
）』（
德
島
県
、
大
正
五
年
）
に
も
収
載
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
本
書
と
は
若
干
の
字
句
の
相
違
が
あ
る
。
（
23
）
末
寺
の
住
職
交
替
に
対
す
る
添
状
以
外
で
は
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
の
第
八
三
紙
・
第
八
四
紙
に
お
い
て
、
円
福
寺
・
正
福
寺
の
遺
状
に
證
印
を
求
め
よ
う
と
す
る
添
状
に
、
後
住
職
に
指
名
さ
れ
た
僧
侶
の
仁
体
・
年
齢
に
問
題
は
な
い
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
第
九
二
紙
・
第
九
三
紙
で
は
、
住
職
が
追
放
さ
れ
無
住
と
な
っ
て
い
た
宝
蔵
寺
・
恩
山
寺
、
お
よ
び
金
龍
寺
の
後
住
職
を
選
ん
で
推
薦
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
該
僧
の
年
齢
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
こ
れ
ら
の
年
齢
記
述
は
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
の
通
達
条
目
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
九
二
紙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宝
蔵
寺
後
住
職
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
唯
仁
（
黙
浄
房
）
の
年
齢
は
二
十
七
・
八
才
と
い
う
こ
と
で
、
年
齢
不
足
で
あ
る
。
た
だ
し
、
唯
仁
は
、
す
で
に
天
保
七
年
に
は
円
福
寺
の
住
職
と
な
っ
て
お
り
（
第
五
八
紙
）、
宝
蔵
寺
住
職
を
兼
帯
す
る
の
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
九
三
紙
に
は
、
金
龍
寺
後
住
職
と
し
て
推
薦
す
る
恩
山
寺
弟
子
観
正
が
、
年
齢
不
足
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
正
を
内
住
職
と
し
、
表
向
き
に
は
如
意
輪
寺
住
職
の
兼
帯
と
す
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
天
保
十
四
年
の
第
九
四
紙
で
、
正
福
寺
後
住
職
宜
運
房
に
つ
い
て
仁
体
・
年
齢
記
述
が
な
い
の
は
、
第
八
四
紙
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
正
福
寺
遺
状
に
指
名
さ
れ
た
後
住
職
（
宜
運
房
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
、
仁
体
・
年
齢
と
も
に
問
題
な
し
と
し
た
こ
と
か
ら
、
第
九
四
紙
で
は
省
略
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
（
24
）
中
瀬
寿
一
・
村
上
義
光
編
著
『
民
衆
史
料
が
語
る
大
塩
事
件
』（
晃
洋
書
房
、
平
成
二
年
）
参
照
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、
第
六
二
紙
に
記
録
さ
れ
る
通
達
の
出
さ
れ
た
三
月
一
日
に
は
、
門
弟
の
庄
司
儀
左
衛
門
は
奈
良
奉
行
所
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
一
三
〇
頁
）。
（
25
）
天
保
の
飢
饉
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
捨
子
が
増
え
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
未
調
査
に
て
断
言
で
き
な
い
。
す
で
に
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
に
捨
子
制
禁
御
触
が
出
さ
れ
（『
御
大
典
記
念
阿
波
藩
民
政
資
料
（
上
巻
）』
七
五
〇
頁
）、
後
の
嘉
永
二
（
一
八
原 卓 志
―２５７―
四
九
）
年
、
同
五
年
に
も
捨
子
に
関
す
る
触
が
出
さ
れ
て
い
る
（
小
松
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
小
松
島
市
史
（
上
巻
）』
徳
島
県
小
松
島
市
役
所
、
昭
和
四
十
九
年
、
二
六
四
頁
）
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
多
発
し
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
26
）
本
紙
の
年
記
に
は
問
題
が
あ
る
。
四
ヶ
寺
の
追
放
を
通
達
す
る
文
書
（
第
九
〇
紙
）
に
は
「
十
二
月
廿
五
日
」
と
あ
り
、
そ
の
右
傍
に
「
天
保
十
三
丑
と
し
」
と
墨
書
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
天
保
十
三
年
は
寅
年
で
あ
っ
て
、
こ
の
墨
書
と
は
合
わ
な
い
。
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
第
八
八
紙
の
「
天
保
十
二
丑
」
か
ら
の
文
書
配
列
か
ら
す
る
と
、
「
天
保
十
二
年
丑
と
し
」
と
あ
る
べ
き
か
。
ま
た
、
第
一
〇
七
紙
に
は
、
天
保
十
三
年
春
に
中
郷
村
檀
家
十
四
軒
が
、
檀
那
寺
で
あ
る
般
若
寺
を
断
り
、
宝
蔵
寺
の
檀
家
に
移
り
た
い
と
い
う
願
い
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
書
に
「
宝
蔵
寺
・
般
若
寺
共
、
旧
冬

無
住
中
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
保
十
二
年
冬
か
ら
住
職
が
追
放
さ
れ
て
、
無
住
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
紙
に
は
「
法
生
寺
」
と
あ
る
が
、
他
は
「
宝
生
寺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
宝
生
寺
」
と
し
て
扱
う
。
（
27
）
第
九
二
紙
の
年
記
も
問
題
が
あ
る
。
注
26
に
触
れ
た
よ
う
に
第
一
〇
七
紙
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、天
保
十
二
年
冬
に
は
宝
蔵
寺
も
無
住
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、
天
保
十
二
年
冬
か
ら
無
住
で
あ
っ
た
宝
蔵
寺
に
つ
い
て
、
天
保
十
四
年
一
月
に
な
っ
て
住
職
を
置
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
（
28
）
地
蔵
寺
と
般
若
寺
な
ど
の
寺
家
と
の
位
置
関
係
は
、『
小
松
島
市
史
（
上
巻
）』（
三
二
六
頁
）
所
収
の
「
小
松
島
浦
町
方
絵
図
」
参
照
。
（
29
）『
小
松
島
市
史
（
上
巻
）』
三
三
一
頁
〜
三
四
四
頁
参
照
。
【
附
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
国
伝
山
地
蔵
寺
名
誉
住
職
服
部
文
昭
様
、
住
職
服
部
宏
昭
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
閲
覧
と
、
翻
刻
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
地
蔵
寺
の
皆
様
に
は
長
期
に
わ
た
る
調
査
期
間
を
通
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
配
慮
を
忝
く
し
た
。
さ
ら
に
、
小
野
由
美
子
先
生
に
は
、
懇
切
な
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
筆
者
の
浅
学
、
不
注
意
故
に
誤
り
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
大
方
の
ご
批
正
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
翻
刻
本
文
翻
刻
凡
例
本
書
『
御
触
御
配
書
諸
願
控
』
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
、
原
本
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
翻
刻
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
読
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
ほ
か
、
以
下
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
。
一
、
表
紙
、
お
よ
び
各
紙
の
境
目
を
点
線
で
示
し
、【
】
内
に
紙
数
を
示
し
た
。
一
、
行
ど
り
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
原
本
の
改
行
部
分
に
は
／
を
付
け
て
追
い
込
み
形
式
で
翻
刻
し
た
が
、
宛
名
・
差
出
人
・
日
付
な
ど
は
、
字
配
り
・
行
取
り
を
改
変
す
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
原
本
の
割
書
き
は
、
割
書
部
分
を
〈
〉
で
包
み
、
本
行
に
組
み
入
れ
た
。
こ
の
場
合
、
割
書
内
の
改
行
に
つ
い
て
も
／
で
示
し
た
。
一
、
小
字
で
書
か
れ
た
文
字
は
小
字
で
翻
刻
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
が
、
記
録
者
に
よ
る
注
意
書
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
字
で
翻
刻
し
た
。
ま
た
、「
候
」
に
つ
い
て
は
文
字
の
大
き
さ
に
拘
わ
ら
ず
、
大
字
で
翻
刻
し
た
。
一
、
助
詞
「
も
」「
て
」「
と
」
を
表
記
し
た
「
茂
」「
而
」「
与
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
漢
字
で
翻
刻
し
た
が
、
助
詞
「
は
」
を
表
記
し
た
「
者
」
の
草
体
字
は
、
平
仮
名
「
は
」
と
翻
刻
し
た
。
一
、
補
入
符
を
付
す
な
ど
し
て
、
行
間
に
墨
書
さ
れ
る
文
字
は
、
本
行
の
補
入
符
の
位
置
に
翻
刻
し
、
翻
刻
注
を
加
え
た
。
誤
字
を
見
消
ち
す
る
場
合
に
は
、
見
消
ち
さ
れ
た
文
字
を
本
行
に
は
翻
刻
せ
ず
、
翻
刻
注
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。
但
し
、「
判
」
な
ど
一
行
に
一
文
字
だ
け
記
さ
れ
て
、
そ
れ
を
見
消
ち
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
文
字
を「
」で
括
り
、
翻
刻
注
に
見
消
ち
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た
。
一
、
誤
字
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
付
し
た
。
一
、
虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
、
残
画
等
に
よ
っ
て
推
読
で
き
る
場
合
に
は
、
推
読
し
た
文
字
を
□
で
包
ん
で
示
し
た
。
推
読
す
る
も
な
お
疑
問
の
あ
る
場
合
に
は
、
推
読
し
た
文
字
の
右
傍
に
（
？
）
を
付
し
た
。
一
、
く
ず
し
の
問
題
で
、
判
読
し
が
た
い
文
字
は
、
□
と
し
た
上
で
右
傍
に
（
？
）
を
付
し
た
。
国伝山地蔵寺蔵『御触御配書諸願控』 ――解説と翻刻本文――
―２５８―
文
政
十
二
丑
六
月
改
小
松
島
浦
地
蔵
寺
如
是
付
書
札
ニ
押
て
願
書
之
中
ヘ
入
置
＊
2墨
印
【
表
紙
】文
政
十
二
丑
六
月
ヨ
リ
弘
化
四
未
三
月
迄
御
觸
御
配
書
諸
願
控
但
集
議
觸
ハ
別
帳
有
之
現
住
宥
義
代
中
＊
1（
墨
印
）（
墨
印
）
【
第
一
紙
】
已
下
宥
義
代
筆
記
覚
一
愚
院
義
、
従
地
盤
用
來
候
印
形
、
相
損
ニ
付
／
今
般
相
改
、
則
印
鑑
相
認
、
右
之
段
／
御
届
＊
1申
上
候
。
以
上
。
勝
浦
郡
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
文
政
十
二
丑
六
月
太
田
章
三
郎
殿
【
第
二
紙
】
奉
願
覚
一
拙
僧
義
、
去
三
月
板
野
郡
段
關
村
真
福
寺

／
當
院
ヘ
移
轉
被
仰
附
、
真
福
寺
并
同
郡
大
代
村
／
勝
福
寺
弐
ヶ
院
共
兼
帯
ニ
相
勤
罷
在
候
處
、
遠
／
路
ニ
而
諸
寺
役
、
指
支
候
ニ
付
、
真
福
寺
義
ハ
、
同
院
弟
子
／
賢
明
房
ヘ
附
屬
仕
度
、
勝
福
寺
義
ハ
、
當
院
弟
子
／
惠
日
房
ヘ
附
屬
仕
度
、
奉
存
候
間
、
何
卒
御
聞
届
／
之
上
、
無
相
違
被
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
以
上
。
勝
浦
郡
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
文
政
十
二
丑
六
月
太
田
章
三
郎
殿
【
第
三
紙
】
其
院
弟
子
惠
日
房
義
、
御
用
候
条
、
明
後
／
六
日
四
ツ
時
召
連
、
御
郡
代
所
ヘ
可
被
罷
出
候
。
以
上
。
太
田
章
三
郎
七
文
政
十
二
月
四
日小
松
島地
蔵
寺
那
賀
郡
八
幡
村
和
光
寺
、
致
病
死
後
住
之
儀
／
其
院
寺
下
、
般
若
寺
諦
運
房
ヘ
附
屬
仕
度
旨
、
／
遺
状
有
之
候
。
右
僧
ヘ
後
住
申
付
候
而
も
指
支
／
無
之
候
得
は
、
明
後
十
一
日
四
ツ
時
比
、
諦
運
召
連
可
被
／
罷
出
候
。
以
上
。
太
田
章
三
郎
八
文
政
十
二
月
九
日小
松
島
浦
地
蔵
寺
【
第
四
紙
】
覚
横
切
之
扣
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
那
賀
郡
／
八
幡
村
和
光
寺
遺
状
ニ
付
、
明
十
一
日
／
召
連
可
罷
出
候
様
、
御
配
被
仰
附
候
所
、
／
右
般
若
寺
義
、
先
日
以
来
病
氣
ニ
罷
在
／
歩
行
難
相
調
候
故
、
此
段
、
以
書
附
／
御
案
内
申
上
候
。
尚
快
氣
次
第
、
早
速
／
御
届
可
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1「
判
」
八
文
政
十
二
丑
月
十
日
原 卓 志
―２５９―
太
田
章
三
郎
様
【
第
五
紙
】
覚
横
切
之
扣
一
中
津
峯
＊
1如
意
輪
寺
本
堂
及
破
壊
修
覆
仕
／
ニ
付
、
今
般
御
願
申
上
。
右
本
尊
、
當
時
／
普
請
成
就
之
間
、
愚
院
伽
藍
之
内
ニ
／
安
置
仕
度
旨
、
頼
出
候
。
尤
、
結
縁
利
益
／
廣
大
之
儀
ニ
御
座
候
得
ハ
、
早
速
及
承
／
諾
候
故
、
此
段
以
横
切
御
届
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
寅
文
政
十
三
三
月
横
切
之
當
テ
ハ
、
様
當
ニ
御
座
候
得
共
、
近
／
來
當
不
書
を
善
と
す
。
家
中
／
壱
統
又

尓
な
り
。
【
第
六
紙
】
扣
書
之
覚
一
文
政
十
二
丑
極
月
十
六
日
、
＊
1太
守
様
、
少
将
ヘ
御
昇
進
被
爲
遊
／
候
ニ
付
、
御
役
所

与
頭
手
元
ヘ
御
配
リ
有
之
。
与
頭

當
寺
代
僧
／
罷
出
候
様
申
來
申
渡
候
事
、
國
中
郡
之
壱
郡
之
内
ニ
弐
三
ヶ
院
／
程
宛
、
御
役
所
歟
、
又
ハ
御
宅
迄
歟
、
恐
悦
ニ
可
罷
出
旨
、
國
中
ヘ
申
渡
候
。
／
當
郡
之
内
、
靏
林
寺
・
當
寺
ハ
別
段
之
寺
院
故
、
此
度
右
恐
悦
ニ
／
可
罷
出
様
申
渡
ニ
付
、
寅
正
月
下
旬
、
御
宅
迄
罷
出
、
御
昇
進
之
恐
／
悦
申
述
候
所
、
御
奉
行
、
無
據
御
用
ニ
相
懸
居
申
、
面
會
不
致
候
得
共
、
／
承
置
之
旨
、
以
取
次
被
答
候
。
並
献
上
物
之
儀
、
手
代
ニ
相
尋
／
候
所
、
野
口
被
申
候
ハ
、
慥
ニ
相
覚
不
申
故
、
其
旨
以
横
切
窺
候
義
、
宜
／
敷
趣
ニ
付
、
左
之
通
相
認
窺
候
所
、
＊
2敬
翁
様
御
代
ニ
御
昆
布
／
献
上
之
例
無
之
候
故
、
其
義
ニ
不
及
旨
、
被
申
渡
候
。
且
御
役
所
ニ
而
／
靏
林
寺
使
僧
ニ
逢
聞
及
候
所
、
靏
林
寺
ハ
以
使
僧
恐
悦
之
／
書
付
指
上
候
趣
。
愚
院
ハ
手
代
ニ
聞
及
、
恐
悦
之
演
舌
ニ
而
、
事
／
濟
候
故
、
強
而
書
付
指
出
ニ
不
及
事
也
。
又
院
家
直
ニ
罷
出
ニ
も
／
不
及
。
靏
林
寺
等
ハ
使
僧
ニ
而
、
事
足
候
。
但
時

之
思
食
ニ
／
候
得
共
、
先
右
之
段
、
爲
後

扣
置
者
也
。
覚
横
切
之
扣
一
太
守
様
此
度
、
御
官
位
御
昇
進
被
爲
遊
候
御
義
／
恐
悦
至
極
ニ
奉
存
候
。
右
ニ
付
、
御
昆
布
献
上
仕
度
奉
存
候
間
、
／
御
指
圖
可
被
下
候
。
以
上
。小
松
島
浦地
蔵
寺
文
政
十
三
寅
三
月
當
不
書
【
第
七
紙
】
覺
立
紙
一
當
院
末
寺
、
田
浦
村
福
成
寺
儀
、
／
多
病
ニ
而
寺
役
難
相
勤
候
故
、
後
／
職
、
佐
古
福
蔵
寺
弟
子
寛
明
房
ヘ
／
相
譲
、
隠
居
仕
度
旨
、
願
出
候
ニ
付
、
檀
／
家
壱
統
、
相
鍛
候
處
、
故
障
無
之
／
候
故
、
右
願
之
通
、
被
爲
仰
附
可
被
／
下
候
。
以
上
。
勝
浦
郡
小
松
島
浦地
藏
寺
判
寅
文
政
十
三
三
月
太
田
章
三
郎
殿
【
第
八
紙
】
覚
竪
紙
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
本
尊
、
先
達
而
新
ニ
／
堂
建
立
入
佛
仕
御
座
候
處
、
今
般
右
供
養
／
旁
爲
結
縁
、
來
廿
日

廿
九
日
迄
、
十
日
之
間
／
開
扉
仕
度
旨
、
願
出
候
間
、
何
卒
右
／
御
聞
届
被
爲
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
／
就
ハ
當
郡
江
田
村
・
當
浦
入
口
・
并
根
井
／
右
三
ヶ
所
へ
建
札
之
儀
茂
御
聞
届
／
可
被
爲
下
候
様
、
奉
願
候
。
已
上
。
勝
浦
郡
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
文
政
十
三
寅
閏
三
月
太
田
章
三
郎
殿
【
第
九
紙
】
覺
一
當
院
末
寺
、
田
浦
村
福
成
寺
儀
、
／
遺
状
相
認
、
御
印
頂
戴
仕
度
／
旨
、
願
出
候
ニ
付
、
添
書
差
上
申
候
間
、
／
御
封
印
被
仰
附
可
被
下
候
。
以
上
。
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勝
浦
郡
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
文
政
十
三
寅
閏
三
月
太
田
章
三
郎
殿
【
第
一
〇
紙
】
覺
横
切
之
覚
一
當
院
＊
1寺
家
、
般
若
寺
本
尊
開
扉
、
先
／
達
而
御
願
申
上
、
御
聞
届
之
上
、
弥
昨
廿
日

／
結
縁
仕
罷
在
候
。
然
處
、
右
爲
賑
、
明
廿
／
二
日

、
日
数
七
日
之
間
、
於
寺
内
之
側
／
子
供
＊
2曲
持
仕
度
旨
、
講
中
之
者

願
／
出
候
。
尤
、
御
法
制
ニ
相
洩
躰
之
類
ニ
而
ハ
／
無
御
座
候
間
、
御
聞
届
被
仰
附
可
被
下
候
／
様
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
文
政
十
三
寅
閏
三
月
廿
一
日
【
第
一
一
紙
】
覚
横
切
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
本（
マ
マ
）
堂
／
愛
染
明
王
、
先
達
而
御
願
申
上
／
御
聞
届
之
上
、
開
扉
仕
御
座
候
處
、
／
壱
昨
二
日
晩
、
無
障

閉
帳
仕
候
／
故
、
此
段
以
横
切
御
届
申
上
候
。
已
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
寅
四
月
四
日
【
第
一
二
紙
】
其
院
寺
下
、
般
若
寺
儀
、
先
達
而
那
賀
郡
八
幡
／
村
和
光
寺
ヘ
致
轉
住
、
般
若
寺
兼
帯
ニ
罷
在
候
所
、
／
遠
方
両
寺
之
寺
役
難
相
勤
候
ニ
付
、
和
光
寺
ヘ
ハ
後
住
／
相
居
、
般
若
寺
ヘ
帰
住
之
義
、
願
出
候
。
願
之
通
申
渡
候
而
も
／
指
支
無
之
哉
。
以
書
付
可
被
申
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
七
月
廿
九
日
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
覺
横
切
之
扣
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
那
賀
郡
八
幡
村
和
光
寺
ヘ
／
移
轉
被
仰
附
、
兼
帯
ニ
相
勤
罷
在
候
所
、
今
般
／
帰
住
被
仰
附
候
而
も
故
障
無
御
座
候
故
、
此
段
以
書
付
／
御
案
内
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
寅
八
月
二
日
高
木
真
之
助
様
【
第
一
三
紙
】
覚
＊
1
横
切
之
写
一
段
關
村
真
福
寺
義
、
去
正
月
、
高
野
／
山
ヘ
登
山
住
山
之
處
、
重
病
ニ
而
快
／
氣
無
覚
束
奉
存
候
ニ
付
、
後
職
／
勝
浦
郡
飯
谷
村
醍
醐
寺
ヘ
相
譲
、
／
隠
居
仕
度
旨
、
申
來
候
。
右
之
段
／
別
条
無
御
座
候
間
、
御
添
簡
／
御
差
遣
可
被
下
候
。
以
上
。
真
福
寺
留
守
請
持
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
寅
十
二
月
荘
厳
院
様
【
第
一
四
紙
】
來
年
頭
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
付
候
条
、
／
諸
事
去
丑
年
之
通
相
心
得
、
参
不
参
共
書
付
、
／
正
月
九
日
迄
ニ
我
等
宅
ヘ
可
被
指
出
候
。
且
出
仕
ニ
／
候
へ
は
、
十
四
日
爰
許
ヘ
罷
出
、
旅
宿
案
内
書
／
可
被
指
出
候
。
指
上
物
之
儀
、
仕
來
候
寺
院
ハ
前

／
之
通
可
被
相
心
得
候
。
将
又
不
参
之
寺
院
、
指
／
上
物
之
儀
、
相
頼
候
寺
院
名
面
書
付
ヲ
以
、
可
被
／
申
出
候
。
他
國
ヘ
参
居
候
分
ハ
、
差
上
物
ニ
不
相
及
／
候
。
尚
又
伴
僧
猶
豫
処
之
外
、
＊
1猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
／
聲
等
無
之
様
、
兼
而
可
被
申
付
置
候
。
以
上
。高木
真
之
助
十
天
保
元
寅
年
二
月
十
九
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
原 卓 志
―２６１―
尚
以
出
仕
書
付
差
出
候
後
、
病
氣
等
ニ
而
難
罷
出
不
参
／
仕
候
へ
は
、
其
段
早
速
可
被
申
出
候
。
且
又
差
上
物
仕
來
候
寺
／
院
ニ
候
へ
ハ
、
指
上
物
相
頼
候
寺
院
名
面
も
右
節
可
被
申
出
候
。
以
上
。
【
第
一
五
紙
】
覺
美
濃
紙
竪
紙
一
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
＊
1例
毎
之
通
被
仰
附
御
趣
、
奉
畏
候
。
指
／
支
無
御
座
候
故
、
参
上
可
仕
候
。
拙
僧
儀
、
／
續
目
始
而
之
儀
ニ
御
座
候
へ
ハ
、
先
格
之
通
／
一
束
壱
本
指
上
可
申
候
。
此
段
以
書
／
付
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
卯
天
保
二
年
正
月
七
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
一
六
紙
】
覚
美
濃
竪
紙
一
當
院
寺
家
、
宝
生
寺
儀
、
病
身
ニ
付
、
但
馬
／
入
湯
仕
度
旨
、
申
出
候
。
何
卒
御
聞
届
／
之
上
、
岡
崎
・
岩
屋
往
戻
リ
御
切
手
／
被
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
尤
、
下
人
廣
蔵
／
壱
人
召
連
申
候
。
以
上
。
小
松
島
浦
地
蔵
寺
卯
三
月
四
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
一
七
紙
】
覚
一
諸
寺
院
釣
鐘
之
義
、
是
迄
病
氣
立
願
／
抔
と
申
、
参
詣
之
者
共
、
心
侭
ニ
撞
候
儀
有
之
／
如
何
之
事
ニ
候
条
、
此
已
後
釣
鐘
之
義
ハ
法
用
之
／
外
、
猥
ニ
鐘
撞
、
又
ハ
慰
撞
之
義
、
屹
与
差
留
候
。
／
尤
、
晩
鐘
其
餘
法
用
等
ニ
撞
候
節
迚
も
、
火
事
／
し
ら
せ
ニ
不
相
勝
候
様
、
且
又
郷
分
ニ
お
ゐ
て
ハ
虫
／
送
り
等
、
鐘
撞
候
様
之
義
有
之
哉
ニ
相
聞
候
。
／
右
等
之
節
ハ
、
其
時
之
手
元
ヘ
申
出
置
、
相
／
用
候
様
、
右
之
趣
、
其
方
共
与
村
浦
寺
／
院
ヘ
急


可
相
觸
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
七
天
保
二
卯
年
月
四
日
【
第
一
八
紙
】
覚
美
濃
立
紙
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
就
／
法
用
、
高
野
山
ヘ
登
山
仕
度
旨
、
／
願
出
候
。
何
卒
御
聞
届
之
上
、
／
岡
崎
・
岩
屋
御
切
手
被
仰
附
／
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
卯
天
保
二
年
八
月
七
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
一
九
紙
】
徳
嶋
宗
別
御
触
之
扣
書
市
中
宗
門
相
改
候
ニ
付
、
其
院
受
判
御
用
候
条
、
／
來
ル
廿
五
日
六
日
七
日
、
右
三
日
之
内
、
四
時

八
時
迄
／
之
間
、
手
代
添
状
ヲ
以
可
罷
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
八
天
保
二
卯
月
十
六
日
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
覚
横
切
之
扣
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
當
月
七
日
／
御
許
容
之
上
、
高
野
山
ヘ
登
山
仕
候
所
／
昨
夕
帰
寺
仕
候
故
、
此
段
以
書
付
／
御
案
内
申
上
候
。
以
上
。
地
藏
寺
卯
八
月
廿
七
日
【
第
二
〇
紙
】
覺
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一
當
院
末
寺
、
飯
谷
村
醍
醐
寺
儀
、
／
先
達
而
板
野
郡
段
關
村
真
福
寺
ヘ
移
／
轉
被
仰
附
、
兼
帯
ニ
相
勤
居
申
候
所
、
／
遠
境
之
儀
故
、
寺
役
差
支
候
ニ
付
、
＊
1醍
醐
寺
儀
當
／
郡
日
開
野
村
圓
福
寺
ヘ
附
屬
仕
度
旨
、
／
申
出
候
ニ
付
、
檀
家
一
統
相
鍛
候
所
、
故
障
／
無
御
座
候
故
、
右
奉
願
候
通
、
被
爲
仰
付
／
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
天
保
二
卯
十
一
月
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
一
紙
】
覚
一
當
院
寺
家
、
薬
師
寺
儀
、
就
心
願
、
／
今
般
四
國
巡
拝
ニ
罷
越
度
旨
、
願
出
候
／
間
、
何
卒
御
聞
届
之
上
、
往
來
御
切
／
手
被
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
尤
、
／
下
人
壱
人
、
八
蔵
召
連
申
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
天
保
三
辰
二
月
七
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
二
紙
】
覺
一
拙
僧
儀
、
今
般
就
法
用
、
高
野
山
江
／
登
山
仕
度
奉
存
候
。
留
守
中
諸
寺
役
之
／
儀
は
、
寺
家
般
若
寺
・
真
福
寺
両
院
江
／
申
付
置
候
間
、
何
卒
御
聞
届
之
上
、
岡
／
崎
・
岩
屋
渡
海
御
切
手
被
仰
付
／
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
尤
、
下
人
三
人
、
喜
兵
衛
・
助
三
郞
・
惣
吉
召
連
申
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
判
天
保
三
辰
三
月
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
三
紙
】
覚
横
切
一
拙
僧
義
、
去
三
月
御
許
容
之
上
、
高
野
山
ヘ
登
／
山
仕
候
所
、
昨
夕
帰
院
仕
候
間
、
此
段
以
書
付
／
御
届
申
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
辰
五
月
廿
四
日
覺
〈
美
濃
紙
竪
紙
添
簡
／
圓
福
寺
申
出
ニ
付
、
認
相
渡
〉
一
當
院
末
寺
、
田
浦
村
福
成
寺
儀
、
名
東
郡
高
崎
村
／
光
徳
寺
兼
帯
ニ
罷
在
候
処
、
遠
路
之
儀
故
、
寺
役
差
／
支
候
ニ
付
、
福
成
寺
方
、
同
院
弟
子
仁
山
房
ヘ
附
屬
仕
／
度
旨
、
申
出
候
。
右
仁
山
儀
、
寺
役
無
差
支
相
勤
候
間
、
／
何
卒
奉
願
候
通
、
無
相
違
被
仰
附
可
被
下
候
。
／
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
判
天
保
三
年
辰
七
月
廿
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
四
紙
】
覺
美
濃
竪
紙
一
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
／
遺
状
相
認
替
、
御
印
頂
戴
仕
度
旨
、
／
願
出
候
。
何
卒
地
盤
之
遺
状
は
／
御
消
印
被
仰
附
被
下
候
而
、
此
度
之
／
遺
状
ニ
御
證
印
被
爲
仰
附
可
／
被
下
候
。
已
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
天
保
三
年
辰
八
月
廿
九
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
五
紙
】
覺
美
濃
竪
紙
一
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
／
夜
前
致
病
死
候
處
、
後
職
之
義
、
／
小
松
島
浦
真
福
寺
智
良
房
ヘ
附
／
屬
仕
度
旨
、
兼
而
願
出
有
之
。
於
檀
／
家
茂
、
故
障
無
御
座
候
。
則
原 卓 志
―２６３―
御
證
印
／
之
遺
状
ニ
添
書
相
認
、
差
上
候
間
、
／
遺
状
通
、
無
相
違
被
爲
仰
附
可
／
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
天
保
三
年
辰
九
月
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
六
紙
】
覺
一
當
院
末
寺
、
江
田
村
寶
聚
寺
儀
、
／
遺
状
相
認
、
御
印
頂
戴
仕
度
旨
、
／
願
出
候
ニ
付
、
添
書
相
認
差
上
候
間
、
／
何
卒
御
證
印
被
仰
付
可
／
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
天
保
三
辰
閏
十
一
月
六
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
七
紙
】
來
年
頭
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
ニ
被
仰
付
候
条
、
／
諸
事
去
卯
年
之
通
、
相
心
得
、
参
不
参
共
書
付
、
正
／
月
七
日
迄
ニ
、
我
等
宅
ヘ
可
被
指
出
候
。
且
出
仕
ニ
候
得
は
、
／
十
四
日
昼
迄
ニ
、
爰
許
江
罷
越
、
旅
宿
案
内
書
可
被
差
／
出
候
。
指
上
物
之
儀
、
仕
來
候
寺
院
ハ
前

之
通
、
可
被
／
相
心
得
候
。
将
又
不
参
之
寺
院
指
上
物
之
儀
、
相
頼
候
／
寺
院
名
面
書
付
ヲ
以
、
可
被
申
出
候
。
他
國
ヘ
参
居
候
／
分
ハ
差
上
物
ニ
不
相
及
候
。
尚
又
、
伴
僧
猶
豫
所
之
／
外
＊
1猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
等
無
之
様
、
兼
而
可
被
／
申
付
置
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
十
天
保
三
辰
年
二
月
十
九
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
尚
以
出
仕
書
付
差
出
候
後
、
病
氣
等
ニ
而
難
罷
出
不
参
／
仕
候
へ
ハ
、
其
段
早
速
可
被
申
出
候
。
且
又
差
上
物
仕
來
候
寺
／
院
ニ
候
へ
ハ
、
指
上
物
相
頼
候
寺
院
名
面
も
右
節
可
被
申
出
候
。
以
上
。
【
第
二
八
紙
】
覚
美
濃
紙
竪
紙
也
一
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
例
毎
／
之
通
被
仰
附
御
趣
、奉
畏
居
候
。／
指
支
無
御
座
候
故
、
参
上
可
仕
候
。
／
右
之
段
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
巳
正
月
五
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
二
九
紙
】
申
上
覚
横
切
之
扣
一
愚
院
末
寺
、
勝
浦
郡
江
田
村
寶
聚
寺
儀
、
壱
昨
廿
八
日
／
病
死
仕
。
當
寺
當
之
遺
状
持
來
候
故
、
其
節
添
／
簡
相
認
、
相
渡
候
所
、
今
日
宝
聚
寺

使
僧
罷
越
、
／
御
役
所
ハ
添
簡
ニ
不
相
及
御
受
取
成
候
趣
ニ
而
、
右
添
／
書
戻
來
申
候
。
惣
而
末
寺
中
後
住
願
、
并
遺
状
御
／
印
頂
戴
、
同
遺
状
上
ケ
等
之
儀
ハ
、
古
來

添
書
／
差
上
來
申
候
所
、
今
度
無
添
簡
御
執
上
成
、
直
／

後
住
職
被
仰
付
候
時
は
、
古
例
ニ
相
違
仕
、
本
末
之
／
儀
難
相
立
儀
ニ
御
座
候
。
已
ニ
文
化
十
五
寅
年
、
中
田
／
村
桂
林
寺
後
住
職
、
無
添
翰
被
仰
付
候
儀
御
座
候
／
ニ
付
、
以
横
切
古
例
之
段
申
上
候
所
、
最
早
御
配
リ
相
／
濟
候
後
故
、
無
致
方
、
後

之
所
ハ
委
敷
御
書
記
／
置
可
被
遊
旨
、
被
仰
聞
候
儀
も
御
座
候
故
、
右
之
段
／
以
横
切
御
届
申
上
候
。
何
卒
先
例
之
通
、
不
相
違
様
／
被
爲
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。地
蔵
寺
天
保
三
辰
十
二
月
晦
日
高
木
真
之
助
様
【
第
三
〇
紙
】
覚
〈
宝
聚
寺
へ
申
遣
候
書
状
之
写
〉
一
其
院
厳
主
遷
化
ニ
付
、
遺
状
持
参
之
砌
、
添
／
簡
ニ
不
相
及
御
受
取
成
候
趣
ニ
而
、
右
添
書
戻
／
來
候
儀
、
古
例
ニ
相
洩
麁
略
之
致
方
、
不
得
／
其
意
候
故
、
以
横
切
御
宅
江
相
窺
候
所
、
遺
／
状
上
行
候
節
、
御
奉
行
様

も
添
簡
無
之
／
事
如
何
之
旨
、
被
及
御
尋
有
之
趣
。
仍
而
、
法
／
縁
又
は
檀
頭
之
内
ニ
而
も
、
來
四
日
五
日
、
両
日
之
／
内
、
添
書
可
致
持
参
候
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様
、
可
申
遣
旨
、
當
寺
へ
／
被
仰
越
候
間
、
此
段
及
通
達
候
。
以
上
。地蔵
寺
正
＊
1
天
保
三
辰
年月
朔
日
宝
聚
寺
役
僧
中
檀
頭
衆
中
【
第
三
一
紙
】
覚
〈
宝
聚
寺

頼
來
差
遣
添
簡
之
写
。
尤
、
日
限
ハ
／
遺
状
ニ
添
行
候
躰
ニ
相
認
遣
候
事
〉
一
當
院
末
寺
、
勝
浦
郡
江
田
村
宝
聚
寺
儀
、
／
昨
廿
八
日
病
死
仕
、
後
住
職
之
儀
、
那
賀
郡
／
中
嶋
浦
宝
満
寺
弟
子
、
澄
惠
房
江
附
／
屬
仕
度
旨
、
遺
状
有
之
候
故
、
此
段
／
添
書
仕
差
上
申
候
。
以
上
。
小
松
島
浦
地
藏
寺
判
辰
十
二
月
廿
九
日
高
木
真
之
助
殿
惣
而
遺
状
之
添
簡
ニ
ハ
、
右
何
房
儀
寺
役
丈
夫
ニ
／
相
勤
リ
候
故
、
無
相
違
被
爲
仰
付
可
被
下
候
等
之
／
文
段
入
レ
來
候
得
共
、
後
住
之
仁
躰
如
何
之
僧
ニ
候
哉
／
存
不
申
候
故
、
右
之
通
ニ
認
遣
候
事
。
【
第
三
二
紙
】
奉
願
覺
一
來
三
月
廿
一
日
、
高
祖
大
師
壱
千
年
／
御
忌
勤
修
仕
候
ニ
付
、
當
郡
之
内
、
江
／
田
村
入
口
・
野
上
村
渡
場
・
芝
生
村
入
口
・
／
當
浦
橋
筋
、
右
四
ヶ
所
江
建
札
仕
／
度
奉
存
候
。
何
卒
御
聞
届
之
上
、
／
御
配
リ
被
爲
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
／
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
＊
1天
保
四
年
巳
正
月
十
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
三
三
紙
】
〇
天
保
四
巳
二
月
、
當
寺
院
室
兼
帯
之
儀
／
御
尋
之
節
、
御
切
紙
、
并
書
付
差
上
候
扣
、
左
之
通
。
御
切
帋
之
写
其
院
義
、
相
尋
御
用
候
条
、
來
ル
六
日
可
被
／
罷
出
候
。
以
上
。
山
内
忠
太
夫
二
月
朔
日
小
松
島
浦地
蔵
寺
就
御
尋
申
上
覚
横
切
一
當
寺
、
院
室
兼
帯
被
仰
付
候
ハ
、
三
代
已
前
／
長
道
与
申
先
住
之
代
ニ
而
、
年
限
ハ
文
政
二
／
年
卯
五
月
ニ
御
座
候
。
尤
、
其
節
上
京
之
砌
ハ
、
／
奉
願
御
暇
拝
領
之
上
、
上
京
仕
候
与
相
見
。
則
／
其
砌
之
御
願
書
、
別
紙
之
通
筆
記
御
座
候
。
／
帰
國
御
届
、
并
院
室
兼
帯
御
案
内
之
儀
ハ
、
／
如
何
申
上
候
哉
、
留
記
失
念
仕
候
歟
。
段

詮
義
／
仕
候
得
共
、
一
向
相
見
不
申
候
。
但
従
御
所
京
都
／
御
留
守
居
中
江
御
通
達
成
候
文
段
之
扣
書
相
【
第
三
四
紙
】
見
申
候
故
、
別
紙
ニ
書
写
差
上
申
候
。
以
上
。
従
嵯
峨
御
所
、
京
都
御
留
守
居
ヘ
／
御
通
達
成
候
扣
書
之
写
。
其
國
勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
長
道
ヘ
、
今
般
／
當
御
所
淨
戒
心
院
室
、
永
兼
帯
被
仰
付
。
於
／
當
御
門
室
ニ
規
格
及
昇
進
候
勿
論
、
法
門
之
紹
／
隆
偏
ニ
御
國
廳
之
固
、
御
恩
恵
候
義
ニ
候
得
は
、
尚
又
／
慥
御
國
制
弥
励
、
報
謝
之
素
情
、
諸
祈
願
等
／
不
可
令
怠
慢
之
旨
、
重
而
被
加
教
令
候
。
尤
、
御
／
領
下
所
在
地
蔵
寺
義
ニ
候
ヘ
ハ
、
此
上
萬
端
可
然
／
御
取
計
之
程
、
厚
被
及
御
頼
候
間
、
此
段
御
承
／
知
御
國
許
御
役
邊
ヘ
宜
御
通
達
之
義
、
及
／
御
頼
候
事
。
五
月
覚
〈
文
政
二
年
院
室
ニ
罷
出
候
／
願
書
之
扣
〉
一
拙
僧
義
、
此
度
京
都
本
山
ヘ
法
用
御
座
候
而
、
／
上
京
仕
度
奉
存
候
。
留
守
居
寺
役
之
義
ハ
、
日
開
原 卓 志
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【
第
三
五
紙
】
野
村
圓
福
寺
へ
申
付
置
御
座
候
。
御
聞
届
之
上
、
／
撫
養
・
岩
屋
御
切
手
、
被
仰
付
可
被
下
候
。
右
之
段
／
書
付
ヲ
以
、
奉
願
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
卯
文
政
二
年
四
月
廿
九
日
岩
崎
与
兵
衛
殿
右
二
通
ハ
、
横
切
ニ
相
添
、
天
保
四
巳
二
月
差
上
候
留
記
也
。
【
第
三
六
紙
】
覚
一
當
院
末
寺
、
日
開
野
村
圓
福
寺
儀
、
／
飯
谷
村
醍
醐
寺

兼
帯
ニ
相
勤
罷
／
在
候
處
、
寺
役
差
支
候
故
、
圓
福
寺
方
、
／
醍
醐
寺
弟
子
大
本
房
ヘ
附
屬
仕
度
旨
、
／
願
出
候
。
右
大
本
、
寺
役
丈
夫
ニ
相
勤
リ
／
於
檀
家
茂
故
障
無
御
座
候
間
、
奉
願
／
候
通
、
無
相
違
被
爲
仰
付
可
被
下
候
。
／
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
天
保
四
年
巳
二
月
高
木
真
之
助
殿
【
第
三
七
紙
】
覚
一
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
就
法
用
／
高
野
山
ヘ
登
山
仕
度
旨
、
願
出
候
間
、
何
／
卒
御
聞
届
之
上
、
津
田
渡
海
長
船
／
御
切
手
、
被
爲
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
／
願
上
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
天
保
五
年
二
月
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
三
八
紙
】
申
上
覺
横
切
之
扣
當
郡
宗
門
御
改
之
砌
、
誓
紙
之
儀
、
例
年
共
愚
院
最
初
ニ
／
起
請
文
相
讀
候
へ
は
、
續
而
真
言
之
諸
寺
院
各

ニ
、
自
坊
檀
／
家
之
分
、
誓
紙
爲
致
來
候
所
、
数
人
ニ
而
混
雑
仕
ニ
付
、
昨
年
御
改
／
之
砌
、
被
仰
出
候
は
、
真
言
分
ハ
寺
院
二
ヶ
院
計
ニ
相
約
、
隔
年
ニ
罰
文
／
相
勤
候
様
、
被
仰
出
候
ニ
付
、
其
節
茂
略
申
上
置
候
通
、
近
郷
之
寺
院
ハ
／
大
都
愚
院
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
其
上
、
當
浦
六
ヶ
寺
之
分
も
寺
家
之
儀
／
故
、
愚
院
證
印
ニ
而
濟
來
候
運
ニ
御
座
候
。
然
ニ
當
寺
ニ
而
會
所
相
勤
／
自
身
出
仕
乍
仕
、
他
所
之
寺
院

當
寺
并
末
寺
等
之
檀
家
誓
／
紙
相
勤
儀
御
座
候
而
は
、
自
身
出
仕
之
詮
も
無
之
、
本
末
之
規
／
則
も
如
何
ニ
奉
存
候
ニ
付
、
當
寺
并
末
寺
分
誓
紙
之
儀
は
、
仕
／
來
之
通
、
愚
院
毎
年
相
勤
度
奉
存
候
。
其
餘
郡
中
之
寺
／
院
誓
紙
之
儀
は
、
壱
ヶ
寺
ニ
而
も
、
二
ヶ
寺
ニ
而
も
宜
□
約
可
被
仰
／
付
候
。
此
趣
、
昨
年
、
武
市
佐
兵
衛
様
迄
申
上
候
所
、
尚
高
木
真
／
之
助
殿
之
思
召
も
御
座
候
半
、
先
當
年
は
此
迄
之
通
、
可
致
／
旨
被
仰
聞
、
仕
來
通
、
相
勤
申
候
。
今
年
は
、
右
之
趣
御
定
／
御
座
候
半
与
、
奉
存
候
ニ
付
、
此
段
御
達
申
上
候
。
何
卒
愚
院
之
／
儀
は
、
右
申
上
仕
來
通
、
御
居
置
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
天
保
五
午
八
月
十
一
日
【
第
三
九
紙
】
＊
1覚
一
往
古
已
來
、
毎
歳
十
月
十
日
晩

十
五
日
迄
、
五
日
三
時
大
／
法
會
修
行
仕
來
候
。
右
法
會
之
儀
ハ
、
佛
祖
報
恩
ニ
濫
觴
仕
／
爲
御
國
恩
報
謝
御
代

仁
儀
尊
靈
御
回
向
奉
仕
、
／
兼
ハ
爲
法
界
万
靈
勤
修
仕
法
會
ニ
御
座
候
。
然
所
、
毎
歳
無
／
得
心
之
者
有
之
、
於
道
場
、
無
礼
之
悪
口
并
席
上
江
踏
物
相
着
候
／
侭
來
往
仕
、
又
ハ
砂
小
石
抔
擲
候
者
有
之
候
得
共
、
取
静
候
者
ニ
ハ
／
喧
嘩
抔
仕
懸
候
ニ
付
、
乍
心
外
毎
年
了
簡
仕
居
申
候
所
、
僧
家
之
／
柔
弱
ニ
付
入
、
倍
衆
會
ヲ
輕
謗
仕
、
参
詣
之
淨
心
ヲ
妨
候
者
多
／
有
之
。
殊
ニ
夜
前
勤
行
之
砌
、
當
浦
要
右
衛
門
伜
淺
太
・
南
根
井
重
／
助
伜
熊
太
与
申
者
、
不
輕
道
場
ヘ
罷
越
、
過
去
帳
讀
揚
之
口
／
真
似
、
或
ハ
席
中
僧
侶
ヘ
難
聞
悪
口
数
言
難
止
ニ
付
、
世
話
人
之
／
者

、
静
ニ
可
致
聴
聞
旨
申
聞
候
所
、
却
而
相
静
候
者
ヲ
厳
敷
打
／
擲
仕
、
無
法
之
振
舞
言
語
道
断
之
至
ニ
候
故
、
不
得
止
、
右
之
段
奉
申
／
上
候
。
不
限
此
度
、
右
之
者
地
盤
不
心
得
者
ニ
候
ヘ
ハ
、
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此
侭
捨
置
候
／
而
ハ
、
諸
人
之
難
渋
も
有
之
。
并
法
會
も
今
明
両
晩
御
座
候
ヘ
ハ
、
又

罷
／
出
、
理
不
盡
之
儀
有
之
候
も
難
計
候
故
、
何
卒
早

於
御
役
所
／
厳
敷
御
慈
悲
之
御
呵
被
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
「
＊
2
同
院
一
結
衆
中
」
天
保
五
午
十
月
十
三
日
【
第
四
〇
紙
】
＊
1覚
横
切
一
十
月
五
日
三
時
之
砌
、
當
浦
要
右
衛
門
伜
淺
太
・
根
井
／
重
助
伜
熊
太
、
壱
結
之
衆
會
ヲ
致
輕
謗
不
／
埒
之
儀
有
之
候
ニ
付
、
其
趣
奉
申
上
候
処
、
早
速
／
御
手
當
被
仰
付
、
難
有
奉
存
候
。
其
已
來
、
右
之
／
者
當
浦
江
御
預
ケ
ニ
相
成
、
他
出
難
成
ニ
付
、
御
上
／
之
御
折
檻
奉
恐
入
。
此
頃
以
人
前
非
旨
／
度

誤
出
申
候
。
右
之
懸
ニ
候
ヘ
ハ
、
已
後
心
底
相
／
改
相
慎
候
半
歟
。
右
ニ
付
、
先
達
而
奉
願
上
御
座
候
／
紙
面
願
下
仕
度
奉
存
候
。
何
卒
以
御
慈
愍
／
右
紙
面
御
下
被
仰
付
被
下
候
へ
は
、
難
有
／
奉
存
候
。
右
之
段
奉
願
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
午
十
二
月
十
日
【
第
四
一
紙
】
來
年
頭
御
禮
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
付
／
候
条
、
去
巳
年
之
通
相
心
得
、
参
不
参
共
書
付
、
同
／
月
七
日
迄
ニ
我
等
宅
江
可
被
指
出
候
。
且
出
仕
候
得
ハ
、
／
十
四
日
昼
時
迄
ニ
爰
許
ヘ
罷
出
、
旅
宿
案
内
／
可
被
差
出
候
。
且
又
指
上
物
仕
來
候
寺
院
之
儀
／
は
、
前

之
通
可
被
相
心
得
候
。
将
又
不
参
寺
院
指
／
上
物
之
儀
、
相
頼
候
寺
院
名
書
可
被
差
出
候
。
／
尤
、
他
國
ヘ
参
居
候
分
は
、
指
上
物
ニ
不
相
及
候
。
伴
／
僧
猶
豫
処
之
外
、
猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
等
無
之
／
様
、
兼
而
可
被
申
付
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
午
十
二
月
十
六
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
光
善
寺
尚
以
出
仕
書
付
指
出
候
後
、
病
氣
等
ニ
而
不
参
仕
候
得
は
、
／
其
段
早
速
可
被
申
出
候
。
且
又
指
上
物
仕
來
候
／
寺
院
指
上
物
相
頼
候
寺
院
名
面
も
無
間
／
違
可
被
指
出
候
。
以
上
。
右
十
二
月
十
八
日
光
善
寺

受
取
、
田
村
ヘ
相
頼
鶴
林
寺
ヘ
順
達
い
た
し
候
事
。
【
第
四
二
紙
】
覚
美
濃
竪
紙
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
例
毎
之
通
／
被
仰
附
御
趣
、
奉
畏
候
。
指
支
無
／
御
座
候
故
、
参
上
可
仕
候
。
右
之
段
／
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
判
未
正
月
七
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
三
紙
】
覺
一
當
院
寺
家
、
薬
師
寺
儀
、
就
心
願
、
／
今
般
四
國
巡
拝
ニ
罷
出
度
旨
、
願
／
出
候
間
、
何
卒
御
聞
届
之
上
、
往
／
來
御
切
手
被
爲
仰
附
可
被
下
候
様
、
／
奉
願
上
候
。
尤
、
下
人
弁
蔵
壱
人
召
連
／
申
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
正
天
保
六
未
月
廿
七
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
四
紙
】
覺
一
當
院
末
寺
、
大
松
村
持
福
寺
儀
、
／
病
身
ニ
而
、
寺
役
難
相
勤
ニ
付
、
隠
居
／
仕
、
後
住
職
之
儀
は
、
同
院
弟
子
／
宥
善
房
江
附
屬
仕
度
旨
、
願
出
候
。
／
右
、
宥
善
儀
、
寺
役
丈
夫
ニ
相
勤
、
／
於
檀
家
茂
故
障
無
之
候
間
、
／
奉
願
候
通
、
無
相
違
被
爲
仰
／
附
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦
原 卓 志
―２６７―
地
蔵
寺
判
天
保
六
未
二
月
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
五
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
江
田
村
寶
聚
寺
儀
、
昨
年
／
已
來
、
那
賀
郡
中
島
村
寶
満
寺
兼
帯
ニ
／
相
勤
罷
在
候
所
、
寺
役
差
支
候
ニ
付
、
寶
／
聚
寺
方
、
同
院
弟
子
泰
隆
房
江
附
嘱
／
仕
度
旨
、
願
出
候
。
右
泰
隆
儀
、
寺
役
丈
／
夫
ニ
相
勤
り
、
於
檀
家
茂
故
障
無
御
座
候
／
間
、
奉
頼
上
候
通
、
被
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
地
蔵
寺
判
三
天
保
六
未
月
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
六
紙
】
覺
竪
紙
當
院
寺
下
、
観
音
寺
儀
、
寺
内
鎮
守
疱
瘡
神
／
爲
諸
人
結
縁
、
明
後
八
日

十
四
日
迄
、
開
扉
／
仕
度
旨
、
願
出
候
。
何
卒
右
御
聞
届
被
／
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
未
四
月
六
日
高
木
真
之
助
殿
覺
竪
紙
當
院
寺
家
、
観
音
寺
儀
、
昨
日
開
扉
奉
／
願
上
候
処
、
無
相
違
被
仰
付（
？
）導
奉
存
候
。
就
而
ハ
、
／
爲
右
賑
、
先
達
而
御
城
下
ニ
相
勤
居
申
候
／
足
藝
之
者
召
寄
、
開
扉
中
被
致
興
行
度
／
旨
、
講
中
之
者

願
出
候
間
、
何
卒
右
御
聞
／
届
被
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
未
四
月
七
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
七
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
中
郷
村
宝
蔵
寺
儀
、
板
野
郡
貞
／
方
村
彌
勒
寺
兼
帯
仕
罷
在
候
所
、
遠
路
／
寺
役
差
支
候
ニ
付
、
寶
蔵
寺
方
、
弥
勒
寺
／
弟
子
令
道
房
江
附
嘱
仕
度
旨
、
願
出
候
。
／
右
令
道
儀
、
寺
役
丈
夫
ニ
相
勤
、
於
檀
／
家
茂
故
障
無
御
座
候
故
、
右
奉
願
上
候
／
通
、
無
相
違
被
爲
仰
附
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
七
天
保
六
未
月
四
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
八
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
中
田
村
桂
林
寺
儀
、
福
嶋
／
本
福
寺
兼
帯
仕
罷
在
候
処
、
遠
／
路
寺
役
差
支
候
ニ
付
、
桂
林
寺
方
ヲ
／
＊
1本
福
寺
法
弟
玄
澄
房
江
附
嘱
仕
度
旨
、
／
願
出
候
。
右
＊
2玄
澄
儀
、
於
檀
家
／
茂
故
障
無
御
座
候
故
、
本
福
寺
奉
／
願
上
候
通
、
無
相
違
被
爲
仰
付
／
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
七
天
保
六
未
月
四
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
四
九
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
日
開
野
村
圓
福
寺
儀
、
／
病
氣
ニ
付
、
後
住
職
、
飯
谷
村
醍
醐
寺
ヘ
／
相
譲
、
隠
居
仕
度
旨
、
願
出
候
。
右
醍
／
醐
寺
儀
、
再
住
之
義
故
、
於
檀
家
／
故
障
無
御
座
候
間
、
奉
願
上
候
通
、
無
／
相
違
被
爲
仰
附
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
十
天
保
六
未
年
二
月
九
日
高
木
真
之
助
殿
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【
第
五
〇
紙
】
覺
一
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
病
／
氣
ニ
付
、
後
職
小
松
島
浦
薬
師
寺
江
／
相
譲
、
隠
居
仕
度
旨
、
願
出
候
。
右
薬
／
師
寺
儀
、
於
檀
家
茂
故
障
無
御
／
座
候
間
、
何
卒
奉
願
上
通
、
無
相
違
／
被
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
十
天
保
六
未
二
月
高
木
真
之
助
殿
【
第
五
一
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
田
浦
村
福
成
寺
儀
、
／
遺
状
相
認
、
御
印
頂
＊
1戴
仕
度
旨
、
／
願
出
候
ニ
付
、
添
簡
仕
差
上
候
間
、
／
何
卒
御
證
印
被
爲
仰
付
／
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
申
天
保
七
二
月
廿
九
日
高
木
真
之
助
殿
此
時
、
當
院
當
之
遺
状
ニ
も
證
印
い
た
し
遣
置
候
事
。
【
第
五
二
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
／
遺
状
相
認
、
御
印
頂
戴
仕
度
旨
、
／
願
出
候
ニ
付
、
添
簡
仕
差
上
候
間
、
／
何
卒
御
證
印
被
爲
仰
附
可
／
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
申
五
月
廿
二
日
高
木
真
之
助
殿
覚
〈
年
ハ
慥
ニ
不
相
覚
、
大
都
此
前
後
二
三
年
之
頃
也
。
／
扣
落
ニ
相
成
候
故
、
跡
よ
り
此
ニ
書
入
候
〉
當
寺
之
儀
、
従
先
年
境
内
弐
反
六
畝
三
歩
、
高
弐
石
八
升
七
斗
／
七
合
、
御
免
地
ニ
而
、
則
御
證
文
御
座
候
。
并
寺
家
六
ヶ
寺
境
地
、
惣
弐
反
／
九
畝
十
八
歩
、
高
三
石
五
斗
五
升
弐
合
、
同
断
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。
此
儀
ハ
／
明
和
六
年
委
細
帳
面
ニ
相
認
、
差
上
置
御
座
候
。
扣
書
有
之
候
。
右
之
外
／
別
段
御
知
行
拝
領
仕
居
不
申
候
。
此
段
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
十
二
月
十
四
日
【
第
五
三
紙
】
覚
書
天
保
六
未
冬
、
＊
1太
守
様
於
東
都
少
将
之
上
席
歟
四
位
之
上
江
御
昇
／
位
被
爲
有
候
而
、
申
四
月
御
帰
國
被
遊
候
ニ
付
、
四
月
／
廿
九
日
晦
日
、
両
日
之
内
、
當
郡
中
召
出
御
目
見
寺
院
／
惣
代
と
し
て
、
恐
悦
可
申
上
候
様
、
御
配
リ
有
之
。
則
廿
九
日
ニ
／
弊
院
御
役
所
ヘ
罷
出
候
所
、
寺
町
寺
院
同
様
之
連
昆
／
布
献
上
可
仕
様
被
仰
付
候
。
然
所
郡
切
ニ
組
合
差
上
ル
事
／
ニ
茂
不
相
成
し
て
、
南
北
召
出
目
見
之
寺
院
壱
紙
目
／
録
ニ
相
認
、
臺
壱
ツ
ニ
南
北
三
十
五
ヶ
院
之
連
昆
布
／
各

壱
連
宛
ニ
而
、
都
合
三
十
五
連
積
上
ケ
、
御
役
所
ヘ
／
持
参
候
所
、
月
番
之
手
代
三
馬
・
三
好
之
御
手
代
／
之
受
取
ニ
而
、
相
濟
申
候
。
寺
町
結
衆
抔
茂
御
町
奉
／
行
所
ニ
而
、
御
受
取
成
候
趣
ニ
候
。
勝
浦
郡
中
ニ
召
出
之
／
寺
院
五
ヶ
寺
之
内
、
鶴
林
寺
ハ
院
録
厚
頂
戴
仕
居
／
申
事
故
、
壱
ヶ
寺
別
ニ
献
上
仕
也
。
餘
之
四
ヶ
院
ハ
、
當
院
・
／
中
津
峰
如
意
輪
寺
・
田
野
恩
山
寺
・
星
谷
神
宮
寺
／
右
四
ヶ
寺
ハ
當
院
之
受
持
ニ
而
、
献
上
仕
候
。
則
南
北
／
組
合
寺
院
三
十
五
ヶ
寺
、
并
目
録
等
之
趣
、
爲
後
日
【
第
五
四
紙
】
相
記
し
置
者
也
。〈
留
主
之
寺
院
ハ
／
献
上
ニ
及
不
申
候
〉



進
上
昆
布
一
折
以
上
吉
成
村瑞
川
院
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
名
面
ハ
如
レ
是
中
奉
書
二
ツ
折
ヲ
三
ツ
折
ニ
し
て
、
片
面
ニ
十
ヶ
寺
宛
書
テ
、
紙
二
枚
ヲ
紅
白
ノ
水
引
ニ
テ
綴
テ
、
裏
ニ
テ
真
結
ヲ
シ
マ
ラ
原 卓 志
―２６９―
名面
真
言
宗
三
十
五
ヶ
寺
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
―
村
―
―
寺
ヌ
様
ニ
ダ
ス
ク
結
ル
。
惣
〆
國
中
召
出
寺
院
四
十
一
ヶ
寺
ノ
内
、
太
龍
右
中
奉
書
七
ツ
半
ニ
折
、
文
字
格
寺
・
鶴
林
寺
・
高
越
ハ
好
如
レ
是
楷
書
ニ
認
ル
也
。
上
包
ハ
一
ヶ
院
別
ニ
上
レ
之
。
莊
ム
如
レ
左
、
中
奉
書
竪
ニ
二
ツ
折
ニ
〆
院
・
東
林
院
・
立
江
寺
ハ
如
レ
圖
包
レ
之
。
留
主
ニ
テ
献
上
ニ
不
レ
及
故
ニ
三
十
五
ヶ
寺
也
。
進
上
昆
布
一
折
三
十
五
ヶ
寺
上
包
中
奉
書
三
十
五
ヶ
寺
之
名
面
扣
＊
1御
目
見
ノ
席
順
ニ
書
レ
之
。
吉
成
村
瑞
川
院
郡
里
村
願
星
寺
立
善
寺
村
隆
禪
寺
日
和
佐
村
藥
王
寺
八
幡
村
神
應
寺
小
松
島
浦
地
蔵
寺
赤
池
村
西
光
寺
冨
岡
正
福
寺
東
名
東
村
聖
幢
寺
中
庄
村
長
善
寺
加
茂
野
宮
村
瀧
寺
西
川
田
村
福
生
寺
白
蛇
村
雲
邊
寺
田
宮
村
天
神
坊
神
領
村
神
宮
寺
田
野
村
恩
山
寺
左
右
内
村
焼
山
寺
宮
井
村
如
意
輪
寺
山
野
上
村
大
野
寺
別
宮
浦
神
宮
寺
桑
野
村
梅
谷
寺
西
分
村
大
聖
寺
引
野
村
瑞
運
寺
堂
浦
吉
祥
寺
木
津
村
長
谷
寺
【
第
五
五
紙
】西分
村
金
光
寺
七
條
村
寶
蔵
寺
星
谷
村
神
宮
寺
中
庄
村
拳
正
寺
州
津
村
箸
蔵
寺
佐
野
村
青
色
寺
大
山
村
大
山
寺
伊
沢
村
明
王
院
板
東
村
靈
山
寺
木
岐
村
延
命
寺
右
之
外
列
居
之
寺
院
ハ
、
列
居
組
ニ
而
、
別
ニ
献
上
成
候
事
。
〇
右
恐
悦
ニ
罷
上
候
節
、
御
國
中
江
御
祈
禱
／
被
仰
付
。
勝
浦
郡
中
ハ
當
院
ニ
受
持
、
左
之
／
通
之
切
紙
之
写
、
八
多
結
衆
与
鶴
林
寺
／
と
へ
及
文
通
候
事
。
近
年
毎

不
作
有
之
、
末

令
難
渋
候
者
茂
多
候
ニ
付
、
／
郷
分
真
言
寺
院
共
ヘ
御
武
運
御
長
久
、
五
穀
豊
熟
／
爲
御
祈
禱
、
五
大
虚
空
蔵
之
法
、
御
國
恩
爲
冥
加
一
／
七
日
又
は
三
七
日
相
勤
候
様
、
被
仰
付
候
。
仍
而
無
本
／
寺
之
寺
院
ハ
結
衆

不
相
洩
様
、
可
申
通
候
。
且
末
寺
／
之
寺
院
之
儀
は
、
本
寺

可
申
通
候
事
。
四
月
晦
日
右
ニ
付
、
當
結
衆
中
五
月
廿
七
八
九
、
三
日
之
間
、
當
寺
／
本
堂
江
相
揃
、
五
大
虚
空
蔵
法
十
座
十
万
遍
、
／
致
修
行
候
事
。
就
而
ハ
當
寺
役
僧

近
郷
【
第
五
六
紙
】
中
田
・
中
郷
・
江
田
・
大
松
・
西
須
賀
・
本
庄
・
飯
谷
・
田
浦
・
／
日
開
野
・
新
居
見
・
芝
生
・
前
原
・
當
浦
等
ヘ
及
文
／
通
候
。
文
面
扣
置
者
也
。
近
年
不
作
相
重
り
、
下

迷
惑
仕
ニ
付
、
御
上
ニ
茂
御
配
／
慮
被
爲
有
、
今
度
御
國
中
真
言
寺
院
中
江
五
穀
／
成
就
之
御
祈
禱
被
仰
付
候
。
右
ニ
付
、
當
結
衆
中
來
ル
／
廿
七
八
九
、
三
日
之
間
、
當
寺
ヘ
相
揃
、
致
御
祈
禱
候
。
／
勿
論
於
當
方
は
、
抽
丹
精
相
祈
候
間
、
近
村
百
姓
／
衆
中
壱
統
茂
、
其
心
ニ
思
揃
候
ヘ
は
、
御
祈
禱
之
功
験
も
／
厚
之
。
且
御
上
御
慈
悲
之
趣
茂
、
御
壱
統
へ
申
通
度
／
旁
右
之
段
、
申
進
候
間
、
御
村
中
家
並
ニ
壱
人
宛
、
來
ル
／
廿
七
八
九
、
三
日
之
内
ニ
、
當
寺
ヘ
致
参
詣
候
様
、
御
配
り
／
可
被
下
候
。
近
郷
結
衆
寺
院
所
在
之
村

、
不
殘
／
右
之
趣
申
進
候
間
、
御
村
之
儀
茂
早

御
配
り
／
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
役
僧
五
月
廿
二
日
何
村
御
役
人
御
衆
中
一
諸
供
物
御
札
等
、
何
角
入
用
は
、
結
衆
中
出
合
ニ
而
相
勤
候
。
／
御
札
認
之
事
ハ
左
之
通
ニ
致
し
候
。〈
并
ニ
田
地
之
小
札
用
意
〆
参
詣
人
隨
意
ニ
／
請
さ
せ
候
。
版
木
新
ニ
出
來
ア
リ
〉
【
第
五
七
紙
】
長
壱
尺
八
寸
之
檜
ノ
板
札
二
枚
ト
巻
數
一
包
ト
天
保
七
丙
申
歳
於
國
傳
山
密
場
国伝山地蔵寺蔵『御触御配書諸願控』 ――解説と翻刻本文――
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奉
修
五
大
虚
空
蔵
秘
法
十
座
十
萬
遍
御
武
運
長
久
貴
體
堅
固
攸
五
月
吉
祥
之
辰
一
結
衆
等
敬
白
天
保
七
丙
申
歳
於
國
傳
山
道
場
奉
勤
修
五
大
虚
空
蔵
尊
秘
法
十
座
十
萬
遍
風
雨
順
時
五
穀
豊
＊
1熟
國
内
安
寧
諸
人
快
楽
攸
五
月
吉
祥
之
辰
一
結
衆
等
敬
白
右
弐
枚
各
中
奉
書
ニ
而
包
、
長
ノ
水
引
ニ
而
結
。
各
中
奉
書
二
枚
重
ノ
昆
布
包
一
枚
宛
添
。
祈
巻
數
内
符
願
所
五上包
大
虚
空
蔵
法
御
祈
禱
之
巻
數
謹
言
奉
供
上
包
ニ
種
々
包
様
ア
レ
徳
島
結
衆
ナ
ド
モ
五
大
虚
空
蔵
法
十
箇
度
如
レ
常
／
天
地
折
タ
ル
侭
差
上
候
趣
故
、
如
護
摩
供
三
箇
度
レ
常
認
た
り
。
紙
ハ
／
中
奉
書
用
レ
之
候
。
諸
神
供
三
箇
度
奉
念
御
札
上
之
事
佛
眼
真
言
二
百
一
十
遍
白
木
之
御
札
臺
二
ツ
用
意
シ
、
一
ツ
ニ
ハ
御
武
運
大
日
真
言
一
千
遍
長
久
ノ
札
ト
巻
數
ト
供
物
筥
ト
昆
布
包
ト
本
尊
總
呪
一
十
萬
遍
乘
レ
之
、
一
ツ
ハ
五
穀
成
就
ノ
札
ト
昆
布
包
ト
五
尊
別
呪
各
一
千
遍
乘
レ
之
也
。
寺
町
結
衆
ハ
両
方
ヘ
奉
書
之
八
字
文
珠
真
言
一
千
遍
紙
牘
添
レ
之
レ
内
符
書
様
同
二
板
札
一
故
、
破
諸
宿
曜
障
真
言
一
千
遍
當
結
ハ
板
札
ト
巻
數
ト
而
已
上
レ
之
、
御
供
ハ
洗
金
剛
吉
祥
真
言
一
千
遍
米
ニ
而
宜
シ
。
御
札
臺
御
供
箱
ハ
籠
屋
町
ノ
成
就
一
切
明
真
言
一
千
遍
角
ノ
木
具
屋
ニ
能
ク
承
知
ナ
リ
。
出
來
合
ア
リ
。
軍
荼
利
明
王
真
言
一
千
遍
御
札
上
様
ノ
モ
恒
例
ニ
上
ル
寺
院
ハ
御
本
城
ノ
小
一
字
金
輪
真
言
一
千
遍
玄
關
ヨ
リ
上
リ
、
制
札
ノ
間
ニ
而
御
奏
者
受
取
。
右
奉
爲
護
持
大
施
主
＊
2両
国
太
守
御
武
運
常
ニ
不
レ
上
寺
院
ハ
、
此
度
御
郡
代
処
ニ
テ
受
長
久
貴
躰
／
堅
固
國
内
安
寧
諸
人
快
楽
風
取
リ
成
。
雨
順
時
百
穀
成
／
熟
、
三
日
之
間
殊
致
精
誠
奉
修
所
如
上
。
天
保
七
丙
申
歳
五
月
吉
祥
日
一
結
衆
敬
白
【
第
五
八
紙
】
市
中
宗
門
相
改
候
ニ
付
、
其
院
儀
、
受
判
取
申
御
用
／
候
条
、
來
ル
廿
五
日
六
日
七
日
、
三
日
之
内
、
四
時

八
時
迄
之
／
間
（
？
）手
崎
手
代
添
状
ヲ
以
罷
出
候
様
、
町
御
奉
行

／
申
來
候
条
、
右
様
可
被
相
心
得
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
八
天
保
七
申
月
十
六
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
光
善
寺
覺
一
當
院
末
寺
、
日
開
野
村
圓
福
寺
儀
、
飯
谷
村
醍
醐
／
寺

兼
帯
ニ
相
勤
罷
在
候
所
、
寺
役
差
支
候
故
、
圓
／
福
寺
方
、
醍
醐
寺
弟
子
黙
淨
房
ヘ
附
屬
仕
度
旨
、
／
願
出
候
。
右
黙
淨
＊
1儀
寺
役
丈
夫
ニ
相
勤
リ
、
於
檀
家
／
茂
故
障
無
之
候
間
、
＊
2何
卒
奉
願
上
候
通
、
＊
3被
爲
仰
附
／
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
申
天
保
七
九
月
廿
四
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
五
九
紙
】
天
保
七
申
十
二
月
十
七
日
到
來
ニ
付
、
即
日
光
善
寺
ヘ
相
送
候
扣
書
。
來
年
頭
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
／
仰
付
候
条
、
諸
事
前

之
通
相
心
得
、
参
不
参
／
共
其
書
付
、
同
月
九
日
迄
ニ
我
等
宅
ヘ
可
被
差
／
出
候
。
且
出
仕
ニ
候
得（
マ
マ
）
共
、
十
四
日
昼
時
迄
ニ
爰
許
ヘ
／
罷
出
、
旅
宿
案
内
書
可
被
差
出
候
。
指
上
物
／
之
義
ハ
、
仕
來
候
寺
院
ハ
前

之
通
可
被
相
心
得
／
候
。
不
参
之
寺
院
差
上
物
相
頼
候
寺
院
書
付
／
可
被
差
出
候
。
他
國
ヘ
参
居
候
分
ハ
、
差
上
物
ニ
／
不
相
及
候
。
将
又
伴
僧
猶
豫
処
之
外
、
猥
ニ
／
往
來
不
仕
、
高
聲
等
有
間
敷
様
、
兼
而
可
被
申
付
／
置
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
申
十
二
月
十
六
日靏林
寺
原 卓 志
―２７１―
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
光
善
寺
尚
以
此
状
早

致
巡
達
、
廻
濟

可
被
差
戻
候
。
且
御
／
目
見
才
判
、
傍
示
村
安
部
竹
三
郎
、
飯
谷
村
竹
内
／
柳
左
衛
門
ヘ
申
付
候
条
、
旅
宿
案
内
書
、
右
面

ヘ
可
被
／
差
出
候
。
且
又
差
懸
病
氣
等
ニ
而
不
参
仕
候
得
は
、
／
其
段
早
速
可
被
申
出
候
。
以
上
。
【
第
六
〇
紙
】
覚
横
切
一
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
例
毎
之
通
／
被
仰
附
御
趣
、
奉
畏
候
。
指
支
無
御
座
候
故
、
／
参
上
可
仕
候
。
右
之
段
、
以
書
付
申
上
候
。
／
以
上
。
地
蔵
寺
＊
1「
判
」
酉
正
月
六
日
高
木
真
之
助
様
覚
市
郷
支
配
之
寺
院
登
城
之
節
、
連
込
候
家
來
之
／
外
は
、
長
御
蔵
下
、
本
丁
筋
之
新
御
蔵
下
、
中
村
／
主
馬
之
助
西
拜
借
御
長
屋
下
ニ
差
置
候
事
。
此
趣
ハ
、
天
保
八
酉
正
月
御
目
見
出
仕
之
砌
、
於
御
役
所
、
右
之
通
／
之
御
書
付
ヲ
以
、
當
郡
御
目
見
寺
院
ヘ
可
申
次
旨
、
鶴
林
寺
ヘ
被
／
申
渡
。
其
砌
、
鶴
林
寺

書
付
受
取
、
當
寺

申
次
候
寺
院
／
左
之
通
。
光
善
寺
・
恩
山
寺
・
如
意
輪
寺
・
星
谷
神
宮
寺
／
な
り
。
此
ハ
行
烈
抔
ニ
而
登
城
之
節
、
家
來
之
置
所
之
事
也
。
【
第
六
一
紙
】
扣
書
天
保
八
酉
二
月
十
九
日
、
御
役
所

御
呼
懸
ニ
付
、
罷
出
候
所
、
／
當
年
も
昨
年
之
通
、
五
穀
豊
熟
御
祈
禱
、
國
中
／
真
言
寺
院
中
ヘ
被
仰
付
。
則
當
郡
中
ハ
、
當
寺

／
可
申
通
様
被
申
渡
。
并
結
衆


ニ
而
、
右
祈
禱
／
相
勤
候
會
所
、
且
致
修
行
候
各

寺
院
名
面
、
／
廿
四
日
迄
ニ
以
書
付
、
御
役
所
ヘ
可
申
出
旨
、
被
申
渡
候
／
ニ
付
、
其
趣
、
八
多
結
衆
中
と
鶴
林
寺
結
衆
中
と
へ
／
以
書
状
申
達
。
則
書
状
ハ
、
中
田
村
田
村
真
右
衛
門
方
ヘ
／
頼
遣
差
出
申
候
。
當
寺
會
所
、
并
結
衆
名
面
も
／
廿
六
日
ニ
以
書
付
御
役
所
ヘ
相
届
、
二
月
廿
七
日

／
廿
九
日
迄
、
三
日
之
間
、
一
結
當
寺
へ
會
集
ニ
而
／
万
事
昨
年
之
通
ニ
、
十
座
十
万
辺
、
護
广
三
座
、
／
神
供
三
座
相
勤
、
御
札
ハ
三
月
朔
日
當
寺

／
御
役
所
ヘ
差
上
申
候
。
最
寄
村

ヘ
ハ
御
役
所

／
御
觸
有
之
。
此
度
、
鶴
林
寺
・
地
蔵
寺
ニ
而
五
穀
成
／
就
御
祈
禱
有
之
候
間
、
最
寄


難
有
参
／
詣
可
致
様
之
御
觸
な
り
。
【
第
六
二
紙
】
覚
〈
右
御
祈
禱
修
行
會
所
・
日
限
・
／
寺
院
名
面
申
上
候
横
切
之
扣
〉
今
般
被
仰
附
候
五
穀
豊
熟
御
祈
禱
、
當
／
壱
結
衆
、
左
書
之
寺
院
野
院
ヘ
相
揃
、
來
廿
七
日

／
三
日
之
間
勤
修
仕
。
尚
又
各

於
自
坊
、
永
／
祈
願
可
仕
候
。
此
段
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
二
月
廿
六
日
末
寺
九
ヶ
院
中
田
村
桂
林
寺
中
郷
村
宝
蔵
寺
江
田
村
宝
聚
寺
大
松
村
持
福
寺
西
須
賀
村
正
福
寺
本
庄
村
田
林
寺
飯
谷
村
醍
醐
寺
田
浦
村
福
成
寺
日
開
野
村
圓
福
寺
寺
家
六
ヶ
院
小
松
嶋
浦
般
若
寺
同
宝
生
寺
同
真
福
寺
同
観
音
寺
同
薬
師
寺
同
阿
弥
陀
寺
右
加
本
坊
十
六
ヶ
院
壱
結
衆
ニ
而
御
座
候
。
覚
〈
在
所

以
書
付
申
來
候
故
、
／
三
月
五
日
寺
家
ヘ
相
觸
候
也
〉
先
達
而
觸
達
ニ
相
及
候
、
大
坂
表
令
乱
妨
候
者
共
之
内
、
大
／
塩
平
八
郎
、
同
格
之
助
、
庄
司
儀
左
衛
門
、
其
後
剃
髪
仕
候
様
、
相
聞
ヘ
／
候
条
、
右
様
相
心
得
、
其
方
共
与
村
浦
、
且
ツ
寺
仕
等
へ
も
不
洩
様
可
／
相
觸
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
赤
川
三
郎
右
衛
門
三
月
朔
日
【
第
六
三
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
小
松
嶋
浦
／
薬
師
寺
兼
帯
ニ
相
勤
居
申
候
所
、
寺
役
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／
差
支
候
ニ
付
、
正
福
寺
方
、
佐
古
福
蔵
寺
／
弟
子
了
瑞
房
ヘ
付
嘱
仕
度
旨
、
願
出
候
。
／
右
了
瑞
義
、
於
檀
家
茂
故
障
無
之
／
候
間
、
奉
願
上
候
通
、
被
爲
仰
附
可
／
被
下
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
判
酉
天
保
八
年
三
月
高
木
真
之
助
殿
【
第
六
四
紙
】
覺
拙
僧
義
、
今
般
就
法
用
、
長
州
豊
浦
山
／
神
上
寺
ヘ
罷
越
度
奉
存
候
。
留
守
中
／
諸
寺
役
之
義
は
、
寺
家
観
音
寺
・
般
若
寺
／
両
院
ヘ
申
付
置
御
座
候
間
、
何
卒
御
聞
届
／
之
上
、
大
坂
御
番
所
往
戻
り
御
切
手
／
被
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
上
候
。
＊
1尤
、
／
下
人
弐
人
、
米
蔵
・
安
太
郞
召
連
申
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
判
天
保
八
年
酉
三
月
十
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
六
五
紙
】
覚
横
切
之
扣
一
幼
女
壱
人
五
歳
計
〈
但
、
毛
綿
紺
竪
縞
綿
入
、
同
袷
、
／
同
単
物
、
同
繼
之
し
ゆ
ば
ん
着
仕
居
申
候
〉
右
者
、
一
昨
廿
二
日
八
ツ
時
、
寺
家
般
若
寺
境
内
ニ
捨
置
御
座
候
所
、
／
早
速
拾
上
、
隣
家
ヘ
差
預
置
御
座
候
間
、
此
段
横
切
ヲ
以
／
御
案
内
申
上
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
留
守
請
持
観
音
寺
同
般
若
寺
酉
三
月
廿
四
日
高
木
真
之
助
様
覚
横
切
之
扣
拙
僧
義
、
先
達
而
御
許
容
之
上
、
長
州
ヘ
罷
越
候
所
、
於
／
途
中
風
邪
ニ
御
座
候
而
、
従
丸
亀
罷
帰
、
只
今
＊
1當
地
旅
／
宿
迄
着
仕
候
＊
2故
、
此
段
以
書
付
御
案
内
申
上
候
。
／
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
三
月
廿
七
日
【
第
六
六
紙
】
覚
當
院
寺
家
、
般
若
寺
境
内
ニ
お
ゐ
て
、
捨
子
有
之
候
ニ
付
、
／
＊
1留
守
中
以
書
付
御
案
内
仕
置
御
座
候
通
、
不
忍
見
／
餓
死
、
一
旦
拾
上
候
得
共
、
＊
2地
盤
貧
寺
之
上
、
近
／
年
之
世
栖
ニ
而
住
持
壱
人
さ
へ
暮
兼
居
申
候
へ
は
、
／
中

金
子
抔
相
添
、
外
方
ヘ
差
遣
力
茂
無
之
、
勿
論
／
他
方
ヘ
相
頼
養
育
之
入
用
も
難
相
調
。
殊
ニ
女
／
子
ニ
而
、
院
内
ニ
も
難
指
置
、
進
退
共
実
ニ
當
惑
／
仕
居
申
趣
、
重

嘆
出
候
ニ
付
、
此
段
御
窺
申
上
候
／
間
、
何
卒
被
爲
加
御
慈
愍
、
宜
様
御
指
圖
被
／
爲
仰
附
被
下
候
へ
は
、
難
有
奉
存
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
酉
三
月
廿
九
日
右
願
ニ
付
、
村
方
ヘ
引
取
候
様
之
御
配
り
有
之
候
而
／
早
速
當
浦
役
本
ヘ
相
渡
候
事
。
【
第
六
七
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
飯
谷
村
醍
醐
寺
儀
、
／
今
般
遺
状
相
認
、
御
印
頂
戴
仕
／
度
旨
、
願
出
候
ニ
付
、
添
書
仕
差
上
／
申
候
間
、
何
卒
御
證
印
被
爲
／
仰
付
可
被
下
候
。
已
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
酉
天
保
八
年
五
月
廿
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
六
八
紙
】
覺
原 卓 志
―２７３―
當
院
末
寺
、
本
庄
村
田
林
寺
儀
、
／
病
身
ニ
而
、
寺
役
難
相
勤
ニ
付
、
後
職
／
宮
井
村
如
意
輪
寺
弟
子
真
勝
房
江
／
相
譲
、
隠
居
仕
度
旨
、
願
出
候
。
右
真
／
勝
義
、
於
檀
家
茂
故
障
無
御
座
候
間
、
／
何
卒
奉
願
候
通
、
無
相
違
被
爲
／
仰
附
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
酉
十
月
廿
四
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
六
九
紙
】
來
年
頭
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
付
候
／
条
、
諸
事
前

之
通
相
心
得
、
参
不
参
共
書
付
、
同
月
／
九
日
迄
ニ
我
等
宅
ヘ
可
被
差
出
候
。
且
出
仕
ニ
候
得
は
、
十
四
日
昼
／
時
迄
ニ
爰
許
江
罷
越
、
旅
宿
案
内
書
可
被
指
出
候
。
且
又
／
指
上
物
之
儀
＊
1仕
來
候
寺
院
之
儀
は
、
前

之
通
可
被
相
心
得
候
。
／
将
又
不
参
之
寺
院
差
上
物
之
儀
、
相
頼
候
寺
院
名
書
／
可
被
差
出
候
。
尤
、
他
國
ヘ
参
居
候
分
ハ
指
上
物
ニ
不
相
及
候
。
／
将
又
伴
僧
猶
豫
所
之
外
、
猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
等
／
無
之
様
、
兼
而
申
付
可
被
置
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
戌
天
保
九
十
二
月
廿
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
尚
以
此
状
、
早

致
順
達
、
廻
濟

可
被
指
戻
候
。
且
御
／
目
見
才
判
之
義
、
飯
谷
村
与
頭
庄
屋
竹
内
柳
左
衛
門
ヘ
／
申
付
候
条
、
右
面

江
も
旅
宿
案
内
書
可
被
差
出
候
。
／
且
又
指
懸
病
氣
等
ニ
而
不
参
仕
候
得
ハ
、
其
段
／
早
速
可
被
申
出
候
。
以
上
。
【
第
七
〇
紙
】
覚
横
切
届
扣
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
例
毎
之
／
通
被
仰
付
候
御
趣
、奉
畏
候
。差
支
／
無
御
座
候
故
、
参
上
可
仕
候
。
右
之
／
段
以
書
付
＊
1御
届
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
正
月
〇
天
保
九
戌
冬
、
御
直
書
・
御
判
物
之
類
御
覧
被
遊
度
／
ニ
付
、
國
中
所
持
候
者
ヘ
差
出
候
様
、
御
配
り
御
座
候
ニ
付
、
写
書
／
差
上
候
。
其
扣
ハ
御
書
箱
之
内
ニ
入
置
候
。
御
配
り
書
之
扣
、
左
之
通
。
尚
以
所
持
之
有
無
と
も
本
文
・
日
限
と
可
被
申
出
候
。
御
先
代
様
よ
り
被
下
置
候
御
書
之
類
、
左
書
株

追

／
可
被
遊
御
覧
条
、
所
持
之
者
有
之
候
ヘ
ハ
、
可
指
出
旨
、
／
御
目
付
之
面

よ
り
申
來
候
条
、
所
持
之
寺
社
ハ
先
右
／
御
写
書
相
認
、
來
月
十
日
迄
ニ
可
差
出
候
。
其
上
ニ
而
御
／
本
紙
差
出
方
・
日
限
等
心
得
向
之
儀
ハ
、
可
及
差
圖
候
。
以
上
。
【
第
七
一
紙
】
高
木
真
之
助
十
月
晦
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
光
善
寺
一
其
家
ニ
當
り
被
下
置
候
御
直
書
、
且
御
直
書
ニ
無
之
共
／
御
結
構
之
御
趣
意
等
ニ
而
、
御
直
判
有
之
御
書
付
類
。
一
其
家
ニ
當
り
不
申
共
、
御
直
書
之
分
。
一
右
之
外
ニ
も
差
出
方
難
心
得
御
書
之
類
有
之
候
ヘ
ハ
、
／
其
段
可
申
出
候
。
但
表
装
等
仕
置
候
分
ハ
、
其
侭
可
差
出
候
。
一
＊
1御
判
物
處
方
御
詩
歌
御
一
行
物
之
類
。
右
株

ハ
、
御
用
ニ
無
之
候
ニ
付
、
差
出
ニ
不
及
候
事
。
覺
〈
横
切
／
＊
2御
書
写
ニ
相
添
差
出
候
書
付
扣
〉
御
直
書
・
御
直
判
等
之
類
、
写
書
差
上
候
様
、
被
仰
付
候
ニ
付
、
／
則
別
帋
ニ
相
認
差
上
候
。
蓬
庵
様
御
書
三
通
／
天
庸
様
御
書
壱
通
蓬
庵
様
よ
り
御
材
木
拝
領
／
被
仰
付
候
御
印
。
右
之
外
、
境
内
御
免
許
三
好
公
之
／
御
書
壱
通
所
持
仕
候
得
共
、
其
儀
ハ
差
扣
、
御
直
書
・
御
直
／
判
之
分
写
差
上
申
候
。
其
外
ニ
御
書
之
類
所
持
不
仕
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
十
一
月
四
日
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【
第
七
二
紙
】
御
尋
ニ
付
申
上
覚
横
切
壱
院
寺
務
之
僧
、
於
外
方
灌
頂
入
檀
仕
候
共
、
於
其
本
寺
／
灌
頂
不
仕
候
へ
は
、
住
職
難
申
付
哉
。
於
他
院
入
檀
之
僧
／
住
職
之
砌
ハ
、
於
本
寺
再
灌
頂
爲
致
候
儀
歟
。
此
段
以
書
付
／
御
答
可
申
上
旨
、
被
仰
聞
奉
承
知
候
。
凡
僧
徒
加
行
成
／
満
之
上
、
傳
法
灌
頂
ニ
入
檀
仕
、
一
宗
之
大
事
相
受
候
上
、
／
壱
院
之
寺
務
職
ニ
相
備
儀
は
、
壱
統
之
通
儀
ニ
御
座
候
。
／
右
入
檀
ニ
付
、
於
其
本
寺
入
檀
仕
、
又
ハ
於
野
山
入
壇
仕
、
或
ハ
／
御
國
許
於
外
本
寺
入
檀
仕
等
之
儀
、
何
れ
共
一
旦
／
入
檀
之
僧
ハ
、
壱
院
之
住
職
不
足
無
御
座
候
。
乍
併
、
本
寺
／
之
院

夫

規
則
も
御
座
候
ヘ
ハ
、
末
寺
之
弟
子
ハ
、
必
於
其
／
本
寺
灌
頂
可
仕
掟
ニ
守
來
候
方
茂
有
之
。
又
ハ
、
本
寺
ヘ
入
／
檀
頼
出
候
節
、
本
寺
ニ
差
支
御
座
候
時
ハ
、
添
書
ヲ
以
外
本
寺
／
ニ
而
入
檀
爲
致
候
類
茂
有
之
。
又
、
野
山
或
ハ
外
本
寺
／
等
ニ
而
入
檀
仕
候
共
、
無
子
細
住
職
爲
致
候
寺
も
御
／
座
候
様
ニ
承
及
候
。
愚
院
末
寺
之
儀
ハ
、
何
れ
之
時
代

／
流
れ
來
候
哉
、
當
時
ニ
而
は
、
一
定
之
規
矩
無
御
座
、
只
入
【
第
七
三
紙
】
檀
之
上
、
行
状
正
キ
僧
ニ
ハ
住
職
爲
致
來
申
候
。
乍
併
／
譬
灌
頂
已
後
之
僧
ニ
而
も
、
聊
不
如
法
之
風
聞
御
座
候
時
、
／
本
寺

明
白
ニ
申
立
候
而
ハ
、
彼
僧
一
生
之
難
渋
ニ
相
成
／
抔
之
時
ハ
、
不
相
障
様
、
他
事
ニ
申
述
添
簡
差
支
儀
も
／
御
座
候
。
惣
〆
本
末
之
儀
ハ
、
法
儀
も
本
末
ニ
御
座
候
へ
は
、
／
実
ニ
ハ
末
寺
之
院

本
寺
之
法
流
可
相
受
筈
ニ
御
座
候
。
／
次
ニ
高
野
觸
之
中
ニ
も
法
流
中
絶
之
儀
有
之
候
時
は
、
可
止
自
門
之
濫
觴
自
由
之
企
不
可
有
之
と
の
／
勧
誡
茂
此
等
之
意
ニ
而
御
座
候
半
歟
。
旁
以
末
寺
之
／
僧
ハ
於
本
寺
灌
頂
可
受
儀
、
実
ハ
正
キ
道
理
ニ
而
御
座
候
／
様
相
心
得
罷
在
候
ニ
付
、
此
段
、
以
書
付
奉
申
上
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
亥
天
保
十
二
月
廿
日
右
は
、
櫛
木
浦
禅
定
寺
弟
子
＊
1瑞
岳
、
於
高
野
灌
頂
仕
候
得
共
／
本
寺
ニ
而
灌
頂
無
之
。
又
本
寺
ヘ
無
案
内
之
由
候
歟
。
禅
定
寺
病
／
氣
ニ
付
、
＊
2瑞
岳
ヘ
付
嘱
仕
度
旨
、
東
林
院
ヘ
申
出
候
所
、
東
林
院
／
留
守
居

添
簡
、
差
支
於
本
寺
灌
頂
仕
直
し
候
様
／
申
ニ
付
、
其
段
禅
定
寺

以
書
付
、
御
役
所
ヘ
願
出
候
故
、
國
／
中
外
本
寺
之
規
矩
如
何
之
旨
、
荘
厳
院
・
鶴
林
寺
・
／
當
寺
等
ヘ
御
役

御
尋
御
座
候
ニ
付
、
差
上
候
横
切
也
。
【
第
七
四
紙
】
奉
願
覺
當
院
寺
家
、
宝
生
寺
檀
那
、
播
磨
屋
弥
兵
衛
儀
、
／
爲
聖
靈
追
善
、
流
水
灌
頂
仕
度
旨
、
頼
出
候
／
ニ
付
、
＊
1來
八
月
十
七
日
於
中
町
端
内
川
筋
小
屋
懸
仕
、
修
行
仕
度
旨
、
／
宝
生
寺

願
出
候
。
尤
、
御
鳥
見
靏
羽
才
助
殿
／
見
分
之
上
、
御
鷹
方
御
差
障
ニ
相
成
場
所
ニ
而
／
は
無
御
座
、
於
浦
方
茂
故
障
無
＊
2之
候
間
、
何
／
卒
御
聞
届
之
上
、
右
修
行
被
＊
3爲
仰
付
可
被
下
候
／
様
、
奉
願
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
亥
天
保
十
七
月
廿
六
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
七
五
紙
】
覚
當
院
寺
家
、
寶
生
寺
儀
、
就
心
願
、
今
般
／
四
國
巡
拝
ニ
罷
越
申
度
旨
、
願
出
候
ニ
付
、
／
此
段
奉
願
候
間
、
何
卒
御
聞
届
之
／
上
、
宍
喰
御
番
所
御
切
手
被
仰
付
／
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
尤
、
下
人
廣
蔵
／
壱
人
召
連
申
候
。
已
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
四
月
二
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
七
六
紙
】
覺
美
濃
竪
紙
當
院
檀
家
、
井
上
甚
右
衛
門
儀
、
爲
新
聖
靈
／
追
善
、
來
八
月
十
八
日
、
於
當
寺
境
内
、
流
水
／
灌
頂
仕
度
旨
、
頼
出
候
間
、
御
許
容
被
／
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
子
天
保
十
一
年
七
月
原 卓 志
―２７５―
高
木
真
之
助
殿
覚
横
切
添
紙
右
、
流
水
灌
頂
執
行
御
許
容
被
仰
附
／
候
ハ
ヽ
、
當
浦
橋
筋
・
新
町
・
芝
生
村
・
宮
井
／
村
・
江
田
村
、
右
五
ヶ
所
江
建
札
仕
度
／
奉
存
候
間
、
何
卒
奉
願
上
候
。
以
上
。
子
七
月
【
第
七
七
紙
】
覺
小
松
嶋
浦
地
藏
寺
儀
、
來
月
十
八
日
／
於
境
内
流
水
灌
頂
執
行
ニ
付
、
其
／
村
浦
へ
建
札
承
届
之
条
、
不
差
支
様
／
可
申
付
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
赤
川
三
郎
右
衛
門
＊
1（
墨
印
）
七
月
廿
一
日小
松
島
江
田
芝
生
宮
井
右
村
浦
役
人
共
方
ヘ
【
第
七
八
紙
】
覺
美
濃
竪
紙
當
院
寺
家
、
阿
弥
陀
寺
儀
、
数
年
殊
之
外
／
及
破
壊
、
最
早
本
尊
安
置
茂
難
仕
ニ
付
、
／
再
建
之
志
願
御
座
候
得
共
、
無
檀
之
寺
ニ
而
、
／
其
儀
難
相
調
心
配
仕
罷
在
候
處
、
右
爲
／
寄
進
明
丑
年
春
、
於
阿
弥
陀
寺
境
内
、
／
晴
天
十
日
之
間
、
淡
路
座
人
形
芝
居
仕
／
見
物
之
者
ヘ
助
力
相
頼
度
旨
、
講
中
之
／
者

申
出
候
間
、
何
卒
御
許
容
被
爲
／
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
子
十
月
高
木
真
之
助
殿
【
第
七
九
紙
】
申
上
覚
〈
庄
屋
ヘ
申
遣
テ
添
書
之
寫
〉
當
浦
地
藏
寺
寺
家
、
阿
弥
陀
寺
大
破
ニ
及
、
／
本
尊
安
置
も
難
仕
、
再
建
之
志
願
御
座
候
得
共
、
／
無
檀
之
寺
ニ
而
、
其
儀
難
相
調
。
爲
寄
進
／
明
丑
春
晴
天
十
日
之
間
、
淡
路
座
人
形
芝
／
居
仕
度
旨
、
委
細
地
蔵
寺

奉
願
上
段
、
／
御
聞
届
被
仰
付
被
爲
下
候
而
も
、
浦
方
差
／
支
之
儀
、
無
御
座
候
。
此
段
書
付
ヲ
以
奉
申
／
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦
庄
屋
町
□
清
太
郎
判
同
浦
年
寄
幾
田
兵
左
衛
門
判
同
七
條
宗
三
郎
判
同
桂
勝
市
郞
判
同
五
人
組
勇
蔵
判
同
貞
次
判
同
忠
蔵
判
同
記
右
衛
門
判
子
十
月
板
野
勝
浦
御
郡
代
様
御
手
代
笹
倉
金
次
兵
衛
殿
【
第
八
〇
紙
】
天
保
十
一
子
十
二
月
十
四
日
回
状
扣
來
年
頭
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
ニ
被
仰
付
候
条
、
／
諸
事
前

之
通
相
心
得
、
参
不
参
と
も
書
付
、
同
月
／
九
日
迄
ニ
我
等
宅
ヘ
可
被
指
出
候
。
出
仕
候
ヘ
ハ
十
四
日
昼
時
、
爰
／
元
ヘ
罷
出
、
旅
宿
案
内
書
可
被
指
出
候
。
指
上
物
之
儀
、
寺
／
院
之
儀
は
、
前

之
通
可
被
相
心
得
候
。
且
＊
1不
参
之
寺
／
院
指
上
物
之
義
、
相
頼
候
寺
院
名
書
可
被
指
出
候
。
尤
、
／
他
國
ヘ
参
居
候
分
ハ
、
指
上
物
ニ
不
相
及
候
。
将
亦
伴
僧
／
猶
豫
所
之
外
、
猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
等
無
之
様
、
／
兼
而
可
被
申
附
置
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
十
二
月
十
四
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
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猶
以
此
状
、
早

致
順
達
、
廻
濟

可
被
指
戻
候
。
且
／
御
目
見
才
判
之
儀
、
中
田
村
与
頭
庄
屋
田
村
真
右
衛
門
ヘ
／
申
付
候
条
、
右
面

之
旅
宿
案
内
書
可
被
指
出
候
。
且
／
指
懸
病
氣
等
ニ
而
不
参
仕
候
ヘ
ハ
、
其
段
早
速
可
被
／
申
出
候
。
以
上
。
【
第
八
一
紙
】
覺
天
保
十
一
子
十
二
月
願
出
扣
宮
井
村
如
意
輪
寺
本
尊
、
明
丑
年
従
二
月
／
上
旬
、
晴
天
三
十
日
之
間
、
於
當
寺
開
帳
仕
、
諸
人
／
結
縁
爲
致
度
旨
、
頼
來
候
。
就
而
は
先
例
之
通
／
右
日
限
之
間
、
當
寺
本
尊
開
扉
仕
度
奉
存
候
。
／
此
段
御
許
容
被
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
／
并
別
帋
之
通
、
村

建
札
仕
度
奉
存
候
間
、
／
御
聞
濟
被
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1□
十
二
月
十
九
日
高
木
真
之
助
殿
覺
新
町
橋
・
佐
古
橋
・
八
万
村
・
江
田
村
・
宮
井
村
・
芝
生
／
村
・
田
野
＊
2村
・
赤
石
・
當
浦
、
右
之
通
建
札
仕
度
／
奉
存
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
十
二
月
十
九
日
【
第
八
二
紙
】
覺
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
任
先
例
今
般
／
中
津
峯
観
音
開
帳
日
限
之
間
、
／
本
尊
愛
染
明
王
、
添
開
帳
仕
度
／
旨
、
申
出
候
ニ
付
、
右
之
段
奉
願
候
間
、
／
何
卒
御
聞
届
被
仰
附
可
被
下
候
。
／
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
判
閏
正
月
六
日
高
木
真
之
助
殿
覺
横
切
之
写
當
寺
之
儀
、
従
先
年
境
内
弐
反
六
畝
三
歩
、
高
弐
石
八
斗
七
升
壱
合
、
／
御
免
許
御
證
文
御
座
候
。
并
寺
家
六
ヶ
寺
、
境
内
惣
〆
弐
反
九
畝
十
八
歩
、
高
／
三
石
五
斗
五
升
弐
合
、
同
断
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。
此
儀
は
明
和
六
年
ニ
／
委
敷
帳
面
相
認
差
上
置
候
扣
書
御
座
候
。
其
外
別
段
御
知
行
拝
／
領
仕
居
不
申
候
。
此
段
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
十
二
月
十
四
日
【
第
八
三
紙
】
覺
當
院
末
寺
、
日
開
野
村
圓
福
寺
儀
、
遺
／
状
相
認
御
印
頂
戴
仕
度
旨
、
願
出
候
／
ニ
付
、
添
書
仕
差
上
申
候
間
、
御
證
印
／
被
仰
附
可
被
下
候
。
尤
、
後
住
仁
躰
、
并
／
年
齢
之
處
、
子
細
無
御
座
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1□
閏
正
月
廿
四
日
高
木
真
之
助
殿
覚
横
切
之
扣
去
冬
奉
願
、
御
聞
濟
被
仰
附
御
座
候
操
之
儀
、
當
處
／
不
勝
手
ニ
付
、
於
横
瀬
村
仕
候
得
は
、
至
極
便
利
成
候
趣
、
／
講
中
之
者

申
出
候
ニ
付
、
於
彼
村
興
行
爲
致
度
奉
存
候
／
間
、
何
卒
御
許
容
被
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
以
上
。小
松
嶋
浦地
蔵
寺
＊
2閏
月
廿
六
日
高
木
真
之
助
様
【
第
八
四
紙
】
覚
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
今
般
／
遺
状
相
認
、
御
印
頂
戴
仕
度
旨
、
願
出
候
／
間
、
何
卒
御
證
印
被
仰
付
可
被
下
候
。
／
尤
、
遺
状
之
仁
躰
年
齢
等
、
子
細
無
／
御
座
候
。
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以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
判
閏
正
月
廿
九
日
高
木
真
之
助
殿
覺
横
切
之
扣
當
院
并
中
津
峯
観
音
、
同
寺
家
般
若
寺
開
帳
之
儀
、
／
先
達
而
晴
天
三
十
日
之
間
、
開
扉
仕
度
旨
、
奉
願
／
御
座
候
所
、
御
時
節
ニ
付
、
日
數
相
重
郷
分
＊
1槃
用
／
之
時
分
ニ
相
向
候
ニ
付
、
來
ル
十
一
日
閉
帳
仕
度
奉
存
候
／
間
、
此
段
御
許
容
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
四
月
【
第
八
五
紙
】
覚
横
切
〈
此
書
付
穏
便
ニ
付
／
乞
下
ケ
い
た
し
候
〉
先
達
而
、
奉
願
置
御
座
候
阿
弥
陀
寺
操
之
／
儀
、
便
利
ニ
付
、
於
横
瀬
村
仕
度
旨
、
奉
伺
／
御
座
候
所
、
逐

百
姓
方
世
話
敷
時
分
ニ
罷
／
成
、
地
面
植
付
等
仕
、
明
地
無
御
座
、
於
彼
地
／
興
行
難
成
間
、
於
當
地
秋
芝
居
ニ
仕
度
／
旨
、
世
話
人
共

申
出
候
ニ
付
、
此
段
御
許
容
／
可
被
下
候
様
、
以
書
付
奉
願
候
。
已
上
。
地
蔵
寺
三
月
覺
〈
有
馬

行
方
不
相
知
故
／
此
添
書
不
差
上
〉
當
院
末
寺
、
大
松
村
持
福
寺
儀
、
於
有
馬
病
氣
ニ
／
罷
在
候
ニ
付
、
隠
居
仕
、
後
職
之
義
、
彼
院
隠
居
密
賢
江
／
譲
戻
仕
度
旨
、
奉
願
候
間
、
何
卒
無
相
違
被
仰
附
／
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
六
月
四
日
高
木
真
之
助
殿
【
第
八
六
紙
】
〈
尚
以
當
時
寺
役
之
義
、
不
差
支
様
、
地
蔵
院
ヘ
今
日
／
申
渡
有
之
候
。
此
段
も
可
被
相
心
得
候
〉
大
松
村
持
福
寺
、
先
達
而
願
出
有
馬
入
湯
ニ
／
罷
越
居
候
所
、
彼
表
ニ
ハ
居
不
申
不
如
法
如
何
／
之
風
聞
有
之
趣
、
右
村
役
人
、
持
福
寺
留
主
／
受
持
大
谷
村
地
蔵
院

申
出
候
ニ
付
上
り
／
寺
ニ
申
付
候
条
、
後
住
之
僧
相
撰
、
早

可
被
／
申
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
六
月
十
日
小
松
島
浦地
蔵
寺
覚
大
松
村
持
福
寺
、
今
般
被
召
上
候
ニ
付
、
後
住
之
／
僧
相
撰
可
申
上
旨
被
仰
附
、
奉
畏
候
。
則
別
帋
之
通
、
／
相
撰
差
上
申
候
間
、
右
仁
躰
之
内
、
御
上
之
思
召
ヲ
以
／
何
れ
ヘ
成
共
被
爲
仰
付
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦
地
蔵
寺
六
月
【
第
八
七
紙
】
一
持
福
寺
隠
居
／
密
賢
密
賢
儀
、
無
子
細
、
隠
居
仕
居
申
候
。
一
江
田
村
／
寶
聚
寺
泰
澄
寶
聚
寺
儀
、
持
福
寺
と
ハ
数
代
法
縁
之
寺
ニ
而
御
座
候
。
／
住
持
儀
、
只
今
ハ
高
野
山
ヘ
罷
越
逗
留
＊
1
ニ
而
候
。
一
小
松
島
浦
／
真
福
寺
純
瑞
真
福
寺
儀
ハ
、
一
代
寶
聚
寺
ヘ
ハ
轉
住
仕
候
寺
ニ
而
／
持
福
寺
と
ハ
法
縁
之
交
不
仕
來
候
得
共
、
住
職
／
之
心
得
方
宜
ニ
付
、
書
加
申
候
。
覚
横
切
先
達
而
、
奉
願
御
座
候
阿
弥
陀
寺
芝
居
之
儀
、
明
／
霜
月
早


於
當
寺
境
内
安
五
座
興
行
／
仕
度
旨
、
世
話
方
之
者

申
出
候
間
、
此
段
／
以
書
付
御
案
内
申
上
候
。
已
上
。
小
松
島
浦
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地
蔵
寺
十
月
覚
横
切
先
月
、
以
書
付
御
届
申
上
置
御
座
候
、
於
拙
寺
境
内
操
／
芝
居
興
行
之
＊
2儀
、
來
＊
3七
日
八
日
両
日
之
内
、
初
日
相
始
度
旨
、
／
世
話
方
之
者

申
出
候
間
、
此
段
御
届
申
上
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
十
一
月
四
日
【
第
八
八
紙
】
覚
横
切
一
昨
日
、
以
書
付
申
上
候
通
、
境
内
芝
居
之
儀
、
弥
／
明
後
八
日

興
行
仕
ニ
付
、
地
盤
不
心
得
ニ
而
不
法
／
相
働
、
村
方
之
手
ニ
難
及
者
茂
有
之
候
。
土
地
／
柄
故
、
心
配
仕
儀
ニ
御
座
候
。
殊
境
内
之
儀
ニ
候
へ
は
、
／
何
卒
御
制
道
方
壱
人
、
御
配
可
被
下
候
／
様
、
奉
願
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
十
天
保
十
二
丑
一
月
六
日
御
役
所
御
雇
之
者
、
被
仰
付
候
ヘ
ハ
、
賃
銀
之
儀
ハ
、
／
當
寺

＊
1相
渡
可
申
候
。
此
段
押
紙
仕
候
。
以
上
。
此
通
押
紙
い
た
し
候
得
共
、
本
紙
ニ
直
ニ
書
入
候
而
宜
敷
候
故
、
扣
置
候
。
《
＊
2貼
紙
》
覚
當
春
御
許
容
被
仰
附
御
座
候
、
阿
弥
陀
寺
芝
居
之
儀
、
／
來
十
一
月
早


、
於
當
寺
境
内
安
五
座
致
興
行
度
／
候
間
、
此
段
御
鷹
御
奉
行
所
江
被
届
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
判
十
月
廿
三
日
鶴
羽
才
助
殿
覚
横
切
當
寺
芝
居
之
儀
、
従
當
月
十
日
、
廿
六
日
／
迄
、
晴
天
十
日
相
満
候
ニ
付
、
此
段
以
書
付
／
御
届
申
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
十
一
月
廿
七
日
【
第
八
九
紙
】
來
年
頭
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
候
条
、
／
諸
事
前

之
通
相
心
得
、
参
不
参
と
も
書
付
、
／
同
月
九
日
迄
ニ
、
我
等
宅
ヘ
可
被
指
出
候
。
出
仕
ニ
候
／
へ
は
、
十
四
日
昼
時
迄
ニ
、
爰
元
へ
罷
出
、
旅
宿
案
／
内
書
可
被
指
出
候
。
且
又
不
参
之
寺
院
指
上
／
物
之
儀
、
相
頼
候
寺
院
名
書
可
被
指
出
候
。
尤
、
／
他
國
ヘ
参
居
候
分
ハ
、
指
出
物
ニ
不
相
及
候
。
将
又
／
伴
僧
猶
豫
所
之
外
、
猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
／
等
無
之
様
、
兼
而
可
被
申
付
置
候
。
以
上
。
高
木
真
蔵
高
木
真
之
助
十
二
月
十
九
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
猶
以
此
状
急

致
順
達
、
廻
濟
よ
り
可
被
指
戻
候
。
且
／
御
目
見
裁
判
之
儀
、
中
田
村
与
頭
庄
屋
田
村
真
右
衛
門
・
／
澁
野
村
同
長
田
恒
左
衛
門
ヘ
申
付
候
条
、
旅
宿
案
内
書
可
／
被
指
出
候
。
并
指
懸
不
参
仕
候
へ
ハ
、
其
段
早
速
可
被
申
出
候
。
以
上
。
【
第
九
〇
紙
】
其
院
寺
家
、
＊
1法
生
寺
儀
、
平
素
御
制
禁
之
奕
事
ニ
／
相
携
候
而
已
な
ら
す
、
女
犯
之
取
沙
汰
も
有
之
趣
、
并
／
同
観
音
寺
・
般
若
寺
・
真
福
寺
義
、
平
素
令
大
酒
／
女
犯
之
取
沙
汰
も
有
之
趣
。
孰
も
僧
侶
之
身
分
／
有
間
敷
處
行
、
別
而
不
届
之
事
ニ
候
。
依
之
四
ヶ
寺
共
原 卓 志
―２７９―
／
追
院
申
付
、法
生
寺
義
は
、勝
浦
・
名
東
・
那
賀
三
郡
・
／
＊
2御
山
下
・
洲
本
住
居
指
構
、
其
餘
三
ヶ
寺
義
ハ
、
勝
浦
一
郡
・
御
山
下
・
／
洲
本
と
も
住
居
指
構
候
様
、
御
當
職
御
下
知
有
之
。
／
其
段
今
日
夫

申
渡
候
条
、
右
四
ヶ
寺
寺
役
之
義
、
指
／
支
無
之
様
可
被
相
心
得
候
。
以
上
。
高
木
真
蔵
高
木
真
之
助
十
＊
3
天
保
十
三
丑
と
し二
月
廿
五
日
小
松
島
浦
地
蔵
寺
田
野
村
恩
山
寺
義
、
不
心
得
不
届
之
義
有
之
。
追
院
／
申
付
、
勝
浦
一
郡
・
御
山
下
・
洲
本
共
住
居
指
構
候
様
／
御
當
職
御
下
知
有
之
、
今
日
其
段
申
渡
候
。
依
之
、
右
院
／
寺
役
之
義
、
當
時
其
院
ヘ
申
付
候
条
、
不
指
支
様
可
被
／
相
心
得
候
。
以
上
。
高
木
真
蔵
高
木
真
之
助
十
二
月
廿
五
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
【
第
九
一
紙
】
覚
横
切
扣
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
例
毎
之
通
被
仰
付
候
／
御
趣
、
奉
畏
候
。
差
支
無
御
座
候
故
、
参
上
可
仕
候
。
／
此
段
以
書
付
御
案
内
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
正
月
七
日
覚
横
切
扣
〈
此
伺
恩
山
寺
間
違
ニ
而
、
御
本
城
ヘ
ハ
、
／
御
札
上
不
來
候
故
、
伺
捨
ニ
い
た
し
置
〉
去
冬
、
田
野
村
恩
山
寺
、
當
時
寺
役
不
差
支
／
様
可
相
勤
旨
被
仰
付
、
奉
畏
候
。
右
ニ
付
、
恩
山
寺
／
例
年
共
、
來
十
五
日
御
本
城
江
御
祈
禱
之
／
御
札
奉
献
上
來
候
所
、
當
年
は
無
住
之
儀
故
、
／
御
目
見
献
上
物
、
同
断
ニ
献
上
ニ
不
相
及
儀
ニ
御
座
候
哉
。
／
将
御
祈
禱
之
御
札
之
儀
故
、
請
持
之
名
前
ヲ
以
／
献
上
仕
候
而
茂
宜
儀
ニ
御
座
候
哉
。
此
段
以
書
付
／
御
伺
申
上
候
間
、
御
指
圖
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦
地
蔵
寺
正寅年
月
十
一
日
【
第
九
二
紙
】
其
院
末
、
中
郷
村
寶
蔵
寺
當
住
儀
、
不
届
有
之
段
／
獵
追
院
被
仰
付
候
。
依
之
後
住
僧
栖
相
撰
急

可
被
申
出
候
。
／
且
又
田
野
村
恩
山
寺
義
も
、
右
同
断
被
仰
付
候
ニ
付
而
ハ
、
／
是
又
後
住
僧
栖
靏
林
寺
申
談
相
撰
、
早

可
被
申
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
赤
川
三
郎
右
衛
門
正
月
廿
四
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
横
切
之
扣
〈
南
北
共
通
途
ハ
三
人
計
相
撰
書
出
來
候
ニ
付
／
已
ニ
＊
1昨
年
六
月
、
覚
大
松
持
福
寺
後
住
相
撰
候
留
／
記
之
通
、
此
度
も
三
人
書
出
候
所
、
御
役
所
ニ
而
御
／
差
シ
別
ケ
煩
重
ニ
候
故
、
見
込
ヲ
以
壱
人
ニ
相
居
／
可
申
出
旨
、
被
申
候
ニ
付
、
左
之
通
書
付
差
上
候
〉
中
郷
村
寶
蔵
寺
後
住
職
之
儀
、
仁
躰
相
撰
／
可
申
出
旨
被
仰
付
、
奉
畏
候
。
則
日
開
野
村
／
圓
福
寺
唯
仁
義
、
年
齢
廿
七
八
才
ニ
罷
成
、
如
法
ニ
／
相
勤
罷
在
候
故
、
圓
福
寺
ヘ
被
仰
付
候
而
、
／
差
支
無
御
座
候
。
此
段
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
正
天
保
十
四
卯
月
【
第
九
三
紙
】
覚
横
切
田
野
村
恩
山
寺
後
住
職
之
儀
、
仁
躰
相
撰
可
申
出
旨
／
被
仰
付
、
承
知
仕
候
。
則
中
田
村
桂
林
寺
宥
盛
儀
、
／
年
齢
四
十
四
五
才
ニ
罷
成
、
如
法
ニ
相
勤
罷
在
候
故
、
彼
／
僧
ヘ
被
被
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仰
付
候
而
可
然
様
奉
存
候
。
此
段
以
書
付
／
申
出
候
。
以
上
。
靏
林
寺
地
蔵
寺
卯
二
月
廿
六
日
八
多
村
金
龍
寺
事
、
恩
山
寺

兼
帯
成
居
申
ニ
付
、
同
時
ニ
上
リ
寺
ニ
／
相
成
有
之
所
、
恩
山
寺
後
住
撰
、
鶴
林
寺
・
當
寺
両
院
ヘ
被
仰
付
、
／
金
龍
寺
之
儀
ハ
、
何
之
御
沙
汰
も
無
之
候
得
共
、
八
多
村
庄
屋

／
承
候
ヘ
ハ
、
両
院

相
撰
可
申
出
趣
之
様
、
於
御
役
所
被
申
候
趣
ニ
候
故
、
／
以
使
僧
御
用
序
ニ
相
伺
候
所
、
左
之
通
之
小
書
差
越
候
ニ
付
、
／
扣
置
候
。
一
金
龍
寺
後
住
僧
之
義
、
恩
山
寺
同
断
、
両
寺
／
申
談
撰
出
候
様
。
右
撰
出
之
儀
ハ
、
鶴
林
寺
・
當
寺
連
名
ニ
而
、
鶴
林
寺

差
出
候
。
／
後
住
ハ
恩
山
寺
弟
子
観
正
書
出
候
所
、
年
齢
少
不
足
ニ
付
、
内
／
住
職
申
渡
、
表
ハ
中
津
峰
兼
帯
ニ
申
出
、
其
通
被
仰
候
事
。
【
第
九
四
紙
】
覚
當
院
末
寺
、
西
須
賀
村
正
福
寺
儀
、
病
氣
ニ
罷
在
／
寺
役
難
相
勤
隠
居
仕
、
後
職
之
儀
、
佐
古
福
／
蔵
寺
先
住
弟
子
宜
運
房
ヘ
附
嘱
仕
度
旨
、／
申
出
候
ニ
付
、檀
家
壱
統
相
鍛
候
處
、
故
障
／
無
御
座
候
故
、
何
卒
奉
願
候
通
、
被
仰
附
／
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
卯
九
月
七
日
高
木
真
之
助
殿
來
年
頭
御
禮
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
付
候
条
、
／
諸
事
前

之
通
相
心
得
、
参
不
参
共
書
付
、
同
／
月
九
日
迄
ニ
我
等
宅
へ
可
被
指
出
候
。
出
仕
ニ
候
ヘ
ハ
、
／
十
四
日
昼
時
迄
ニ
爰
許
ヘ
罷
出
、
旅
宿
案
内
書
／
可
被
指
出
候
。
指
上
物
之
儀
、
寺
院
之
儀
は
、
前

／
之
通
可
被
相
心
得
候
。
且
又
不
参
之
寺
院
指
上
物
【
第
九
五
紙
】
之
儀
、
相
頼
候
寺
院
名
書
可
被
指
出
候
。
尤
、
他
國
ヘ
／
参
候
分
ハ
、
指
上
物
ニ
不
相
及
候
。
将
又
伴
僧
猶
／
豫
所
之
外
、
猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
等
無
之
／
様
、
兼
而
可
被
申
置
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
十
＊
1
天
保
十
三
寅
二
月
十
三六
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
尚
以
才
判
之
儀
、
飯
谷
村
与
頭
庄
屋
竹
内
柳
左
衛
門
・
／
宮
井
村
右
同
平
岡
邦
平
ヘ
申
付
候
条
、
右
両
／
人
ヘ
旅
宿
案
内
書
可
被
指
出
候
。
以
上
。
右
天
保
十
三
年
寅
十
二
月
十
五
日
拝
見
召
時
ニ
／
光
善
寺
ヘ
相
送
り
候
也
。
覚
横
切
扣
來
十
五
日
年
頭
御
目
見
例
毎
之
通
被
仰
附
御
趣
、
／
奉
畏
候
。
差
支
無
御
座
候
故
、
参
上
可
仕
候
。
右
之
段
／
以
書
付
申
上
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
卯
正
月
五
日
【
第
九
六
紙
】
○
天
保
十
年
亥
十
二
月
、
御
役
所

申
來
寫
。
／
別
紙
ニ
認
置
候
所
、
跡
よ
り
此
ニ
寫
。
左
之
通
、
御
當
職
御
下
知
有
之
候
旨
、
御
目
付
之
面

／

申
來
候
条
、
右
様
被
相
心
得
、
知
行
高
御
證
文
有
之
／
候
ハ
ヽ
、
其
段
來
十
四
日
迄
ニ
可
被
申
出
候
。
以
上
。
高
木
真
蔵
十
二
月
十
二
日
靏
林
寺
地
蔵
寺
光
善
寺
御
家
中
知
行
御
判
物
被
下
候
儀
、
已
前
御
中
絶
／
ニ
も
相
成
、
御
家
老
よ
り
相
渡
置
候
仮
證
文
之
侭
／
知
行
い
た
し
來
候
面

儀
、
寛
政
度
以
來
追

／
御
判
物
被
下
事
ニ
候
。
然
處
未
御
判
物
ニ
御
直
し
／
不
被
下
向
も
有
之
哉
ニ
相
聞
候
。
依
而
右
様
之
仮
／
證
文
所
原 卓 志
―２８１―
持
之
面

は
、
本
紙
ニ
寫
相
添
、
來
月
／
十
五
日
迄
ニ
御
年
寄
月
番
宅
ヘ
指
出
候
様
、
右

／
可
有
通
達
旨
、
御
目
付
中
申
達
事
。
但
支
配
付
之
者
共
は
、
其
頭
ヘ
取
都
可
指
出
事
。
【
第
九
七
紙
】
一
江
戸
其
外
他
國
御
用
ニ
付
、
罷
越
居
候
面

／
は
、
罷
帰
候
上
、
早

指
出
方
御
目
付
之
面

へ
／
尋
出
候
事
。
一
寺
社
之
儀
茂
前
同
断
事
。
但
町
御
奉
行
御
郡
代
付
と
も
。
一
両
都
御
留
守
居
之
儀
は
、
罷
下
候
節
差
出
／
候
事
。
覚
〈
横
切
ニ
付
申
上
扣
〉
＊
1瑞
雲
院
様
御
書
御
免
許
、
御
墨
印
之
寫
壱
通
。
／
＊
2興
源
院
様
御
免
許
、
御（
？
）□
印
之
寫
壱
通
。
右
弐
通
寫
差
上
申
候
。
此
儀
ハ
昨
年
／
御
書
御
改
之
砌
、
寫
書
差
上
并
御
本
紙
／
茂
奉
入
御
覧
申
候
事
ニ
御
座
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
十
天
保
十
年
二
月
十
六
日
【
第
九
八
紙
】
覚
横
切
扣
〈
天
保
十
四
二
月
集
議
觸
、
年
番
／
之
寺
院
、
以
書
付
申
出
候
様
御
配
ニ
付
、
／
横
切
ヲ
以
申
上
候
書
付
扣
〉
集
議
觸
年
行
司
之
儀
、
當
郡
鶴
林
寺
結
衆
・
／
八
多
結
衆
・
當
結
衆
、
三
組
ニ
罷
成
居
申
、
夫

／
年
番
之
寺
院
御
座
候
。
其
中
、
當
結
衆
之
儀
ハ
、
／
近
年
當
寺
常
番
ニ
罷
成
御
座
候
故
、
／
此
段
以
書
付
御
案
内
申
上
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
卯
二
月
六
日
覚
横
切
扣
當
院
遺
状
之
儀
、
先
達
而
相
認
、
御
印
頂
戴
／
仕
置
御
座
候
處
、
今
般
認
替
候
ニ
付
、
何
卒
／
下
地
之
遺
状
御
消
印
之
上
、
此
度
之
遺
状
ニ
／
御
證
印
被
仰
附
可
被
下
候
。
已
上
。
地
蔵
寺
卯
二
月
廿
六
日
【
第
九
九
紙
】
覺
竪
紙
扣
拙
僧
儀
、
今
般
就
法
用
、
京
都
本
山
ヘ
罷
越
／
度
奉
存
候
。
留
守
中
諸
寺
役
之
儀
は
、
末
寺
／
日
開
野
村
圓
福
寺
、
并
寺
家
般
若
寺
、
／
右
両
院
ヘ
申
付
置
候
間
、
何
卒
御
許
容
／
之
上
、
岡
崎
・
岩
屋
渡
海
御
切
手
被
仰
／
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
尤
、
家
來
両
人
、
浪
之
助
・
／
峯
太
郞
召
連
申
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
卯
天
保
十
四
年
二
月
廿
六
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
〇
〇
紙
】○
天
保
十
四
卯
五
月
、
住
吉
村
福
成
寺
儀
、
後
住
願
出
／
之
儀
ニ
付
、
御
尋
有
之
。
當
院

申
出
候
扣
書
、
左
之
通
也
。
御
用
之
儀
有
之
候
条
、
來
ル
廿
四
日
朝
四
ツ
時
可
被
罷
出
候
。
／
尤
、
右
御
用
筋
ニ
付
、
靏
林
寺
儀
も
同
様
申
達
有
之
候
。
以
上
。
仁
尾
寅
太
郎
高
木
真
之
助
五
月
十
九
日
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
奉
願
上
覚
拙
僧
義
、
徳
命
村
千
光
寺
兼
帯
仕
居
申
候
所
、
両
寺
檀
用
難
／
行
届
候
ニ
付
、
先
千
光
寺
弟
子
智
融
義
、
未
若
僧
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、
／
心
得
宜
如
法
ニ
相
勤
申
ニ
付
、
福
成
寺
附
屬
仕
、
私
義
は
／
千
光
寺
住
職
仕
度
奉
存
候
。
尤
、
近
年
三
十
歳
未
満
之
者
は
、
容
／
易
ニ
不
奉
願
候
様
、
被
仰
付
御
座
候
所
、
彼
者
義
、
未
弐
十
二
歳
ニ
候
へ
共
、
／
戒
律
堅
固
ニ
仕
、
法
国伝山地蔵寺蔵『御触御配書諸願控』 ――解説と翻刻本文――
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用
佛
学
等
、
抽
相
勤
、
諸
事
志
厚
中
歳
／
已
上
之
身
持
心
得
ニ
而
、
俗
家
法
義
之
取
示
も
可
相
調
者
ニ
而
、
／
若
僧
之
躰
ニ
無
御
座
、
旦
家
も
帰
服
仕
、
勿
論
寺
役
向
指
支
／
無
御
座
、
一
寺
相
治
リ
可
申
者
と
奉
存
候
ニ
付
、當
結
衆
中
ヘ
も
／
申
談
候
所
、孰
も
拙
僧
同
意
仕
ニ
付
、
奉
願
上
義
ニ
御
座
候
。
何
卒
／
厚
御
讃
談
之
上
、
御
聞
届
被
仰
付
可
被
下
候
ヘ
ハ
、
重

難
／
有
仕
合
ニ
奉
存
候
。
已
上
。
板
野
郡
住
吉
村
福
成
寺
天
保
十
四
卯
年
四
月
【
第
一
〇
一
紙
】
板
野
勝
浦
御
郡
代
様
御
手
代
黒
田
寛
平
殿
笹
倉
金
次
兵
衛
殿
庄
野
儀
三
太
殿
右
之
通
、
當
村
福
成
寺
奉
願
上
段
、
相
違
無
御
座
、
法
縁
之
千
光
／
寺
弟
子
故
、
智
融
行
状
之
義
、
旦
家
之
者
共
、
兼
而
見
聞
知
申
、
若
／
僧
ニ
ハ
候
へ
共
、
諸
事
心
得
仕
成
等
之
儀
、
更
ニ
若
僧
之
躰
ニ
無
御
座
、
／
長
敷
佛
事
等
、
至
而
深
切
ニ
相
勤
申
ニ
付
、
旦
家
之
者
共
懇
望
／
仕
義
ニ
御
座
候
。
何
卒
願
之
通
、
被
爲
仰
付
被
下
候
ヘ
ハ
、
一
統
難
有
仕
／
合
ニ
奉
存
候
。
已
上
。
同
村
庄
屋
山
田
又
右
衛
門
同
五
人
組
仁
右
衛
門
同
六
兵
衛
同
忠
作
同
喜
三
右
衛
門
同
秀
右
衛
門
卯
四
月
十
一
日
黒
田
寛
平
殿
笹
倉
金
次
兵
衛
殿
庄
野
儀
三
太
殿
御
手
紙
得
御
座
候
。
當
院
末
寺
、
板
野
郡
徳
命
村
千
光
寺
儀
、
同
郡
／
住
吉
村
福
成
寺
兼
住
被
仰
付
御
座
候
所
、
両
寺
役
難
相
勤
／
毎

檀
用
等
指
支
申
ニ
付
、
福
成
寺
之
儀
ハ
、
前
千
光
寺
弟
子
／
智
融
房
ヘ
付
屬
仕
度
旨
、
別
紙
之
通
願
出
申
候
。
右
僧
義
、
年
／
若
ニ
ハ
候
得
共
、
平
素
心
懸
宜
敷
、
檀
用
向
は
勿
論
、
檀
那
之
／
教
化
も
出
來
候
者
ニ
而
、
至
極
如
法
ニ
相
勤
申
ニ
付
、
願
之
通
、
御
聞
／
濟
被
仰
付
候
而
、
於
當
院
指
障
無
御
座
候
間
、
右
様
御
承
知
／
可
被
下
候
。
右
之
段
爲
可
得
御
意
如
此
ニ
御
座
候
。
以
上
。
【
第
一
〇
二
紙
】
持
明
院
四
月
十
二
日
高
状
ノ
上
當
木
真
之
助
様
覚
横
切
板
野
郡
住
吉
村
福
成
寺
後
住
願
出
之
儀
ニ
付
、
存
志
可
／
申
出
旨
被
仰
付
、
承
知
仕
候
。
彼
院
願
出
候
通
、
実
ニ
戒
律
／
堅
固
ニ
修
学
等
相
抽
、
結
衆
之
諸
寺
院
帰
服
之
仁
躰
ニ
／
相
違
無
之
候
へ
は
、
先
達
而
御
觸
達
別
段
之
御
趣
意
も
／
御
座
候
事
故
、
御
法
ニ
相
障
儀
ニ
而
も
無
御
座
、
却
而
外
之
／
追

成
立
之
者
励
ニ
茂
相
成
可
申
候
ニ
付
、
右
願
出
之
通
／
被
仰
付
候
而
宜
様
奉
存
候
。
此
段
以
書
付
申
出
候
。
已
上
。
靏
林
寺
地
蔵
寺
六
月
天
保
十
四
卯
四
日
覚
板
野
郡
徳
命
村
千
光
寺
弟
子
智
融
儀
、
心
得
宜
如
法
ニ
相
勤
申
ニ
付
、
年
／
限
未
満
ニ
御
座
候
得
共
、
厚
御
讃
談
之
上
、
住
吉
村
福
成
寺
後
住
職
／
御
聞
届
可
被
仰
付
候
哉
之
願
出
御
座
候
ニ
付
、
御
尋
被
仰
付
、
承
知
仕
候
。
／
右
智
融
義
、
戒
律
相
勤
法
用
等
相
心
懸
諸
事
志
厚
御
座
候
得
共
、
今
以
／
宗
風
修
学
夫

難
行
届
姿
ニ
相
見
、
一
宗
之
掟
諸
端
其
心
得
無
覚
束
／
候
間
、
此
已
後
、
今
暫
之
所
如
法
如
律
ニ
相
續
致
志
厚
相
勤
精
学
仕
／
候
得
は
、
追

は
相
應
之
者
ニ
も
相
成
可
申
候
哉
。
只
今
之
有
姿
心
得
／
宜
如
法
ニ
相
勤
候
得
共
、
一
宗
之
法
式
全
存
申
姿
ニ
も
無
御
座
候
間
、
年
／
限
未
満
ニ
而
、
智
徳
才
学
抽
候
儀
ハ
無
御
座
候
哉
与
奉
存
候
。
此
段
御
尋
ニ
付
／
御
答
申
上
候
。
以
上
。
荘
厳
院
原 卓 志
―２８３―
四
月
十
九
日
高
木
真
之
助
様
【
第
一
〇
三
紙
】覚
再
度
差
出
候
横
切
扣
諸
寺
院
住
職
之
儀
ニ
付
、
年
齢
御
定
法
御
座
候
所
、
今
般
板
／
野
郡
住
吉
村
福
成
寺
儀
、
若
輩
之
僧
ヘ
後
住
職
奉
願
候
／
ニ
付
、
右
願
出
御
渡
被
成
前
段
御
究
向
ニ
對
而
、
存
寄
可
申
上
旨
／
被
仰
付
、
其
旨
以
書
付
申
出
候
所
、
右
は
福
成
寺
紙
面
ニ
對
候
／
御
答
ニ
候
故
、
右
書
面
ヲ
離
れ
壱
枚
ニ
相
當
候
所
之
存
寄
／
可
申
上
旨
、
尚
又
被
仰
付
、
就
夫
荘
厳
院

申
出
候
書
付
／
御
渡
成
、
得
与
披
見
之
上
、
存
入
可
申
上
旨
被
仰
渡
。
／
則
披
見
仕
候
而
相
考
候
處
、
右
荘
厳
院
申
出
之
通
、
宗
／
風
修
学
夫

行
届
、
一
宗
之
掟
全
存
知
仕
、
戒
律
堅
／
固
ニ
衆
人
之
聞
ニ
相
達
候
様
之
僧
ハ
、
至
極
之
仁
躰
ニ
候
へ
＊
1は
、
／
其
段
ハ
両
院
共
同
意
ニ
御
座
候
得
共
、
能

相
考
候
所
、
／
右
様
十
分
之
僧
侶
は
、
甚
乏
時
節
ニ
而
御
座
候
。
惣
而
此
迄
／
自
宗
住
職
之
運
ハ
、
加
行
灌
頂
相
満
候
へ
は
、
雖
爲
若
年
／
僧
無
差
支
、
一
院
之
住
職
仕
來
候
。
依
之
次
第
ニ
若
輩
／
之
住
持
多
分
ニ
罷
成
、
自
然
不
律
不
如
法
之
者
有
之
、
／
檀
務
疎
ニ
仕
、
寺
抔
持
荒
候
ニ
付
、
住
職
之
儀
ハ
三
十
才
／
已
上
年
齢
之
御
定
法
被
仰
付
、
堅
相
守
罷
在
候
。
然
ニ
／
近
年
諸
寺
之
成
行
、
得
与
見
聞
ニ
相
及
候
所
、
三
十
才
【
第
一
〇
四
紙
】
已
上
之
弟
子
ハ
甚
稀
ニ
而
、
諸
方
と
も
兼
帯
勝
ニ
罷
成
、
／
自
然
興
隆
等
も
相
怠
り
、
檀
用
之
節
毎
ニ
差
支
ニ
／
も
相
成
。
将
又
法
用
之
砌
、
僧
減
ニ
而
法
式
等
難
相
／
勤
、
重

迷
惑
仕
候
様
相
見
候
ヘ
ハ
、
何
卒
以
御
慈
悲
／
年
齢
廿
才
已
上
ニ
而
、
如
法
ニ
相
勤
出
精
而
心
懸
宜
／
追

相
應
之
僧
ニ
罷
成
可
申
様
之
見
込
相
立
候
者
／
有
之
候
節
、
右
等
之
僧
ヘ
住
職
奉
願
儀
御
座
候
時
は
、
／
御
定
法
ニ
不
拘
と
も
御
聞
濟
被
仰
附
被
下
候
様
之
壱
／
端
も
相
立
候
ヘ
ハ
、
万
事
差
支
ニ
も
相
成
不
申
、
且
ハ
／
追

成
立
□
者
警
策
ニ
も
罷
成
、
御
上
之
御
恩
惠
／
壱
統
難
有
感
伏
仕
候
儀
ニ
御
座
候
様
奉
存
候
。
此
段
／
御
尋
ニ
付
申
出
候
。
已
上
。
靏
林
寺
地
蔵
寺
卯
六
月
七
日
【
第
一
〇
五
紙
】
御
達
書
寫
〈
天
保
十
年
亥
九
月
御
觸
達
也
。
／
別
紙
ニ
而
此
ニ
不
扣
置
候
故
、
此
所
ニ
寫
置
〉
諸
寺
院
之
僧
侶
、
不
律
不
如
法
之
義
ニ
付
、
先
達
而
公
儀
御
觸
も
／
有
之
候
得
共
、
近
年
風
儀
不
宜
、
御
制
禁
等
相
犯
候
僧
も
有
之
。
／
自
然
檀
家
之
者
不
皈
依
ニ
相
成
候
へ
共
、
身
分
之
不
徳
ヲ
不
顧
／
施
物
相
貪
り
、
法
用
勤
方
差
略
仕
候
様
、
且
諸
宗
之
内
、
郷
／
分
ハ
真
言
宗
多
有
之
候
所
、
近
頃
弟
子
法
脉
等
申
立
、
／
若
僧
ヘ
住
職
附
屬
仕
候
様
相
聞
、
公
儀
御
掟
ニ
難
相
叶
。
／
畢
竟
右
様
之
若
僧
、
住
職
仕
候
儀
故
、
不
律
之
儀
相
生
候
／
様
可
相
運
。
就
而
ハ
只
今
住
職
仕
候
者
ハ
其
侭
差
置
、
以
／
後
は
、
左
書
之
通
＊
1取
究
候
様
ニ
可
有
了
簡
旨
、
町
御
奉
／
行
・
御
郡
代
之
面

江
可
被
申
聞
旨
、
本
〆
中
申
達
事
。
一
諸
寺
院
住
職
之
儀
、
公
儀
御
掟
之
通
、
一
宗
之
法
式
存
知
候
上
ニ
而
も
年
三
十
才
未
満
之
僧
は
、
願
出
候
共
、
不
承
届
候
事
。
／
但
智
徳
才
学
抽
候
僧
ハ
、
右
年
齢
ニ
不
拘
、
本
寺
結
衆

別
段
／
書
付
ヲ
以
願
出
候
得
は
、
品
ニ
よ
り
評
議
可
有
之
事
。
一
其
宗
門
学
問
修
行
昼
夜
不
可
有
怠
慢
事
。
一
朝
暮
勤
行
如
法
ニ
可
相
勤
事
。
一
嗣
法
附
嘱
之
儀
ハ
、
其
器
量
ヲ
相
撰
、
兼
而
御
法
度
／
之
通
、
金
錢
ヲ
以
後
住
之
契
約
仕
間
敷
事
。
／
但
一
向
宗
之
儀
ハ
、
身
弟
子
ニ
附
屬
仕
候
儀
故
、
住
持
年
／
齢
ニ
ハ
不
拘
候
得
共
、
未
タ
宗
意
未
熟
之
僧
ハ
後
見
／
宥
坊
等
相
定
、
法
用
不
差
支
様
相
心
得
可
申
事
。
【
第
一
〇
六
紙
】
一
不
律
不
如
法
之
聞
、
万
一
有
之
候
得
ハ
、
本
寺
結
衆

／
可
申
出
事
。
一
堂
塔
破
壊
不
仕
候
様
、
修
覆
相
加
、
興
隆
相
心
懸
可
／
申
事
。
一
佛
閣
境
内
掃
除
不
可
懈
怠
事
。
一
檀
家
之
佛
事
作
善
念
入
令
修
行
、
不
作
法
有
之
間
／
敷
事
。
一
飲
食
衣
躰
美
麗
ヲ
好
間
敷
事
。
一
酒
宴
遊
興
仕
間
敷
事
。
以
上
兼
而
承
知
印
有
之
遺
状
之
僧
、
別
紙
御
書
付
／
年
齢
ニ
相
備
り
不
申
分
ハ
、
都
而
認
替
候
而
封
印
取
ニ
／
可
出
候
事
。
配
リ
状
写
其
院
寺
下
、
般
若
寺
先
代
之
内
、
中
郷
村
宝
蔵
寺
よ
り
／
令
住
職
候
哉
、
取
調
有
無
之
旨
、
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明
後
十
九
日
可
申
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
四
月
天
保
十
三
寅
年
也
十
七
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
【
第
一
〇
七
紙
】覚
＊
1〈
此
外
別
紙
ニ
中
郷
十
四
軒
、
先
代
已
來
ノ
戒
名
相
認
、
御
役
所
ヘ
差
上
置
候
。
／
中
郷
村
ニ
般
若
寺
檀
家
十
四
軒
之
者
、
天
保
十
三
寅
春
宝
蔵
寺
／
檀
家
ニ
罷
成
度
旨
願
出
ニ
付
、
當
院

差
出
候
書
付
留
記
跡
よ
り
扣
置
〉
當
院
寺
家
、
般
若
寺
檀
家
、
中
郷
村
ニ
十
六
軒
有
之
候
内
、
十
四
軒
之
者
共
、
／
去
正
月
壱
統
申
談
、
宗
門
受
判
之
儀
、
従
古
來
於
宝
蔵
寺
仕
來
候
／
故
、
今
般
宝
蔵
寺
檀
家
ニ
罷
成
度
趣
ヲ
以
、
檀
寺
般
若
寺
ヘ
断
申
出
候
／
ニ
付
、
右
十
四
軒
之
内
、
出
頭
卯
吉
与
申
者
、
愚
院
ヘ
呼
懸
、
檀
寺
檀
家
／
之
固
ハ
従
古
來
由
緒
有
之
ニ
付
、
今
更
以
勝
手
檀
寺
ヘ
断
申
出
抔
之
／
儀
ハ
、
此
迄
先
祖
并
眷
属
共
納
來
候
契
縁
も
不
相
弁
、
心
得
違
ニ
而
／
無
之
哉
与
、
段

申
聞
候
得
共
、
何
分
在
所
之
寺
故
、
諸
事
便
宜
ヲ
以
／
是
非
共
宝
蔵
寺
檀
家
ニ
罷
成
度
候
故
、
此
上
ハ
御
願
申
上
御
下
知
／
相
待
申
度
旨
、
彼
者
幾
重
も
申
述
候
。
然
ニ
宝
蔵
寺
・
般
若
寺
共
、
旧
冬
／

無
住
中
、
宗
門
受
合
之
住
持
人
無
之
所
ニ
而
、
右
等
之
大
切
之
儀
、
／
強
而
申
出
段
、
難
心
得
、
則
宝
蔵
寺
當
時
寺
役
被
仰
付
御
座
候
、
中
田
／
村
桂
林
寺
ヘ
及
文
通
、
十
四
軒
之
者
ハ
般
若
寺
檀
家
之
事
故
、
已
後
／
寺
役
筋
、
何
等
之
儀
申
出
候
共
、
其
院
ニ
而
相
勤
候
儀
無
之
趣
、
申
達
／
置
候
所
、
右
＊
2之
者
共
之
内
、
先
達
而
追
善
有
之
候
へ
共
、
檀
寺
ヘ
不
申
出
／
桂
林
寺
ヘ
頼
出
候
所
、
兼
而
及
文
通
置
候
事
故
、
彼
院
ニ
も
受
持
不
申
／
候
ニ
付
、
内
證
ニ
而
内
輪
中
打
寄
、
墓
参
迄
ニ
而
、
追
善
等
も
不
仕
候
＊
3趣
／
ニ
も
承
及
候
。
大
切
之
宗
門
之
儀
、
右
様
心
侭
ニ
檀
寺
ヘ
断
申
出
、
又
ハ
追
善
／
等
も
我
侭
ニ
仕
候
而
ハ
、
第
一
御
條
目
ニ
も
相
障
、
且
ハ
外

檀
家
宗
門
／
教
示
之
儀
も
難
相
立
候
様
奉
存
候
。
且
又
承
候
所
、
右
之
者
、
古
來
ハ
／
三
四
軒
計
ニ
而
有
之
候
所
、
追

別
家
仕
、
只
今
十
四
軒
ニ
罷
成
居
【
第
一
〇
八
紙
】
申
候
趣
ニ
相
聞
候
。
然
ニ
別
紙
過
去
帳
寫
差
上
候
通
、
寛
文
元
年
／
已
來
、
只
今
迄
百
八
拾
年
來
、
無
子
細
従
般
若
寺
被
葬
追
善
／
等
も
仕
來
候
儀
、
紛
無
御
座
候
。
従
地
盤
宝
蔵
寺
檀
家
ニ
候
ヘ
ハ
、
受
判
／
乍
仕
、
他
村
之
般
若
寺
ヘ
相
任
、
此
迄
無
出
入
捨
置
候
様
ハ
有
之
間
敷
／
趣
ニ
奉
存
候
。
尤
、
追
善
葬
式
等
之
砌
ハ
、
宝
蔵
寺
も
相
迎
來
候
趣
ニ
候
へ
共
、
／
導
師
之
儀
ハ
、
般
若
寺
相
勤
來
、
宝
蔵
寺
ハ
志
之
請
待
と
相
見
候
。
／
然
ニ
宝
蔵
寺
ニ
お
ゐ
て
、
宗
門
受
判
仕
來
候
儀
而
已
、證
據
ニ
申
立
候
ヘ
共
、／
其
儀
も
他
村
之
檀
家
軒
数
少
候
ヘ
ハ
、
互
ニ
頼
合
ヲ
以
、
内

其
村
之
寺
／
院
之
檀
家
之
内
へ
書
加
來
候
例
も
南
北
共
多
御
座
候
。
次
ニ
當
院
／
檀
家
、
中
田
村
炭
屋
弥
助
儀
、
先
代
田
村
真
右
衛
門
、
當
役
之
砌
、
／
軒
数
無
之
、
檀
家
宗
門
惣
帳
之
内
、
別
株
ニ
仕
出
候
儀
、
煩
敷
候
故
、
／
桂
林
寺
ヘ
相
頼
、
彼
院
檀
家
之
内
ヘ
書
加
候
而
、
可
然
様
申
ニ
付
、
當
／
寺
ヘ
申
出
、
頼
状
ヲ
以
桂
林
寺
旦
家
之
内
ヘ
書
加
ヘ
候
運
も
有
之
／
候
ヘ
ハ
、
般
若
寺
旦
家
之
儀
も
、
経
年
暦
候
事
故
、
慥
成
證
據
ハ
／
見
當
不
申
候
得
共
、
宝
蔵
寺

受
判
仕
來
候
儀
、
此
等
之
響
ニ
御
座
候
／
様
奉
存
候
。
然
時
ハ
強
而
申
立
ニ
も
相
成
間
敷
趣
ニ
奉
存
候
。
何
れ
共
／
従
古
來
此
迄
於
般
若
寺
、
諸
檀
用
勤
來
候
儀
、
現
證
ニ
候
ヘ
は
、
／
仕
來
通
ニ
御
居
置
可
被
下
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
寅
天
保
十
三
年
月
【
第
一
〇
九
紙
】
○
覚
書
〈
其
節
扣
書
失
念
ニ
付
、
跡
よ
り
此
ニ
書
残
置
〉
一
天
保
六
年
未
冬
、
＊
1太
守
様
四
位
之
上
ニ
御
昇
進
被
遊
ニ
付
、
同
／
七
年
四
月
晦
日
、
南
北
召
出
御
目
見
寺
院
、
壱
紙
目
録
ニ
而
、
御
昆
布
／
献
上
仕
候
事
、
万
端
前
ニ
具
ニ
扣
置
有
之
事
。
一
天
保
十
年
冬
、
＊
2四
位
之
上
之
上
ニ
御
昇
進
被
遊
、
同
十
壱
年
子
／
四
月
十
七
日
、
前
之
通
、
南
北
召
出
寺
院
、
壱
紙
目
録
ニ
而
、
連
昆
／
布
差
上
候
事
、
大
都
前
之
通
ニ
候
へ
共
、
目
録
名
面
認
ニ
付
、
少

／
相
違
ひ
候
ニ
付
、
万
端
認
方
雛
形
等
別
ニ
具
ニ
認
有
之
候
。
一
天
保
十
二
丑
年
、
＊
3将
軍
様
よ
り
御
羽
織
御
頂
戴
被
遊
、
／
同
年
十
月
廿
九
日
前
年
之
通
、
連
昆
布
献
上
之
事
、
／
万
端
認
方
等
、
子
年
之
通
ニ
少
茂
不
相
替
候
事
、
具
ニ
／
筆
記
雛
形
等
別
ニ
認
置
有
之
事
。
＊
4御
配
状
写
海
部
郡
日
和
佐
村
薬
王
寺
、
致
病
死
候
處
、
其
院
ヘ
／
附
嘱
被
仰
付
度
旨
、
遺
状
有
之
候
条
、
右
様
相
心
／
得
、
來
ル
十
一
日
迄
ニ
日
和
佐
村
御
役
場
ヘ
可
被
罷
／
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
仁
尾
寅
太
郎
原 卓 志
―２８５―
八
月
六
＊
5
天
保
十
四
卯
年
也
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
【
第
一
一
〇
紙
】覚
〈
海
部
御
役
場
ヘ
差
上
ル
竪
紙
願
写
／
此
ハ
勝
浦
御
郡
代
ヘ
配
り
成
趣
〉
拙
僧
儀
、
今
般
薬
王
寺
住
職
被
仰
附
、
難
／
有
奉
御
請
候
。
然
所
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
、
當
／
時
兼
帯
ニ
相
勤
度
奉
存
候
間
、
此
段
御
／
聞
濟
被
仰
付
可
被
下
候
様
御
願
申
／
上
候
。
以
上
。
日
和
佐
村薬
王
寺
判
八
月
十
＊
1
天
保
十
四
卯
年
也
二
日
高
木
真
蔵
殿
郷
司
孫
右
衛
門
殿
＊
2海
部
宗
判
之
節
、
俗
生
書
、
村
方
ヘ
差
遣
扣
。
拙
僧
出
産
は
、
板
野
郡
立
岩
村
御
蔵
百
姓
勘
蔵
四
男
ニ
而
、
／
十
一
才

、
同
郡
段
關
村
真
福
寺
宥
仁
弟
子
ニ
罷
成
、
文
／
政
十
二
丑
年
、
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
ヘ
寺
務
仕
、
今
般
當
／
寺
住
職
被
仰
付
候
。
【
第
一
一
一
紙
】
市
中
宗
門
改
ニ
付
、
其
院
之
請
判
御
用
候
条
、
來
ル
／
廿
五
日
六
日
七
日
、
三
日
之
内
朝
正
五
ツ
時

九
ツ
時
迄
／
之
間
、
手
崎
手
代
添
状
ヲ
以
指
出
候
様
、
町
御
奉
行

／
申
來
候
条
、
右
様
被
相
心
得
、
参
着
案
内
申
出
、
手
代
／
添
状
請
取
可
被
罷
出
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
仁
尾
寅
太
郎
八
天
保
十
四
卯
月
廿
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
覚
御
家
中
之
面

、
手
傘
袋
ニ
入
、
爲
持
候
儀
、
以
前
は
／
無
之
事
ニ
候
。
全
躰
手
傘
之
儀
、
供
連
ニ
指
極
リ
爲
／
持
候
与
申
品
ニ
も
無
之
。
曇
天
等
之
節
は
、
爲
持
候
／
□
も
、
晴
天
ニ
は
爲
持
不
申
候
而
、
相
濟
品
ニ
候
処
、
近
年
ハ
／
□
□
ニ
而
、
持
不
申
候
而
は
不
相
成
儀
与
相
心
得
候
哉
。
／
末

迄
も
袋
ニ
入
、
爲
持
候
様
相
成
、
不
都
合
之
事
ニ
候
。
【
第
一
一
二
紙
】
隨
而
、
已
後
旅
行
之
節
は
、
格
別
手
傘
袋
ニ
入
候
／
儀
は
、
指
止
可
申
候
。
尤
、
天
氣
之
模
様
ニ
寄
、
用
意
ニ
／
爲
持
候
節
は
、
勿
論
袋
な
し
ニ
爲
持
候
而
宜
候
／
条
、
此
段
各

寄

可
有
通
達
旨
、
御
目
付
／
中
申
達
事
。
右
之
通
、
當
職
中
被
申
聞
候
条
。
手
先
中
可
被
／
申
觸
候
。
以
上
。篠
山
夷
則
速
水（
？
）□
右
衛
門
赤
川
又
兵
衛
山
内
忠
太
夫
尾
関
源
右
衛
門
樋
口
藤
右
衛
門
森
川
百
助
村
瀬
又
右
衛
門
閏
九
月
＊
1
天
保
十
四
年
卯
四
日
高
木
真
之
助
殿
赤
川
三
郞
右
衛
門
殿
三
間
勝
蔵
殿
武
市
将
曹
殿
尾
西
勘
右
衛
門
殿
【
第
一
一
三
紙
】覚
今
月
五
日
御
隠
居
、
御
家
継
御
願
之
通
、
被
蒙
／
仰
候
条
、
可
奉
恐
悦
候
。
此
段
郷
中
可
被
申
渡
候
。
以
上
。
十
月
十
六
日
若
殿
様
御
事
太
守
様
与
奉
稱
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太
守
様
御
事
御
隠
居
様
与
奉
稱
若
御
前
様
御
事
御
前
様
与
奉
稱
候
右
之
通
御
當
職
よ
り
被
仰
出
候
条
、
右
様
可
被
／
相
心
得
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
仁
尾
寅
太
郎
十
月
十
六
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
覺
竪
紙
當
院
寺
家
、
寶
生
寺
儀
、
就
心
願
、
今
般
四
國
巡
拝
ニ
罷
越
／
度
旨
申
出
候
間
、
何
卒
御
許
容
之
上
、
御
切
手
被
爲
／
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
島
浦
地
蔵
寺
＊
1□
辰
二
月
十
一
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
一
四
紙
】覺
〈
此
願
少

差
支
有
之
、
延
引
ニ
及
ニ
付
、
差
出
不
申
候
事
〉
當
院
寺
家
、
般
若
寺
儀
、
方
丈
庫
裏
共
近
秊
及
破
／
壊
、
檀
家
之
者
申
談
、
再
興
之
企
仕
居
申
候
得
共
、
少
檀
之
儀
／
故
、
不
及
力
延
秊
ニ
罷
成
居
申
内
、
次
第
ニ
及
大
破
、
次
ニ
去
秋
／
洪
水
已
來
、
居
住
難
仕
候
様
相
成
候
ニ
付
、
火
急
ニ
取
懸
／
度
奉
存
候
へ
共
、
困
窮
勝
之
檀
家
、
月
懸
等
之
積
金
／
茂
行
足
不
申
、
無
致
方
候
ニ
付
、
今
般
爲
寄
進
來
十
七
日

／
五
日
之
間
、
於
右
般
若
寺
境
内
端
、
那
賀
郡
坂
野
村
之
／
帛
人
形
仕
度
奉
存
候
ニ
付
、
浦
方
江
茂
相
頼
候
所
、
故
障
／
無
之
候
故
、
此
段
奉
願
上
（
？
）□
候
様
、
檀
家
世
話
人
之
者
共
／

申
出
候
間
、
何
卒
御
聞
濟
被
爲
仰
附
可
被
下
候
／
様
奉
願
候
。
已
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1□
二
月
天
保
十
五
辰
十
一
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
一
五
紙
】
此
度
恐
悦
ニ
付
、
昆
布
差
上
度
趣
、
追

願
出
も
有
之
／
ニ
付
、
右
指
上
方
之
儀
、
未
願
出
無
之
分
ハ
、
宗
旨
切
ニ
別
而
、
／
横
切
ニ
相
認
、
來
十
七
日
迄
ニ
可
被
差
出
候
。
且
此
状
早

巡
／
達
有
之
、
相
濟
方

可
被
指
戻
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
仁
尾
寅
太
郎
二
月
十
日
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
覚
〈
海
部
御
陣
屋
ヘ
差
出
候
横
切
扣
〉
此
度
恐
悦
ニ
付
、
御
昆
布
差
上
度
奉
存
候
。
何
卒
／
奉
願
通
、
被
仰
附
被
下
候
へ
は
、
難
有
奉
存
候
。
仍
而
此
段
／
奉
願
候
。
以
上
。
日
和
佐
村
薬
王
寺
木
岐
浦
延
命
寺
二
月
天
保
十
五
辰
と
し
十
七
日
私
扣
書
、
御
昆
布
差
上
方
ニ
付
、
五
月
朔
日
二
日
、
両
日
之
内
、
罷
出
候
様
／
御
配
ニ
付
、
二
日
ニ
罷
出
、
何
角
仕
度
之
上
、
四
日
於
御
役
所
御
受
取
／
成
候
、
御
昆
布
目
録
、
南
北
召
出
諸
寺
院
、一
紙
＊
1
ニ
名
面
相
認
／
臺
并
連
昆
布
等
諸
事
、天
保
十
二
丑
年
之
通
ニ
用
意
仕
、
／
差
上
候
事
。
此
度
ハ
三
十
七
ヶ
寺
ニ
而
差
上
候
。
諸
事
別
ニ
留
記
／
雛
形
致
置
候
也
。
天
保
十
五
辰
五
月
【
第
一
一
六
紙
】猶
以
此
状
急
刻
ヲ
以
巡
達
、
廻
濟

／
可
被
差
戻
候
。
以
上
。
今
般
就
御
入
國
、
例
毎
年
頭
御
礼
申
上
來
郷
中
／
寺
社
其
外
之
者
共
、
來
廿
一
日
御
目
見
被
仰
付
候
。
尤
、
／
指
上
物
御
規
式
、
年
頭
同
然
ニ
相
心
得
候
様
、
被
仰
付
候
。
／
依
之
、
出
仕
不
参
書
付
御
用
候
条
、
來
ル
十
四
日
迄
ニ
御
／
郡
代
所
ヘ
可
被
差
出
候
。
且
亦
出
仕
分
は
、
習
礼
之
／
儀
ニ
付
、
御
用
候
条
、
來
ル
十
八
日
朝
、
御
郡
代
所
ヘ
可
／
被
罷
出
候
。
以
上
。
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仁
尾
寅
太
郎
高
木
真
之
助
六
月
七
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
【
第
一
一
七
紙
】覚
横
切
天
保
十
三
年
寅
十
一
月
出
之
集
議
觸
、
御
國
／
中
回
達
相
濟
、
今
般
當
結
衆
觸
留
ニ
罷
成
候
／
ニ
付
、
先
例
之
通
、
愚
院

高
野
山
年
預
坊
江
／
差
戻
可
申
哉
。
則
右
御
觸
壱
通
、
上
包
壱
紙
／
巻
徽
索
壱
筋
、
油
紙
壱
枚
、
外
ニ
集
議
状
壱
／
通
、
持
明
院
添
書
壱
通
、
已
上
壱
箱
、
右
之
／
通
持
参
仕
、
御
窺
申
上
候
。
可
然
様
御
指
圖
／
被
仰
付
可
被
下
候
。
并
書
状
弐
通
は
愚
／
院

持
明
院
ヘ
差
戻
可
申
哉
。
御
役
處
ニ
／
御
受
取
被
下
儀
ニ
御
座
候
哉
。
此
又
御
窺
申
／
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
天
保
十
五
年
辰
九
月
廿
九
日
右
之
通
相
窺
候
處
、
其
院

差
戻
ニ
不
及
、
御
役
處

相
計
可
申
／
御
趣
ニ
被
仰
聞
、
觸
状
并
持
明
院
書
状
と
も
御
受
取
成
候
而
／
相
濟
候
ニ
付
、此
趣
書
記
し
置
者
也
。〈
此
觸
状
七
月
廿
二
日
、
宮
井
村
／
成
福
寺
江
受
取
ニ
行
使
忠
尊
。〉
【
第
一
一
八
紙
】凶
年
之
砌
、
以
御
切
紙
被
仰
渡
候
儀
、
扣
落
ニ
相
成
／
居
申
ニ
付
、
此
所
ヘ
扣
置
者
也
。
勝
浦
郡
中
御
目
見
寺
院
中
江
申
結
候
事
昨
今
年
、
米
麦
を
始
諸
物
高
直
ニ
付
、
市
郷
之
者
共
質
素
／
倹
約
食
物
等
之
儀
、
毎

被
仰
付
、
一
枚
難
有
奉
存
、
神
／
妙
ニ
相
暮
罷
在
候
趣
之
所
、
御
家
中
は
兼
而
被
仰
出
候
御
／
懸
も
有
之
ニ
付
、
先
是
迄
之
義
は
別
段
心
得
向
觸
達
／
之
被
仰
付
無
之
候
得
共
、
此
頃
ニ
至
、
毎
事
之
雨
天
續
／

、
尚
又
米
麦
高
價
ニ
相
成
、
地
盤
勝
手
方
不
如
意
之
／
面

は
追

行
迫
取
凌
兼
罷
在
候
趣
、
尤
、
無
程
麦
作
／
生
熟
之
時
節
ニ
移
候
得
は
、
自
然
壱
枚
之
融
通
も
可
有
／
之
候
得
共
、
諸
國
と
も
厳
敷
手
結
之
趣
ニ
相
聞
候
へ
は
、
指
／
當
相
緩
候
見
込
も
無
之
、
旁
愈
人

厚
思
慮
有
之
／
聊
油
断
難
相
成
時
會
ニ
付
、
兼

被
仰
出
候
質
素
／
倹
約
御
制
服
之
儀
、
屹
与
相
慎
、
表
江
相
懸
候
儀
ハ
御
備
／
程
之
義
は
相
立
、
内
間
之
義
は
如
何
様
ニ
も
令
省
略
、
／
少
茂
奢
ヶ
間
敷
儀
無
之
、
質
素
ニ
相
暮
、
此
場
合
／
取
續
候
様
被
仰
出
候
御
儀
は
、
市
郷
之
者
共
御
手
當
／
筋
之
儀
ニ
付
、
種

御
配
慮
被
遊
御
事
ニ
付
、
此
上
／
御
家
中
之
面

難
渋
行
迫
御
歎
等
、
申
上
候
様
相
至
【
第
一
一
九
紙
】
候
而
は
、
難
相
濟
、
何
と
も
奉
恐
入
候
ニ
付
、
片
時
も
右
頃
／
第
一
統
奉
畏
御
配
慮
不
奉
懸
候
様
、
重

厚
相
／
心
得
、
支
配
有
之
面

は
、
支
配
之
者
共
へ
も
、
右
御
趣
／
意
、
得
与
申
聞
爲
被
續
候
様
有
之
度
候
。
隨
而
此
／
度
之
義
は
、
彼
是
之
御
趣
意
柄
ニ
付
、
觸
達
ニ
ハ
不
相
／
成
候
間
、
各

格

肝
煎
番
之
内
ヲ
呼
懸
、
篤
く
演
／
説
加
江
、
孰
も
不
心
得
無
之
様
、
被
申
聞
儀
可
有
了
／
簡
旨
、
御
目
付
中
申
達
事
。
右
御
切
紙
ヲ
以
、
當
院
御
呼
懸
ニ
而
被
仰
渡
、
尚
此
趣
／
郡
中
御
目
見
寺
院
中
ヘ
當
寺

可
申
通
之
旨
、
／
被
仰
聞
ニ
付
、
右
文
段
寫
ヲ
以
、
鶴
林
寺
・
神
宮
寺
・
／
如
意
輪
寺
・
恩
山
寺
ヘ
及
傳
達
候
事
。
天
保
十
五
辰
十
二
月
廿
四
日
着
／
御
配
り
書
扣
尚
以
此
状
、
急

致
順
達
、
廻
濟

可
被
指
戻
候
。
且
本
冬
＊
1趣
、
／
正
月
十
一
日
御
郡
代
所
ヘ
受
書
可
被
差
出
候
。
以
上
。
來
年
頭
御
規
式
御
礼
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
附
候
。
／
尤
、
指
上
物
御
規
式
、
當
六
月
之
通
相
心
得
候
様
、
被
仰
付
候
。
／
依
之
出
仕
不
参
書
付
御
用
候
条
、
同
月
九
日
迄
ニ
我
等
／
宅
ヘ
可
被
指
出
候
。
且
出
仕
之
分
ハ
習
礼
之
儀
、
同
十
四
日
／
被
仰
付
候
ニ
付
、
同
十
三
日
爰
元
へ
可
被
罷
出
候
、
以
上
。
【
第
一
二
〇
紙
】
高
木
真
之
助
仁
尾
寅
太
郎
十
二
月
廿
一
日
靏
林
寺
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小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
尚
以
才
判
之
儀
、
澁
野
村
与
頭
庄
屋
長
田
常
左
衛
門
、
中
田
村
／
右
同
田
村
康
太
郎
ヘ
申
付
有
之
候
条
、
彼
方
へ
も
旅
／
宿
案
内
書
可
被
指
出
候
。
以
上
。
○
天
保
十
五
年
霜
月
弘
化
元
年
ト
成
。
覚
横
切
扣
來
十
五
日
年
頭
御
規
式
御
目
見
當
六
月
之
通
／
被
仰
付
候
御
趣
、
承
知
仕
候
。
差
支
無
御
座
、
参
上
／
可
仕
候
。
尤
、
當
寺
儀
、
日
和
佐
村
薬
王
寺

兼
帯
／
仕
居
申
候
へ
は
、
献
上
物
不
仕
候
。
右
之
段
以
書
付
御
／
案
内
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
弘
化
二
年
巳
正
月
四
日
【
第
一
二
一
紙
】覚
當
院
末
寺
、
飯
谷
村
醍
醐
寺
儀
、
夜
前
／
致
病
死
候
處
、
後
住
職
之
儀
、
板
野
郡
／
段
関
村
真
福
寺
江
兼
住
被
仰
附
度
旨
、
／
遺
状
有
之
候
。
右
真
福
寺
儀
、
先
住
之
儀
ニ
／
候
へ
は
、
於
檀
家
茂
故
障
無
之
候
ニ
付
、
／
御
證
印
之
遺
状
ニ
添
書
仕
差
上
申
候
間
、
／
遺
状
通
、
被
仰
附
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1□
四
月
十
九
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
二
二
紙
】覚
當
院
安
置
観
世
音
、
并
寺
家
観
音
寺
本
尊
、
／
御
當
國
秩
父
三
十
四
番
之
内
ニ
而
御
座
候
處
、
／
御
武
運
御
長
久
、
爲
五
穀
成
就
、
來
三
月
／
十
七
日

四
月
十
七
日
迄
、
日
数
三
十
日
之
間
、
開
／
扉
被
仰
附
度
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1□
二
月
弘
化
二
年
巳
廿
七
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
覚
横
切
先
達
而
奉
願
、
御
許
容
被
仰
付
候
、
當
寺
并
【
第
一
二
三
紙
】
寺
家
観
音
寺
観
世
音
開
扉
之
儀
、
日
限
／
相
満
、
今
日
閉
帳
仕
候
ニ
付
、
此
段
以
書
付
／
御
案
内
申
上
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
四
月
十
七
日
○
＊
1已
上
弘
化
三
午
年
。
覚
當
院
弟
子
忠
學
房
儀
、
今
般
就
／
法
用
、
高
野
山
へ
差
登
申
候
間
、
何
／
卒
岡
崎
・
岩
屋
渡
海
御
切
手
／
被
仰
付
可
被
下
候
様
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
＊
2□
二
月
朔
日
高
木
真
蔵
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
二
四
紙
】覚
當
院
末
寺
、
江
田
村
寶
聚
寺
儀
、
従
／
本
福
寺
兼
帯
ニ
相
勤
罷
在
候
所
、
今
／
般
法
弟
義
原 卓 志
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海
房
、
今
年
三
十
才
ニ
罷
成
候
／
ニ
付
、
附
嘱
仕
度
旨
申
出
候
。
右
義
海
義
／
寺
役
無
差
支
相
勤
り
、
於
寶
聚
寺
檀
家
／
壱
統
も
故
障
無
之
、
年
満
三
十
才
之
趣
、
／
同
様
ニ
申
出
候
間
、
本
福
寺
奉
願
候
通
、
／
被
仰
附
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
島
浦地
蔵
寺
＊
1□
午
四
月
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
二
五
紙
】覚
當
院
末
寺
、
中
田
村
桂
林
寺
儀
、
従
田
野
／
村
恩
山
寺
兼
帯
ニ
相
勤
罷
在
候
處
、
弟
子
／
律
賢
房
儀
、
今
年
三
十
才
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
附
／
嘱
仕
度
旨
申
出
候
。
右
律
賢
義
、
寺
役
無
／
差
支
相
勤
り
、
於
桂
林
寺
檀
家
壱
統
も
／
故
障
無
之
、
年
満
三
十
才
之
趣
、
＊
1檀
家

も
同
様
ニ
申
／
出
候
間
、
恩
山
寺
奉
願
候
通
、
被
仰
附
／
可
被
下
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
＊
2□
午
四
月
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
二
六
紙
】
來
年
頭
御
禮
御
目
見
、
正
月
十
五
日
被
仰
付
候
条
、
諸
事
去
卯
年
／
之
通
相
心
得
、
参
不
参
共
書
付
、
同
月
九
日
迄
ニ
／
我
等
宅
ヘ
可
被
指
出
候
。
且
出
仕
ニ
候
ヘ
ハ
、
同
十
四
日
、
爰
／
元
ヘ
罷
出
旅
宿
案
内
書
可
被
指
出
候
。
指
上
物
之
儀
、
寺
院
／
之
義
ハ
、
前
例
之
通
可
被
相
心
得
候
。
且
又
不
参
之
寺
／
院
指
上
物
之
儀
、
相
頼
候
寺
院
名
書
可
被
指
出
候
。
尤
、
／
他
國
ヘ
参
候
分
ハ
、
指
上
物
ニ
不
相
及
候
。
以
上
。
高
木
真
之
助
赤
川
三
郎
右
衛
門
仁
尾
寅
太
郎
十
二
月
十
四
日
靏
林
寺
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
浦
光
善
寺
尚
以
、
御
礼
之
節
、
伴
僧
猶
豫
所
之
外
、
猥
ニ
往
來
不
仕
、
高
聲
等
／
無
之
様
、
兼
而
可
被
申
付
置
候
。
且
才
判
之
儀
、
田
村
康
太
郎
、
／
長
田
常
左
衛
門
ヘ
申
付
有
之
候
。
右
者
ヘ
旅
宿
案
内
書
／
可
被
指
出
候
。
并
指
懸
病
氣
等
ニ
而
不
参
仕
候
ヘ
ハ
、
其
段
／
早
速
可
被
申
出
候
。
此
状
早

相
廻
、
濟
方

可
／
被
指
戻
候
。
以
上
。
【
第
一
二
七
紙
】覚
〈
弘
化
四
未
正
月
御
目
見
書
付
〉
來
年
頭
御
禮
御
目
見
、
例
毎
之
通
被
仰
附
候
御
／
趣
、
承
知
仕
候
。
拙
僧
儀
、
病
氣
ニ
付
、
／
不
参
可
仕
候
。
當
寺
儀
、
日
和
佐
村
薬
／
王
寺

兼
帯
仕
居
申
候
故
、
指
上
物
／
不
仕
候
。
右
之
段
、
御
案
内
申
上
候
。
已
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
正
月
六
日
【
第
一
二
八
紙
】覚
竪
紙
拙
僧
兼
帯
仕
居
申
、
日
開
野
村
／
吉
祥
寺
儀
、
今
般
同
村
圓
福
寺
江
／
附
嘱
仕
度
、
奉
存
候
。
此
段
無
／
相
違
被
仰
附
可
被
下
候
様
、
奉
／
願
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
＊
1□
正
＊
2
弘
化
四
未
年
也月
廿
九
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
二
九
紙
】覚
横
切
扣
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去
正
月
三
日
晩
、
拙
僧
薬
王
寺
江
越
年
ニ
／
罷
越
居
申
、
留
主
ニ
而
居
間
、
納
戸
外
窻

／
盗
賊
入
、
金
銀
并
衣
類
様
之
品

ハ
錠
／
前
不
相
異
候
ニ
付
、
相
改
候
へ
と
も
、
別
条
無
／
御
座
候
。
別
紙
品
書
之
通
、
新
キ
衲
衣
二
／
䒹
紛
失
仕
候
ニ
付
、
端

詮
儀
仕
候
得
共
、
／
一
向
相
分
不
申
候
ニ
付
、
右
御
案
内
申
／
上
置
候
。
以
上
。小
松
島
浦地
蔵
寺
未
三
月
別
紙
也
。
横
切
之
内
ニ
入
。
品
書
之
覚
赤
地
錦
菊
牡
丹
模
様
、
新
キ
衲
衣
壱
䒹
、
裏
／
薄
黄
梅
氣
付
横
皮
并
真
糸
本
紫
／
色
之
修
多
羅
添
。
右
ハ
近
年
價
廿
三
両
ニ
而
、
於
京
都
相
調
申
候
。
【
第
一
三
〇
紙
】
裏
ニ
寺
号
等
之
書
付
無
御
座
候
。
委
細
書
／
付
置
候
。
箱
ハ
取
殘
ニ
罷
成
御
座
候
。
一
赤
地
錦
菊
唐
草
模
様
、
新
キ
衲
衣
壱
／
䒹
、
尤
、
菊
白
唐
草
、
金
裏
薄
黄
秩
父
／
付
、
赤
真
入
修
多
羅
添
、
横
皮
ハ
外
ニ
御
座
候
／
而
、
取
殘
ニ
罷
成
御
座
候
。
右
ハ
昨
年
冬
、
價
六
両
ニ
而
於
京
都
相
調
申
候
。
／
已
上
。
【
第
一
三
一
紙
】覚
竪
紙
扣
當
寺
儀
、
先
達
而
已
來
、
日
和
佐
村
薬
／
王
寺

兼
帯
ニ
相
勤
罷
在
候
所
、
遠
／
路
ニ
付
、
諸
寺
役
難
相
勤
、
此
度
當
寺
／
後
住
職
之
儀
、
拙
僧
弟
子
日
開
野
村
／
吉
祥
寺
宥
寶
江
附
屬
仕
度
奉
存
候
。
／
何
卒
無
相
違
被
仰
附
可
被
下
候
／
様
、
奉
願
候
。
以
上
。
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
＊
1□
三
月
十
日
高
木
真
之
助
殿
仁
尾
寅
太
郎
殿
【
第
一
三
二
紙
】（
白
紙
）
【
翻
刻
注
】
表
紙
＊
1
…
二
つ
の
墨
印
と
も
「
寶
珠
院
」
の
方
印
。
単
郭
と
見
え
る
。
一
紙
＊
1
…
「
届
」
と
「
申
」
の
間
に
「
付
」
あ
る
も
、
見
消
ち
す
る
。
＊
2
…
「
寶
珠
院
」
の
双
郭
方
印
。
四
紙
＊
1
…
「
判
」
は
、
見
消
ち
す
る
。
五
紙
＊
1
…
「
如
意
輪
寺
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
左
に
書
き
入
れ
る
。
八
紙
＊
1
…
「
太
守
様
」
は
、
第
十
二
代
藩
主
松
平
斉
昌
。
文
政
十
二
年
十
二
月
に
左
近
衛
権
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
＊
2
…
「
敬
翁
様
」
は
、
第
十
一
代
藩
主
松
平
治
昭
。
文
化
六
年
十
二
月
に
左
近
衛
権
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
文
化
十
年
九
月
に
病
気
に
て
引
退
、
敬
翁
と
号
す
。
一
〇
紙
＊
1
…
「
院
」「
寺
」
の
間
に
「
末
」
あ
る
も
、
見
消
ち
す
る
。
＊
2
…
「
曲
持
（
き
ょ
く
も
ち
）」
は
、
曲
芸
の
こ
と
。
一
三
紙
＊
1
…
「
横
切
之
写
」
は
、「
書
状
ニ
書
置
候
也
」
を
見
消
ち
し
て
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
一
四
紙
＊
1
…
「
猥
」
は
、
原
本
で
は
「
犭
」
に
「
鬼
」
と
作
る
。
一
五
紙
＊
1
…
「
例
毎
之
通
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
二
〇
紙
＊
1
…
「
醍
醐
寺
儀
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
左
に
書
き
入
れ
る
。
二
七
紙
＊
1
…
「
猥
」
は
、
原
本
で
は
「
犭
」
に
「
鬼
」
と
作
る
。
三
〇
紙
＊
1
…
「
天
保
三
辰
年
」
は
、「
天
保
四
巳
年
」
の
誤
り
か
。
三
二
紙
＊
1
…
「
天
保
四
年
」
は
、
後
に
書
き
入
れ
る
か
。
三
九
紙
＊
1
…
「
以
横
切
奉
申
上
覚
」
と
あ
る
も
、「
以
横
切
奉
申
上
」
を
見
消
ち
す
る
。
＊
2
…
「
同
院
一
結
衆
中
」
と
あ
る
も
、
見
消
ち
す
る
。
四
〇
紙
＊
1
…
「
申
上
覚
」
と
あ
る
も
、「
申
上
」
を
見
消
ち
す
る
。
四
八
紙
＊
1
…
「
本
福
寺
法
弟
玄
澄
房
江
」
は
、「
淡
州
妙
雲
寺
ニ
」
を
見
消
ち
し
、
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
玄
澄
」
は
、「
妙
雲
寺
」
を
見
消
ち
し
、
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
五
一
紙
＊
1
…
「
戴
」
は
、「
截
」
を
見
消
ち
し
、
左
傍
に
書
き
入
れ
る
。
五
三
紙
＊
1
…
天
保
六
年
十
二
月
に
従
四
位
上
侍
従
淡
路
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
松
平
斉
原 卓 志
―２９１―
裕
。
天
保
六
年
当
時
の
徳
島
藩
主
は
松
平
斉
昌
で
あ
る
。
こ
こ
で「
太
守
様
」
と
あ
る
の
は
、
本
文
書
が
斉
裕
襲
封
（
天
保
十
四
年
）
以
後
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
か
。
五
四
紙
＊
1
…
「
御
目
見
ノ
」
は
、
右
傍
に
補
入
す
る
。
五
七
紙
＊
1
…
右
傍
に
「
此
二
句
書
下
シ
」
と
あ
る
。
＊
2
…
「
両
国
太
守
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
五
八
紙
＊
1
…
「
儀
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
左
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
何
卒
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
＊
3
…
「
被
」
は
、
某
字
に
重
書
す
る
。
ま
た
、
右
傍
に
も
書
き
入
れ
る
。
六
〇
紙
＊
1
…
「
判
」
は
、
見
消
ち
す
る
。
六
四
紙
＊
1
…
「
尤
」
は
、「
已
上
」
を
見
消
ち
し
、
左
傍
に
書
き
入
れ
る
。
六
五
紙
＊
1
…
「
當
地
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
故
」
は
、
某
字
に
重
書
す
る
。
六
六
紙
＊
1
…
「
留
守
中
」
は
、「
先
頃
」
を
見
消
ち
し
、
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
地
盤
」
の
「
地
」
と
「
盤
」
の
間
、「
貧
」
を
見
消
ち
す
る
。
六
九
紙
＊
1
…
「
仕
來
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
七
〇
紙
＊
1
…
「
御
届
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
七
一
紙
＊
1
…
「
御
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
御
書
写
ニ
…
書
付
扣
」
は
、
後
に
書
き
入
れ
る
か
。
七
三
紙
＊
1
…
「
瑞
岳
」
の
「
岳
」
は
、「
電
」
を
見
消
ち
し
、
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
瑞
岳
」
の
「
岳
」
は
、「
電
」
に
重
書
す
る
。
七
四
紙
＊
1
…
「
來
八
月
十
七
日
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
之
」
は
、「
御
座
」
を
見
消
ち
し
、
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
＊
3
…
「
爲
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
七
七
紙
＊
1
…
単
郭
丸
印
。
た
だ
し
、
印
面
不
詳
。
八
〇
紙
＊
1
…
「
不
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
八
一
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
＊
2
…
「
村
」
は
、
右
傍
に
補
入
す
る
。
八
三
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
＊
2
…
「
閏
月
」
は
、「
閏
正
月
」
の
誤
り
か
。
八
四
紙
＊
1
…
「
槃
用
」
は
、「
繁
用
」
の
誤
り
か
。
八
七
紙
＊
1
…
「
ニ
而
」
は
、「
仕
居
申
」
を
見
消
ち
し
、
左
傍
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
儀
」
と
「
來
」
の
間
、「
弥
」
を
見
消
ち
す
る
。
＊
3
…
「
七
日
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
八
八
紙
＊
1
…
「
相
渡
可
申
候
」
は
、「
可
仕
候
」
を
見
消
ち
し
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
前
三
行
の
上
か
ら
貼
紙
あ
り
。
枠
内
に
貼
紙
の
墨
書
を
翻
刻
す
る
。
九
〇
紙
＊
1
…
「
法
生
寺
」
は
、「
宝
生
寺
」
の
宛
字
か
。
他
に
は
「
宝
（
寶
）
生
寺
」
と
記
載
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
御
山
下
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。「
御
城
下
」
の
意
。
＊
3
…
「
天
保
十
三
丑
と
し
」
と
あ
る
が
、
天
保
十
三
年
は
寅
年
で
あ
る
。
文
書
の
配
列
か
ら
、
本
文
書
は
天
保
十
二
丑
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
九
二
紙
＊
1
…
「
昨
年
六
月
」
と
あ
る
が
、
持
福
寺
後
住
職
候
補
を
届
け
出
た
（
第
八
六
・
第
八
七
紙
）
の
は
、
天
保
十
二
年
六
月
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
書
の
「
天
保
十
四
卯
」
が
正
し
い
と
す
る
と
、
こ
こ
は
「
壱
昨
年
」
と
あ
る
べ
き
か
。
な
お
検
討
を
要
す
る
。
九
五
紙
＊
1
…
「
天
保
十
三
寅
」
は
、
極
め
て
薄
く
書
き
入
れ
る
。
ま
た
、「
六
」
右
傍
の
「
三
」
に
つ
い
て
は
、
後
の
「
右
天
保
十
三
年
寅
十
二
月
十
五
日
拝
見
」
か
ら
す
れ
ば
、「
十
三
」
が
正
し
い
か
。
九
七
紙
＊
1
…
「
瑞
雲
院
様
」
は
、
蜂
須
賀
家
二
世
の
蜂
須
賀
家
政
の
こ
と
。
＊
2
…
「
興
源
院
様
」
は
、
蜂
須
賀
家
四
世
、
二
代
藩
主
松
平
（
蜂
須
賀
）
忠
英
の
こ
と
。
一
〇
三
紙
＊
1
…
「
は
」
は
、「
共
」
に
重
書
す
る
。
ま
た
、
左
傍
に
も
書
き
入
れ
る
。
一
〇
五
紙
＊
1
…
本
行
右
傍
に
「
□
□
□
□
三
十
才
已
上
□
」
と
書
き
入
れ
る
も
、
薄
く
て
読
め
ず
。
一
〇
七
紙
＊
1
…
「
此
外
別
紙
ニ
…
御
役
所
ヘ
差
上
置
候
」
は
、
本
行
右
に
補
入
す
る
。
＊
2
…
「
之
」
は
、「
者
」
右
傍
に
書
き
入
れ
る
。
＊
3
…
「
趣
」
は
、
某
字
に
重
書
す
る
。
ま
た
、
右
傍
に
も
書
き
入
れ
る
。
一
〇
九
紙
＊
1
…
五
三
紙
＊
1
参
照
。
＊
2
…
天
保
十
年
十
二
月
に
正
四
位
上
に
昇
進
し
た
の
は
、
第
十
二
代
藩
主
、
松
平
斉
昌
。
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3
…
天
保
十
二
年
八
月
十
四
日
、松
平
斉
裕
が
将
軍
よ
り
羽
織
を
頂
戴
す
る（
徳
島
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
徳
島
県
史
料
第
一
巻
』（
昭
和
三
十
九
年
）
所
収
「
阿
淡
年
表
秘
録
」
に
よ
る
）。
＊
4
…
「
御
配
状
写
」
は
、
後
に
補
入
す
る
。
＊
5
…
「
天
保
十
四
卯
年
」
は
、
後
に
補
入
す
る
。
一
一
〇
紙
＊
1
…
「
天
保
十
四
卯
年
也
」
は
、
後
に
補
入
す
る
。
＊
2
…
「
海
部
宗
判
…
村
方
ヘ
差
遣
扣
」
は
、
後
に
補
入
す
る
。
一
一
二
紙
＊
1
…
「
天
保
十
四
年
卯
」
は
、
後
に
補
入
す
る
。
一
一
三
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
一
四
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
一
五
紙
＊
1
…
「
一
紙
ニ
名
面
」
の
「
紙
ニ
」
と
「
名
」
の
間
、
某
字
を
見
消
ち
す
る
。
一
一
九
紙
＊
1
…
「
趣
」
は
、
某
字
に
重
書
す
る
。
一
二
一
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
二
二
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
二
三
紙
＊
1
…
「
已
上
弘
化
三
午
年
」
と
あ
る
が
、「
已
下
弘
化
三
午
年
」
の
誤
り
か
。
＊
2
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
二
四
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
二
五
紙
＊
1
…
「
檀
家

も
」
は
、
補
入
符
を
付
し
、
本
行
右
に
書
き
入
れ
る
。
＊
2
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
一
二
八
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
＊
2
…
「
弘
化
四
未
年
也
」
は
、
後
に
補
入
す
る
。
一
三
一
紙
＊
1
…
「
□
」
は
、
原
本
の
ま
ま
。
原 卓 志
―２９３―
Kokudenzan Jizoji Temple in Komatsushima City, Tokushima was a large head temple during the Edo
period with six sub temples and nine branch temples. Jizoji Temple performed usual Buddhist services
such as funerals, death anniversary memorial services for the families supporting the temple, and annual
religious functions. Besides, Jizoji Temple carried out its duties as a head temple under temple control
system established by Edo Shogunate. They include receiving and disseminating various notifications from
a magistrate of temples and shrines（寺社奉行）and county representative（郡代）to its sub temples and
branch temples, and collecting and submitting petitions from those sub− and branch−temples.
“Ofure Okubarigaki Sho−negai hikae” is a document compiling copies of the notifications and petitions
from the 12th year of Bunsei Period（1829）to the 4th year of Koka period（1847）when Yugi Grand Priest
（宥義大和尚）served as Chief Priest of Jizoji Temple. In this article, the author argued that this document
is an important text providing rich information about changing chief priests of branch temples, age limit of
chief priests and detailed report of incidents occurred near Jizoji Temple. The author reprinted the entire
text in order to provide basic resources to study local history.
“Ofure Okubarigaki Sho−negai hikae”（御触御配書諸願控）in possession of
Kokudenzan Jizoji Temple（国伝山地蔵寺）：Commentary and reprinted text
HARA Takuji
―２９４―
